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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。









口絵・本文イラスト　茨乃





　ｃｏｎｔｅｎｔｓ














『遠い昔のプロローグ』










第一章『封印都市』







第二章『死はどこか遠くへいってしまった』







第三章『学園ルール』







最終章『死に至る病に至る生』










『そして終わらぬエピローグ』













　あとがき








　そして、世界はアイを救った。









[image: ]




　　　　Ｉ





　窓にぶつかり続ける
蠅
 はえ

 。



　ディーは、アリスを見るたびに、いつもそんなイメージをこころに
抱
 いだ

 く。



　ブブブとにぶい音を立てて、力いっぱいガラスにぶつかる小さな蠅。そこにある
透
 とう

 
明
 めい

 な物質が理解できずに、なんどもなんども頭をぶつける
馬
 ば

 
鹿
 か

 な蠅。



　ディーはアリスを見るたびに、いつもそんなイメージを心に抱く。



　蠅は飛ぶ。無言で飛ぶ。無言で飛んでまたぶつかって、ころりと転がって、不思議そうに窓の向こうを見つめたりする。







「そこにはガラスがあるんだよ」







　ディーは蠅に
呟
 つぶや

 いたりする。



「才能がないんだから」



「背、のびないんだから」



「レギュラーになんてなれないんだから」



　そして、



「ここから外には出られないんだから」



　だからもう、やめなよと、ディーはアリスにいったりする。



　でもアリスは、蠅がそうであるように、ディーの言葉なんてまるでわからないみたいな顔をして、また、ふっと窓の向こうへ行こうとするのだ。



　その羽が折れても、



　その
瞳
 ひとみ

 がつぶれても、



　その足がもげても。





　　　　II






　ディーは
三年四組
 じぶんのクラス

 が結構好きだ。



　メンヒムは
怖
 こわ

 いし、ムーはいじめるし、アリスはいつもトラブルを起こすし、男の子
全
 ぜん

 
般
 ぱん

 とはいまだにちゃんと話ができない。



　
喧
 けん

 
嘩
 か

 もおおくて、週に一度は
誰
 だれ

 かと誰かがバトルしている。それがないときはだいたいトラブルだ。アリスがまたバカをやったり、ザネリックが
放
 ほう

 
浪
 ろう

 
癖
 へき

 に
囚
 とら

 われたり、ジジが
爆
 ばく

 
発
 はつ

 をおこしたりする。



　その
度
 たび

 にディーは机の下に
隠
 かく

 れて「ひ～ん」と
涙
 なみだ

 
目
 め

 になってしまう。



　それでもディーは三年四組が大好きだった。



　メンヒムは怖いけどやさしいし、ムーはいじめるけどいじめてるつもりはないし（それはもっと問題なのかも知れないけれど）アリスはトラブルを起こすけどちゃんと反省する（反省はするのだ。反省だけは）。



　じぶんもそうだ。ディーは自らの姿をそっと見下ろす。おもしろみのないくらい学校指定をまもる
紺
 こん

 の制服、顔は十人前、勉強は半人前、運動は
零
 れい

 人前。じぶんという人間を外から見たら「
陰
 いん

 
気
 き

 な引っ込み思案そのもの」という感じだろう。



　それは一面では正解、そういうじぶんも確かにいる。



　でも
デ
 わ

 
ィ
 た

 
ー
 し

 はきっと、多分、それ以外のたくさんのもので、出来ている。



　それが分かり、分かってくれるこのクラスが、ディーは好きだった。



　だからいまの、この状態が、いやでいやで仕方がなかった。







「もう
我
 が

 
慢
 まん

 ならんな」







　さっきまで
怒
 ど

 
鳴
 な

 り散らしていたムーが一転して低い声をだした。長い
髪
 かみ

 をひっつかむようにしてゴムでまとめ、
濃
 のう

 
紺
 こん

 の瞳で教室内をぎろりと
睨
 にら

 む。その眼は「誰が敵で、誰が味方だ？」と問いかけていた。ディーは「ひ～ん」と泣き声を上げて敵でも味方でもない第三の道を選ぶ。すなわち机の下への
逃
 とう

 
亡
 ぼう

 である。



「まあ待てムー」



　ムーが本気で切れたのを見て、メンヒムが仕方なさそうに立ち上がった。ぼさぼさ頭の長身を、しわくちゃ白衣で包んだ『
育ちすぎのもやし
 メンヒム

 』は背だけは高いけど運動はからきしだ、女の子だけど
趣
 しゆ

 
味
 み

 の
欄
 らん

 に筋トレと書くようなムーの敵ではない。



「なんだモヤシ。まさかこいつの味方をする気かモヤシ？　だったら
殴
 なぐ

 ってやるからそこになおれ」



「いやいや、むしろ僕ぁアンタの味方だぜ？」



「……それはそれでいやだな」



「ん、そうなのか？」



「ああ、殴りたくなる」



　ずん、と重い音と共にメンヒムがくの字になって
傾
 かたむ

 いた。ムーがメンヒムを殴るのはこのクラスではもはや常識だが、それでもこれは早すぎる。



　ムーがこちらに──正確にはこちらの
右
 みぎ

 
隣
 どなり

 に向かってつかつかと歩み寄る。



「まてってばムー」



「そうよ。せめて話ぐらい──キャッ！」



　
盾
 たて

 になろうと出てくれたパロットとスフィアが
扉
 とびら

 を開くようにはね飛ばされる。



「話ならもう聞き
飽
 あ

 きた！」



　ムーが、ディーのとなりの男子生徒を決然と見下ろす。



「この世界が偽物
 !?
 　囚われた空間
 !?
 　お前は何を言っているんだ!!
 」



　胸ぐらがつかまれ、つり上げられる。



「アリス!!
 」



「事実だよ」



　アリスは、死体のようにされるがままで、ただその瞳だけをぎらつかせながら言った。



「俺たちはこの空間に閉じ込められている。閉じ込められているという意識さえ失ってな」



「なにを言っているんだアリス！　
狂
 くる

 ったか！」



「俺は狂ってなどいない」



「だったら正気だっていうのか!?
 　正気で……あんな、あんな！」



　胸ぐらを
摑
 つか

 み上げているのはムー、言葉の矢を放ち続けているのはムー。アリスなんか
一
 いち

 
撃
 げき

 でぶっ飛ばせるのはムー。



　それなのに、ムーはまるで負けたがっているように見えた。自分の言葉を否定してもらいたがっているように見えた。







「正気でお前は！　街を焼き
払
 はら

 ったというのか!?
 」







「そうだ」



　手が放されて、アリスはどさりと
椅
 い

 
子
 す

 に落ちた。



「どうしてそんな──」



「実験だ」



「実験？」



「ああ」



　じっと、アリスは自分の手を見る。昨夜から夜通し油を
撒
 ま

 き、
炎
 ほのお

 を
振
 ふ

 り続けた黒い手。



「この空間がどこまで『持つ
 』のか見定めようとした。街を
破
 は

 
壊
 かい

 すればもとの世界に復帰できるかもしれないと思った……けど駄目だった」



「お前！　まだそんなことを！」



「……信じないのか？」



「当たり前だ！」



「だったら」



　
反
 はん

 
撃
 げき

 するように、アリスはぎらつく瞳でムーを見上げる。



「だったら、お前の言う、焼かれた街はどこにあるんだ？」



　ムーが言葉に
詰
 つ

 まった。



　アリスがカラカラと窓を開けた。そこにはついさっきまで、彼自身によって焼き
尽
 つ

 くされた街があった。



　だがいま、そんなものはどこにもない。



　街は焼かれ、
壊
 こわ

 され、そして戻った
 。



　ムーの
糾
 きゆう

 
弾
 だん

 する罪はもうどこにも残ってはいない。



「お前はこれを〝リセット〟と呼んだ」



「わ、私が、なんだって？　〝リセット〟？」



「ああ、この空間では、復帰不能な障害を受けたモノは
全
 すべ

 て、初期設定でリセットされる。……最初の、何も知らない平和な
 状態に戻されてな」



　その言葉に、ムーはぴくりと反応し、



「……百歩ゆずって、お前の言葉を全て信じたとする」



「ああ」



「その上で一つだけ聞きたい。私がその話を知らないのは〝リセット〟されたからか？」



「そうだ」



　次の
瞬
 しゆん

 
間
 かん

 、ムーは一歩
踏
 ふ

 み込んでアリスの
喉
 のど

 を
締
 し

 め上げた。



　その行動が、どういう意味を持っていたのかディーは知らない、アリスも知らない、ひょっとするとムー本人も知らなかったのかもしれない。締め上げて、それでどうしようとしたのかは分からない、殺そうとしたのかもしれないし、ただ、そうせずにはいられなかっただけかもしれない。それは誰にも分からない。



　だが最初の一回目
 では、ムーは確かにアリスを殺そうとしていた。



　だからアリスはそのときと同じように対応した。



　ぱん、という
乾
 かわ

 いた音と共にムーの額に小さな
弾
 だん

 
丸
 がん

 が飛び込んだ。弾丸はそのまま
真
 ま

 っ
直
 す

 ぐにすすんで後頭部を割って
脳
 のう

 
漿
 しよう

 とともに飛び出した。



　悲鳴が教室を支配した。ディーは机の下で全てを見ていた。



「ごめんな」



　アリスはつぶやき、固まったままのクラスメイト達に
拳
 けん

 
銃
 じゆう

 を向けて
撃
 う

 った。



　撃った。



　撃った。



　まず、立ち向かおうとした者が撃たれ、次に
逃
 に

 げようとした者が撃たれた。親友が撃たれ、悪友が撃たれた、ぱんぱんと、両の手からはき出される弾丸は
狙
 ねら

 い通りの場所に飛び込んで対象を確実に殺した。



　アリスは最後に、
怯
 おび

 え、縮こまるだけの者達を撃った。



「ごめんな……」



　カタカタと
震
 ふる

 えるイラーニャが、



「やだ、やめてよアリス……こんなのやだよ！」



「
大
 だい

 
丈
 じよう

 
夫
 ぶ

 だ……それも忘れる……」



　ぱん、と、



　最後の
銃
 じゆう

 
声
 せい

 が鳴り
響
 ひび

 いて、それっきり教室は静かになった。音を立てるのはアリスの
荒
 あら

 い息づかいと、ディーのすすり泣き、そしてメンヒムのため息だけだった。



　まるでその頭を
握
 にぎ

 りつぶそうとしているかのように額を摑んでいたメンヒムがその手を放し、
疲
 つか

 れ切った瞳でアリスをにらんだ。



「……アリス、こんなの僕は、聞いてねぇぞ」



「反対されたからな」



「当たり前だ……！」



　いって、メンヒムはムーの──幼なじみの見開いたひとみを閉じてやった。



　すると、その死体はすぅっと消えて……、



「アリス──!!
 」



「よう」



　窓の向こう、二階したのグラウンド、そこで殺されたクラスメイト達
 が
鞄
 かばん

 を持って
佇
 たたず

 んでいた。



〝リセット〟



　その先頭でムーが、こちらに向かってブンブンと手を振っている。



「そんなところで何してる！　もう下校時刻だぞ！」



「すぐ行く！」



　言い置いて、アリスはからりと窓を閉めた。



　教室にはもはや、
惨
 さん

 
劇
 げき

 の
跡
 あと

 は、残っていなかった。



「なべて世はこともなし──か」



　メンヒムがいい、白衣のポケットから校則
違
 い

 
反
 はん

 の
煙草
 たばこ

 を取り出して深く吸った。



　その
煙
 けむり

 を
突
 つ

 っ切ってアリスは歩き出す。



「……行こうメンヒム、ディー。これで物理的な破壊はほとんど不可能だと分かった。別の方法を考えないといけない。しゃくだが、オカルト方面を
試
 ため

 してみよう。
呪
 まじな

 い返しだとか、結界破壊だとか──ミランシャにそれとなく聞き出して……」



「あー、そのことだが、アリスよ」



　教室を出て行こうとするアリスに向かって、メンヒムは言った。



「僕、もう無理だわ」



「……そうか」



「ああ。……ごめんな。僕は、自分が思うほどには、強くなかったみたいなんよ。このままだとアリスの味方どころか、さっきのムーみたいに、敵になりそうだわ」



「…………そうか」



「ごめんな」



「いいさ、いままでありがとう……」



　そういって、アリスはメンヒムを撃ち殺した。メンヒムは
直
 ただ

 ちに〝リセット〟されて、死体は消えた。



　ディーはよろよろと机の下から
這
 は

 い出して外を見た。夕暮れのグラウンドでクラスメイト達が談笑していた。その輪のなかに平べったい学生鞄を
抱
 かか

 えたメンヒムが
駆
 か

 け寄ってなにか
冗
 じよう

 
談
 だん

 を言っていた。



　ディーはそれを、まぶしそうに見つめていた。



「……お前も戻りたいか？」



「！」



　熱のような気配を感じて振り返ると、そこに暗い
銃
 じゆう

 
口
 こう

 があった。



　その向こうの
瞳
 ひとみ

 は死体のように
淀
 よど

 んでいた。



「……自分が
囚
 とら

 われていることも何もかも忘れて、平和な日常に戻りたいか？」



「そんな──」



「……別にいいよ。死ぬのが
怖
 こわ

 いなら……俺が殺してやる」



　かちりとハンマーが持ち上がった。



「だ、だったら……」



　百年も
喋
 しやべ

 っていなかったかのように、声はかわき、震えていた。



「だったら、アリスも
一
 いつ

 
緒
 しよ

 に……〝リセット〟しようよ。こんなのもうやめて……〝リセット〟して、全部忘れて平和に暮らそうよ……」



　アリスは困ったような顔で拳銃をもてあそび、







「いやだ」







　窓に向かって飛ぶ
蠅
 はえ

 。



　ディーはアリスを見る度いつも、そんなイメージを心に
抱
 いだ

 く。







「俺は、こんなのはいやだ。俺の大好きな三年四組がこんなところに閉じ込められているのはいやなんだ」



「でも、もう、無理だよぅ……メンヒムだって……
諦
 あきら

 めたのに……」







　そこにはガラスがあるんだよ。と、ディーは蠅に
呟
 つぶや

 いたりする。







「才能がないから」「背、のびないんだから」「レギュラーになんてなれないんだから」



　そして、



「ここから外には出れないんだよぅ……」



　だからもう、やめなよと、ディーはアリスにいったりする。



　でもアリスは、蠅がそうであるように、ディーの言葉なんてまるでわからないみたいな顔をして、



「それでも俺はやる……でも、それに、お前まで付き合う必要はない。お前は、あいつらと一緒に笑っていろよ。解放のその日まで」



「…………」



「大丈夫、俺はひとりでも必ずやり
遂
 と

 げる。信じろ」



　それは信じられない。



「俺は絶対に諦めない」



　それは信じられる。アリスはきっと、この空間を破れない、でも絶対に諦めない。永遠に続く責め苦のように、たったひとりであがき続ける。



「やだよぅ」



　ディーにはそれが、それこそがいやだった。



「ボクが死ぬのなんかどうでもいいよ。でもアリスがキミがひとりぼっちになるのが、いやなんだよぅ……」



「…………」



　ディーはぐしぐしと
袖
 そで

 で目元を
拭
 ぬぐ

 った。



「だから……ボク……諦めない」



「ディー……」



「キミが諦めるまで、ボクも諦めない。一緒にいくよ、アリス」



「……そっか」



　拳銃がすっと下ろされた。



「……分かった。ありがとな……」



　アリスがこちらに背中を向けた。



「ううん」



　ディーはその背中を、
隠
 かく

 し持っていた拳銃で撃った。



　ごぉん、と
木
 こ

 
霊
 だま

 する
轟
 ごう

 
音
 おん

 のなかで、アリスは
倒
 たお

 れた。その瞳には
驚
 きよう

 
愕
 がく

 も
困
 こん

 
惑
 わく

 もなく、ただ静かな納得があるのみだった。



　がちゃん、と拳銃と
膝
 ひざ

 が地面におちて、ディーはアリスの体に
縋
 すが

 った。



「……ごめん……ごめんねぇアリス……でもボク……ボク……」



「泣くなよ……
馬
 ば

 
鹿
 か

 」



　アリスは自分が撃たれても、なんの
恨
 うら

 みも感じていない様子だった。



「ごめん……ひっく……ごめんねぇ……」



「……いいさ、それより悪かったな……俺のこと、撃たせちまって……」



　ぶんぶんと、ディーは頭を
振
 ふ

 った。ディーが、アリスに人殺しをさせることを
疎
 うと

 んだように、アリスもまた、ディーに殺されるのを疎んでいた。



「俺だって……分かってるんだ……こんなのは
間
 ま

 
違
 ちが

 ってるって……いくら、目的のためだって、いくら〝リセット〟されるからって、こんなのは正しく……ない……」



「…………」



「かといって……いまさら、やっちまった罪は
覆
 くつがえ

 せない。だからさ……俺もまた、〝リセット〟されるしかもう、道はなかったんだよ……今の俺はもう……俺じゃなくてさ……平気で友達を殺す。
怪
 かい

 
物
 ぶつ

 みたいな……ものだから……」



「……ひっく、アリスぅ……」



　アリスはふっと、つきものが落ちたように笑って、血と、
硝
 しよう

 
煙
 えん

 の
匂
 にお

 いがする手でディーの頭をぽんぽんと
撫
 な

 でた。



「……でも、残念だったなディー……きっと俺は、また、ここに
戻
 もど

 ってきちまうよ」



「…………」



「馬鹿は……死んでも直らないって……言うだろ？　そのたびにお前は……俺を……殺せる……のか？　お前は……怪物になる……
覚
 かく

 
悟
 ご

 があるか……？」



　アリスが
挑
 ちよう

 
発
 はつ

 するように、いまわの
際
 きわ

 で、そういった。



　ディーはすぐになにかを答えようとした、
肯
 こう

 
定
 てい

 か否定か、それは分からないけれど死に
逝
 い

 く彼に言葉を返そうとした。必死で考えて、答えようと顔を上げた。



　でも、



「……ぁ」



　そこにはもう、空気しかなかった。



　自分で聞いたくせに、アリスは返事も待たずに逝ってしまった。



　後には痛いくらいの
沈
 ちん

 
黙
 もく

 だけが残された。



　ディーはぺたりと座り込んだままそこに神でもいるかのように天を
仰
 あお

 いだ。



　一分か百分ほどそうしていたら下校のチャイムが鳴りだした。ディーは頭をかくんとさげて下を向き、右手をゆっくりと持ち上げて銃口をこめかみに押しつけた。



　アリスを殺した銃口は、まだほんのりと暖かかった。



「ひっく……」



　引き金はさっきよりも重かった。



　そのことが
酷
 ひど

 く悲しかった。



「もぅ、無理だよぅ……」



　ディーはぽろぽろと
涙
 なみだ

 をこぼした。もう限界だった。アリスに殺されるのも、アリスを殺すのも、もう
嫌
 いや

 だった。



　絶望が生存本能との
綱
 つな

 
引
 ひ

 きに勝って、引き金はジリジリと引かれていった。シリンダーがゆっくりとまわり、ハンマーが所定の位置に付こうとしていた。ディーの命まであと一ミリだった。



　もう少しで、ディーは〝リセット〟されるはずだった。化け物から人間にもどれるはずだった。



　その時、アリスさえ来なければ。



「なにやってんだディー！」



　言葉と共に、
一
 いち

 
陣
 じん

 の風が飛び込んで
拳
 けん

 
銃
 じゆう

 を
蹴
 け

 り飛ばした。



「お前！　これ
親
 おや

 
父
 じ

 の
銃
 じゆう

 じゃないか！　こんなもん持ち出してなにやってたんだ!!
 」



「……アリス？」



〝リセット〟



　ここにいるアリスはもう、何も知らないアリスだった。人を殺す、なんて夢にも思っていないアリスだった。



「どうしたんだよお前……なんでこんな……おい、話してみろよ。な？」



「アリスぅ……」



　ディーはわっと泣き出して両手を広げ、その胸に向かって飛び込もうとして、







（きっと俺は、また、ここに戻ってきちまうよ）



（馬鹿は……死んでも直らない……って、言うだ……ろ？）







　そこが自分の
弾
 だん

 
丸
 がん

 で、ずたずたになったことを思い出した。



「……なにがあったんだよ？」



　アリスが聞いた、ディーはその顔を見上げた。



「……………………なんでもない」



「つってもお前──」



「なんでもないったら！」



　ディーはアリスを
突
 つ

 き飛ばして走り出した。



「あ、おい！」



　背後にアリスの声が聞こえた、それでもディーは振り向かなかった。



　もう二度と、あの胸で泣くわけにはいかなかった。



　もう二度と、あの手で頭を撫でられるわけにはいかなかった。
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　そしてまたループが始まる。



　この
偽
 にせ

 
物
 もの

 の世界で、



　ディーひとりを残したまま。





　　　　[image: ]






　タッタッタッタッ──と、気持ちの良い昼下がり、ディーはバスケットを
抱
 かか

 えてリズム良く走る。夏の日差しがうなじを焼き、抱えたバゲットが焼きたての熱で胸を焼く。



　──アリスの馬鹿！



　アリスは今日も学校をサボった。サボっただけならまだしも、学校中からスコップやらカンテラやら
書
 しよ

 
籍
 せき

 やら
猫
 ねこ

 
車
 ぐるま

 やらをパクリまくった上でサボった。おかげでディーはムーやメンヒムに散々っぱら嫌みを言われた。



　
曰
 いわ

 く──彼氏の
手
 た

 
綱
 づな

 くらい、ちゃんと
握
 にぎ

 っておきなさい。と、



（彼氏じゃないし！）



　スカーンと、



　規則正しく刻まれていた
四
 よん

 
拍
 びよう

 
子
 し

 に派手なスタッカートが刻まれて、道に転がっていた
空
 あ

 き
缶
 かん

 が宙を
舞
 ま

 った。



　ディーはそれで「ふん！」っと
僅
 わず

 かに気を晴らしたが、空き缶の行く末を見とどけてみるみるうちに顔を青くした。空き缶はびっくりするほどの勢いで宙を転がり、そのまま酒屋の窓ガラスにガシャン！　と飛び込んだ。



「わわわっ」



　バスケットを抱えてしゃがみ込み、
怒
 ど

 
号
 ごう

 をまつ。



　五秒。



　ディーは目をつぶったままそれだけの時間を過ごして、それからおそるおそる顔を上げた。そしてふと、もはやそんなことをする必要がなかったのだと気付いてまた走り出した。



　後にはコロリと転がる空き缶と、タッタッと走る足音だけが残った。
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　アリスはやっぱりそこにいた。



　市街地の外れ、そこに〝ようこそ緑と湖の街オスティアへ〟と書かれたものすごくダサいアーチがある。この街の子供なら一度は的当てに使ったことがあるアーチだ。その周辺には同じく古めでダサめな街並みが並んでいる。オスティアの湖側は若い観光客で
賑
 にぎ

 わうが、山側のこちらは寺院とか温泉とかしかなくてどうにも
寂
 さび

 れた印象がある。



　アリスはその、古ぼけた土産物屋の
壁
 かべ

 にチェーンソーを突き立てていた。



「…………………………アリス？」



　会った
瞬
 しゆん

 
間
 かん

 に
怒
 おこ

 ってやろうと思っていたディーはその姿に
度
 ど

 
肝
 ぎも

 を
抜
 ぬ

 かれる。



　そこには完全装備のナニカがいた。
足
 あし

 
下
 もと

 はブーツで固め、体は制服と作業着で着ぶくれしている、頭にはヘッドライト付きのヘルメット。そしてその
全
 すべ

 てに「園芸部」やら「用務」やら「オスティア学校備品」やらの字。



　ディーはおっかなびっくりその
人
 ひと

 
影
 かげ

 に近づく。



「……あの……アリス……だよね？」



　顔は
防
 ぼう

 
塵
 じん

 ゴーグルとマスクのせいでほとんど見えないから本当にアリスかどうか分からない。でもこんなことする
紙
 かみ

 
一
 ひと

 
重
 え

 はアリス以外にいないはずである。



　少なくとも「ここ」には。



　……もしかするとアリスじゃないのかもしれない。



　そう思った
途
 と

 
端
 たん

 に、ディーは
萎
 い

 
縮
 しゆく

 してしまった。知らない人だったならそれはそれで喜ぶべきことなのに、それでもディーは
怖
 こわ

 くなってしまう。知らない人だと、昔からこうだ。



　そんなとき、助けてくれるのはいつもアリスなのに。



「ねぇ、アリスってば……」



　そのアリス（？）こそがいま、自分を
怯
 おび

 えさせている。その
矛
 む

 
盾
 じゆん

 はとても
恐
 おそ

 ろしくて、ディーはチェーンソー男の背後に立って「ねぇ」とおそるおそる背中を
叩
 たた

 いた。



「
誰
 だれ

 だ!?
 」



「きゃ!!
 」



　男の動作は反応というより反射に近く、振り向いた動きにも、突き出されたチェーンソーにも他意はなかった。けどその
刃
 は

 を向けられた当人にとってそんなことは関係なく、ディーは目の前で回転する
鎖
 くさり

 の刃と男の怒号に
凍
 こお

 り付いて、ペタリと
腰
 こし

 を抜かす。



　アリスの声、だったと思う。そのはずだ。けれど、こうしてホラー映画みたいなチェーンソー仮面に目の前まで
迫
 せま

 られるとなにも分からなくなる。ギュルギュルと回転する銀の鎖が板きれにするように思考力を
削
 けず

 りとっていく。



「ア、アリス？　アリスだよね……や、やめてよそんな
冗
 じよう

 
談
 だん

 みたいな格好……」



　あ、そういえばホラー映画とかだとこういう
台詞
 せりふ

 いった人って
大
 たい

 
概
 がい

 死んじゃうってなかったっけ？　と頭の
片
 かた

 
隅
 すみ

 が不思議なくらい冷静に混乱してみせる。冷静な混乱はさらに、いまそんなことに気付いてどうするのか？　と人ごとのように突っ込みを入れる。



　チェーンソー男がしゃがみ込む。



　その顔は防護面に
隠
 かく

 されて目も見えない。



「……！」



　ディーはいよいよ恐ろしくて目を閉じ、「助けて」という代わりにその名をよんだ。



「ア、アリスぅ……」



「んだよ」



　どるるん……とチェーンソーの刃が止まり、男はゴーグルを持ち上げる。



　そこには見慣れた黒目と見慣れた顔。



「どしたディー。なんか用か？」



　ディーは最初、
怒
 ど

 
鳴
 な

 ってやろうと思っていた。学校をさぼった事、そのせいで自分が嫌みを言われたこと、
一
 いつ

 
瞬
 しゆん

 前まで自分を不安にさせたこと。



　それら全部をひっくるめて怒鳴ってやろうと思っていた。



「アリスぅ……」



「おわ!?
 　なんだよお前、泣いてんのか!?
 」



　だというのにディーは、アリスがそこにいたというだけのことで、それですっかり安心してしまい、怒鳴ることはやめてしまった。
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「………………………………グスッ……これ、お弁当」



　そのかわり、当初の、さらに当初の予定であったバスケットを差し出す。



「……作ってきたから。食べて」



　お昼はもう、とっくにまわっていた。



　アリスの腹がグゥと鳴った。
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　アリスはバゲット三つと牛乳一リットルを牛のように
呑
 の

 み込み、デザート代わりにキャベツの丸ごとに塩を
振
 ふ

 って食べた。



「それで、アリスってばこんなところでなにやってたの？」



　ごちそうさまも言わずに作業に
戻
 もど

 ろうとするアリスの
裾
 すそ

 を引っ張って席に着かせ、
逃
 に

 がさないためにその手にお茶をねじ込んでから聞く。



「決まってんだろ」



　
時
 じ

 
間
 かん

 
稼
 かせ

 ぎが一秒で飲まれる。



「ここからの
脱
 だつ

 
出
 しゆつ

 だよ」



　んっ、とマグカップが返される。



「んじゃな。飯あんがと」



「……待って。座りなさい……」



　ぽんぽんと
隣
 となり

 を叩く。



「でも、もう飯もデザートも食ったし。お茶も飲んだし」



「……クッキーならあるよ」



「いただきます！」



　
紙
 かみ

 
袋
 ぶくろ

 を
渡
 わた

 すとアリスは
嬉
 き

 
々
 き

 としてそれに
齧
 かじ

 り付いた。アリスと話をするのは難しいようで簡単だ。なにか食べ物を
与
 あた

 えればいい。



　それからアリスは
自
 じ

 
動
 どう

 
販
 はん

 
売
 ばい

 
機
 き

 のように、クッキーを食べた分の情報をはき出した。



「──つまりさ、押して
駄
 だ

 
目
 め

 なら引いてみろ、引いても駄目なら上げてみろ、上げても駄目なら
壊
 こわ

 してみろ、ってな具合でいろいろ
試
 ため

 してんだよ。
普
 ふ

 
通
 つう

 に歩いて出られないなら、今度は屋根だけ伝って出てみよう、それでも駄目なら横断歩道の白いところだけ歩いて出てみよう、それでも駄目なら……ってな具合だ」



「ぜんぜんわかんない」



「だと思った」



　アリスはバスケットボールの高度なファインプレーを解説する時のように
喋
 しやべ

 り、ディーはバスケットボールの高度なファインプレーを解説されたときのように生返事を返した。ぜんぜんまったくこれっぽっちもわからなかった。



「……アリス。それで脱出できるって、本気で思ってる？」



「いいや」



　安心なことに、アリスはすぐにそういって説明を投げた。



「でも、まあ、こんな事しかもう試すことはないし、試すだけなら
無
 た

 
料
 だ

 だからな」



　そういって、アリスはぐるりと街を見た。







「……俺は、絶対にここを抜け出して
三年四組
 みんな

 を解放する」







　街、アリスとディーの街。二人と三年四組の街オスティア。東に緑の山々を、西に
輝
 かがや

 く湖を持つ美しい故郷。ディーが窓ガラスを割っても、アリスが街中でチェーンソーを振り回しても誰も、何も言わない街。



　三年四組のメンバー以外だれもいない街。



「そのためなら、なんだってやるよ」



　そういって、アリスは今度こそ立ち上がった。



「──ま、そんなわけで俺は学校にはいかないよ。すべて
諦
 あきら

 めて
偽
 にせ

 の生活
繰
 く

 り返すなんてまっぴらだ」



　チェーンソーを手に取り、壁に向かう。ディーはその背中に
呟
 つぶや

 いたりする。







「……無理だよ。……ここから外には出れないんだよ……」







　だからもう、やめなよと、ディーはアリスにいったりする。



「ねぇアリスは知ってる？　いまクラスではアリスを〝リセット〟しようっていう話もあるんだよ……」



「ハッ、過激だね。言い出しっぺはムーか？……まあ、それでも」



　それでもアリスは、ディーの言葉なんてわからないみたいな顔をして、







「それでも俺は、やる」







　そう言ってまた、他人の家を切り
裂
 さ

 く作業に戻った。



「……ねぇ、アリス、まってよぅ」



　ディーはその背中を追いかける。そこに大きな理由はない。



　ただ、ディーにはそれが自然だった。



　それだけの理由で十分だった。



「お？」



　アリスは進路にある雑貨屋の窓をくぐれないかと
腕
 うで

 を入れた。



　そのときだった。
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　おおおう、おおおう──……と、
荒
 こう

 
野
 や

 の砂が
廃
 はい

 
墟
 きよ

 の街を叩いていた。
石
 いし

 
畳
 だたみ

 は砂に
覆
 おお

 われ、家々はガラス質の風に
吹
 ふ

 かれてボロボロになっていた。
生
 せい

 あるものの気配はひとつもなく、以前は立派だったろう商店のたなを
撫
 な

 でるものはもはや風ばかり、今時分の夕暮れなら学生で混んだだろう
茶
 ちや

 
店
 みせ

 のカップには
泥
 どろ

 がふかく
溜
 た

 まっていた。



　それは昨今、どこででも見られるようになったありふれた廃墟の日常であり、未来に横たわるこの星の姿だった。



　そんな廃墟の一角に小さな雑貨屋の割れた窓があった。



　そこに、腕が一本はえている。



　腕はまるで水面を割るかのように境界をさかいに飛び出し、
暗
 くら

 
闇
 やみ

 を手探りするように所在なさげに
彷
 さま

 
徨
 よ

 っていた。



　腕がぱたぱたと動く。その姿は
驚
 おどろ

 きと
困
 こん

 
惑
 わく

 に
充
 み

 ち満ちて、
己
 おのれ

 を叩く
砂
 すな

 
粒
 つぶ

 をつまんだり、一瞬出たり消えたりを繰り返していた。が、やがて己を囲む
窓
 まど

 
枠
 わく

 の存在に気付いてそこを
摑
 つか

 んだ。
虚
 こ

 
空
 くう

 からにょきりともう一本がつづく。両手は身を乗り出す一瞬前のように力をたたえて、ぐいっと、



「…………………………お？」



　そうして、アリス・カラーは現界へと
帰
 き

 
還
 かん

 した。



　アリスは
砂
 すな

 
嵐
 あらし

 に顔からつっこんでぱちくりと
瞬
 まばた

 きを繰り返し、



「…………やった」



　すぐにその意味するところを知って、みるみるうちに顔を
緩
 ゆる

 ませる。



「よっっっっっっっっしゃ─────────!!
 」



　ガッツポーズ、



「やった！　やってやった！　俺はついにやったぞ！──ってわわわ！」



　両手を放した当然の帰結として、アリスは落下した。



「うおぉぉ!?
 」



　どごん、と受け身もとれずに落っこちて、アリスは顔面を支点に半回転して
仰
 あお

 
向
 む

 けになった。手痛い
打
 だ

 
撃
 げき

 を受けて砂まみれになったその顔はそれでも笑顔にあふれていた。



「はっはー！　やったぜ！　やってやった！　俺はついに
抜
 ぬ

 け出したぞ！」



　両手が天を
突
 つ

 き、勝利の
雄
 お

 
叫
 たけ

 びが砂嵐と混ざる。



「ざまあみろ!!
 」



　アリスは泣いていた。それはただ、目に砂が入ったからという理由だったが、アリスはその
涙
 なみだ

 を
拭
 ぬぐ

 おうとはせず、勝手に流れるままにした。



　その声が聞こえるまでは。



「ア……リス～。ど……こ行ちゃったのさ～。ボ……ク……こわいよぅ……」



　窓の空間にまた一つ
波
 は

 
紋
 もん

 が広がり、また一つ腕がまろびでた。



「ひ～ん、アリス～ど～こ～？」



　アリスは
慌
 あわ

 てて涙を拭い、起き上がった。



「まて、ディー！　気をつけろ！　落っこちるぞ！」



「へ？──って、きゃあ！」



　
遅
 おそ

 かった。ディーはアリスと同じように上半身を乗り出して落っこちた。



「ちっ！」



　アリスは
腰
 こし

 を落として
抱
 だ

 き
留
 と

 める体勢にはいる。



　ディーはそれを見もしないうちから「アリスは自分を絶対抱き止めてくれる」と確信して、むしろ自分からそこへ飛び込むように両手を広げる。アリスはそれを見て目の色だけで苦笑する。ディーもまたそれを見て目の色だけで舌を出してみせる。



　それはふたりが、ふたりだから出来る
以
 い

 
心
 しん

 
伝
 でん

 
心
 しん

 だった。



　しかしこの時、アリスがディーを抱き止めることはなかった。



『え？』



　二人は同じ言葉を、同じ時間、同じ場所
 で呟いて
離
 はな

 れていった。



　ディーはアリスを
擦
 す

 り抜けて地面に向かった。



「え!?
 　え!?
 　なにこれ！　ア、アリス！　アリス～～～～～～！」



　アリスにもディーにも、何が起きたのか分からなかった。アリスは確かにディーを抱き止めたはずが、実際に摑んだのは砂嵐だけだった。ディーは確かにアリスに抱き留められたはずが、気付けば目前に大地が
迫
 せま

 っていた。



「な、なにこれ！　アリス！」



「ディー！」



　アリスは慌てて
振
 ふ

 り返る。目の前で信じがたいことが起こっている。ディーはまるで、そこが底なし
沼
 ぬま

 であるかのように固い大地に
溺
 おぼ

 れていた。



　アリスの手が
伸
 の

 びる。ディーも手を伸ばす。



　しかしその手は再び、お
互
 たが

 いを摑むことはなくすり抜けていった。



「アリ──」



　そしてとぷん、と、



　
嵐
 あらし

 の海に
呑
 の

 まれたように、ディーは黒い大地に
沈
 しず

 んだ。最後の顔はただきょとんとしていて、あらゆる
怪
 かい

 
異
 い

 よりも、自分がアリスの腕の中にないことを
訝
 いぶか

 しむような顔だった。



「～～～～～～～～～!!
 」



　アリスは大地に齧り付いてがりがりと
爪
 つめ

 を立てた「ディー！　ディー！」と
喉
 のど

 を張り上げ名を呼んだ。黒い土はあれだけ簡単に人ひとりを呑んだくせに、アリスの指は当たり前に
拒
 こば

 んでその爪をばりばりと引きはがした。



　呼び続ける。もはやアリスに出来ることはそれだけだった。大声を出す。ドジな幼なじみがついうっかりこの星を突き抜けてしまっても聞こえるように。



「ディー!!
 」



　帰ってこい。と、



　喉が裂けるまで
叫
 さけ

 び続けた。
拳
 こぶし

 が
砕
 くだ

 けるまでノックを続けた。



　カラカラに
渇
 かわ

 いた喉を血で
潤
 うるお

 してアリスは叫んだ。ノックの音がビチャビチャと
湿
 しめ

 り
気
 け

 を帯びるまで拳を振るった。



　時は
残
 ざん

 
酷
 こく

 に、アリスが
壊
 こわ

 れて動かなくなるのを待っているかのように過ぎ去った。大地は非道に、幼い子供に意地悪をするように彼の大切なものを
隠
 かく

 しこんだ。



　だが、それらのことも、まるで悪い夢だったかのように、



　ディーはふっと、帰ってきた。



『…………』



　ふたりは名を呼び合って喜ぶことも、むせび泣いて抱き合うこともしなかった。そんな
余
 よ

 
裕
 ゆう

 はもうひとかけらも残っていなかった。ただ、二人は合わせ鏡のように向かい合い、鏡面に
触
 ふ

 れるように手を伸ばし合い、



　そして、今度こそ、
完
 かん

 
璧
 ぺき

 に、触れ合わなかった
 。



　ディーは目の前で重なる手と手を
呆
 ぼう

 
然
 ぜん

 と見つめた。お互いにお互いを求めてゆっくりと動く手はしかし、触れ合うことなくすれ
違
 ちが

 っていた。



　熱すら、



　感じることはなかった。



「なにこれ……」



　ディーが
弾
 はじ

 かれたように手を
戻
 もど

 した。



「なんでボク……こんな。……っ！」



　その手でぎゅうと己を抱く。そこに自分があることを確認するように、きつく。



「なんなのこれ……これが……外の
 世界なの……？」



　そしてディーは顔を起こし、



　世界を見た。



　目の前には吹き
荒
 すさ

 ぶ黄色い砂の嵐があった。見慣れた街の死んだ姿があった。なぜか
透
 す

 ける自分の姿と、なぜか透けない彼の姿があった。そして生あるものの気配ひとつない街の姿と、



　死
 、あるものの気配にあふれた街の姿があった
 。



　おおおう、おおおう──……と、



「なんなのこれ……」



　街に死者があふれていた。彼らは心を失い、体を
腐
 くさ

 らせ、その喉から〝おおおう、おおおう〟と荒野の風と同じ
啼
 な

 き声を
漏
 も

 らして彷徨っていた。



　のちに、真に暗き時間、と呼ばれるようになるこの時。十五年前から十三年前のその時代、
墓
 はか

 
守
 もり

 はまだ生まれておらず、世界は日々増えるばかりの死者と絶望に覆われていた。



　──それが昨今どこででも見られるようになったありふれた廃墟の日常であり、未来に横たわるこの星の姿だった。



「これが……外の世界……」



　ディーはそのとき、生まれて初めて死者を見た。知識としては知っていても、自分たちの世界には存在しなかった〝動く死者〟を、初めて見た。



　いま、その一体がふらりと二人に近づいた。



『おやぁおやぁ？』



「ひっ！」



『おおおお、こらこらなんだなんだ』



　キラキラと光る
眼鏡
 めがね

 、そこだけが
嫌
 いや

 に真新しい花屋のエプロンを付けた黄色いミイラ。



『アリスとアリスとディーディーじゃないかじゃないかこんなこんな時間に時間に学生が学生が出歩いちゃ出歩いちゃ……』



　死者は死者なりの
倫
 りん

 
理
 り

 
観
 かん

 にしたがって二人に近づき、



「いけないないけないないけないないけな──」



「きゃあ！」



　乱ぐい歯と骨の突き出た右手でもって二人に向かった。ディーは指先ひとつも動かせない。死者の手がなんの
抵
 てい

 
抗
 こう

 もなく首筋にたどり着き──そしてなんの抵抗もなく通り過ぎる。そのことにディーは意味の分からない
衝
 しよう

 
撃
 げき

 を受け、そして、



　
銃
 じゆう

 
声
 せい

 。



　低速の
弾
 だん

 
丸
 がん

 が乾いた肉と骨を
吹
 ふ

 き飛ばし、死者の歩行を禁じた。



「アリス！」



「なんだよ」



　アリスは油断なく
銃
 じゆう

 を構えて残りの死者を見ている。



「い、いまの！　ウェンデのお父さんじゃ……！」



「だからなんだよ」



「アリス！　なんてことを──!!
 」



　ディーが──触れぬ手で──引っぱたいてやろうと振りかぶる。



　その目の前で、アリスは
粘
 ねば

 ついたまっ赤な
吐
 と

 
瀉
 しや

 物をびしゃびしゃと
吐
 は

 いた。



「だから、なんだって……言うんだよ……ディー」



　銃を
握
 にぎ

 ったままの手が、血と涙と吐瀉物で
汚
 よご

 れた口元をいっぺんに拭いさった。



　その姿を見て、ディーはもうなにも言えなくなる。



　銃が
仕
 し

 
舞
 ま

 われ、アリスが歩き出す。己の吐瀉物をびしゃりと
踏
 ふ

 みしめ、嵐のなかに身を投じる。



「……行くの……？」



　ディーは
二
 に

 の
腕
 うで

 をぎゅうと抱きながらその背に問うた。



「ああ」



　アリスの答えは予想通りだった。







　ガラスにぶつかり続ける
蠅
 はえ

 。



　ディーはアリスを見るたびに、いつもそんなイメージを心に抱く。そこにある
透
 とう

 
明
 めい

 な物質が理解できずに、なんどもなんども頭をぶつける
馬
 ば

 
鹿
 か

 な蠅。



　そこにはガラスがあるんだよと、ディーは蠅に
呟
 つぶや

 いたりする。







「行っても、
無
 む

 
駄
 だ

 だよ……」







　だからもう、やめなよと、ディーはアリスにいったりする。







「ねえ帰ろうよ。……こんなところ、嫌だよ。ボク、
怖
 こわ

 いよ。……本当に怖いよ……ね？　アリスもそう思うでしょ。外の世界がこれほどひどいことになっちゃってるって、知らなかったもんね。……ねえ、帰ろうよ？　ボク達の、三年四組の世界にさ。閉ざされてても、こんなところよりずっといい場所だよ。それが分かっただけでも
収
 しゆう

 
穫
 かく

 だよ。そうでしょ？」



「…………」







　──でもアリスは、蠅がそうであるように、ディーの言葉なんてわからないみたいな顔をして──







「ねぇ！」



「お前は戻れよ」







　窓の向こうへ、行こうとするのだ。







「俺は行く。俺たちを解放するために」







　それを聞いて、ディーは決めた。怖いけど、決めた。



「……じゃあ、ボクも行く！」



「おい」



「絶対、ついてく！」



「……帰れ馬鹿」



　アリスが、とんっと
突
 つ

 き
放
 はな

 すように手を伸ばした。しかしそれは
肩
 かた

 を突き
抜
 ぬ

 けてディーを押し返すことは出来なかった。



『っ!!
 』



　悲鳴をあげてディーは
離
 はな

 れた。アリスは失敗を犯した子供のような顔で手を引き戻す。ディーは突き抜けたそこに手を当ててちゃんと
在
 あ

 ることを確認し、それからこわばった
頰
 ほお

 に力を入れて無理矢理に笑った。



「ふ、ふんだ！　置いてきぼりにしようったってそうはいかないんだから！　突き放して、閉じ込めるのだってこれなら無理だもんね！」



「……ああ、そうみたいだな」



「ボク……ボク絶対アリスについて行くんだからね！」



「だから、わかったってば。……わかったから──」



「絶対……絶対……怖いけど……絶対……」



　ひっく、ひっく、と
嗚
 お

 
咽
 えつ

 が漏れる。



　アリスはがしがしと頭を乱暴に
搔
 か

 き、仕方なさそうに声を上げた。



「好きにしろよ」



　ディーの
瞳
 ひとみ

 から流れ出た
涙
 なみだ

 は、ちいさな
顎
 あご

 に引っかかって落下した。
肌
 はだ

 の上ではころころと
輝
 かがや

 いていたそれは
皮
 ひ

 
膚
 ふ

 を離れると
即
 そく

 
座
 ざ

 に存在感を失って消え
失
 う

 せ、
足
 あし

 
下
 もと

 には染みも、残さなかった。



「泣くな。……もう行くぞ」



「な、泣いてないもん馬鹿アリス！　って、まって！　まってよ！」



　そうして二人は歩き出した。



　それは十二年前、最初期の墓守がようやく落ち始めた
頃
 ころ

 の話であり、キヅナ・アスティンが
人食い玩具
 ハンプニーハンバート

 を名乗り始めた頃の話であり、ユリーがまだ幸せだった頃の話であり、ウッラがまだ一万人すら殺していなかった頃の話であり、ターニャ達が
赤
 あか

 ん
坊
 ぼう

 だった頃の話であり、そして、



　アリスが、もう、アリスだった頃の話であり、



「行こうぜ……俺たちを、三年四組を解放するために」



「うん！」



　ディーが「西方の
魔
 ま

 
女
 じよ

 」になる前の、話であった。





　　　　IV






　神様は月曜に世界を作った。



　神様は火曜に
整
 せい

 
頓
 とん

 と
混
 こん

 
沌
 とん

 を
極
 きわ

 めた。



　神様は水曜に細々とした数値をいじくった。



　神様は木曜に時間が流れるのを許した。



　神様は金曜に世の
隅
 すみ

 
々
 ずみ

 まで見た。



　神様は土曜に休んだ。



　そして神様は日曜に、世界を捨てた。







　十五年前、神様は
突
 とつ

 
然
 ぜん

 人の前に現れて言った。



「あの世はもはや
満
 まん

 
杯
 ぱい

 だ。この世もすぐに
行
 ゆ

 き
詰
 づ

 まる。ああ失敗した」



　その言葉だけを残して神様は消え、当時この世の春を
謳
 おう

 
歌
 か

 していた人間は
驚
 おどろ

 いて
震
 ふる

 えた。種族として一億年も生きていない彼らが神様に会ったのは初めてのことで、その初めての言葉が、別れの言葉となった。







　その日から人は死ななくなった。







　心臓が止まっても肉が
腐
 くさ

 っても。死者は
蠢
 うごめ

 くのを
止
 や

 めなかった。







　その日から人の子どもは生まれなくなった。







　工場の火が落ちたように、新しい人は作られなくなった。



　神様のいなくなった世界で人は
絶
 ぜつ

 
叫
 きよう

 した。億の絶叫は血を
噴
 ふ

 き出して
瀕
 ひん

 
死
 し

 になるまで止まらなかった。生きている人はあっという間に少なくなり。世に死者が
蔓延
 はびこ

 った。



　そして
墓
 はか

 
守
 もり

 が現れた。



　墓守は神様が人のために
遣
 つか

 わした最後の
奇
 き

 
跡
 せき

 だった。



　彼らはふらふらと動き回る死者を
埋
 う

 め、墓を作って生者の安息を守った。そうされてやっと、人は安らかな
眠
 ねむ

 りに落ちた。



　子は生まれず、死者は出歩き、墓守が走る。



　それが末世の姿だった。
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　　　　Ｉ





　
幾
 いく

 千の花びらが
舞
 ま

 っていた。



　幾万の
瓦
 が

 
礫
 れき

 が落ちていた。



　落下物はこの世界を構成するありとあらゆるものを
含
 ふく

 んで
七
 なな

 
色
 いろ

 に輝いていた。
桃
 もも

 
色
 いろ

 の
果
 くだ

 
物
 もの

 、銀の食器、
暁
 あかつき

 の
暖
 だん

 
炉
 ろ

 、冬の寒村、王のシャンデリア、灰色の死体、羽ばたく
書
 しよ

 
籍
 せき

 、幾万の花弁、



　そのなかでアリスは
寝
 ね

 
転
 ころ

 がり、
塔
 とう

 を指さし、苦く笑った。



「……お前に助けてもらいたいことがあるっていったの……おぼえてるか？」



　アイはもちろん覚えていた。



「俺たちを、三年四組を、助けてくれ」



　そう言って、アリス・カラーは苦く笑い、







「──俺たちは故郷に閉じ込められている」







　アイ・アスティンを〝オスティア〟へと導いた。





　　　　II






　オスティアはもう、
滅
 ほろ

 びていた。



「……
寂
 さび

 しいところですね」



　目の前で骨のような
廃
 はい

 
墟
 きよ

 が夕日の赤に焼かれていた。家も、道も、街灯も、
真
 ま

 っ
直
 す

 ぐなものはひとつもなく、
全
 すべ

 てがねじくり曲がって
沈
 ちん

 
黙
 もく

 している。水源をまもる湖はその身をくねらせ下街を
浸
 ひた

 し、屋根の
煉
 れん

 
瓦
 が

 は地に落ちて
砕
 くだ

 けてただ空ばかりが広い。



　オスティアは墓の街だった。



　街
辻
 つじ

 のいたる所にささやかな墓標が乱立し、その
影
 かげ

 ばかりが
恐
 おそ

 ろしく長い。



　アイはかしゃりとショベルを下ろした、足下には砂のように砕けた
化
 け

 
粧
 しよう

 煉瓦の破片がモザイク画のように広がっていた。



「さ、いこうぜ」



　荷物を背負ったアリスを、アイはひっそりと
盗
 ぬす

 み見る。この場所を「故郷」だと語った彼が、どんな反応をするのか気になったのだ。



「？　どした？」



「いえ、なんでも……」



　しかしアリスはいたって
普
 ふ

 
通
 つう

 で、傷ついた様子も、悲しむ様子もなかった。



「じゃ、行こうぜ」



「待ってください。その前に、いい加減なにが起きているのか教えて欲しいのですが」



　あの、塔の下で、アリスが助けを求めてから二週間がたっていた。



　そのあいだアリスはただ「オスティアに行け」と言うばかりで、他にはなにも教えてくれなかった。



「悪いが、言えない」



　
繰
 く

 り返すのはこの言葉ばかり。



「それで
嫌
 いや

 なら、この話は断ってくれ。無理
強
 じ

 いはしない」



「もう！　そういうことを言っているのではなくてですね──」



　そこでアイは
押
 お

 し
黙
 だま

 る。不毛だ。こんな会話は道中でずっとしてきた事だ。



　はぁ……とため息が出る。



「……ユリーさんはどうなのですか？」



　自分ひとりでは
埒
 らち

 があかないと見て、ユリーに話をふる。



「ん？　俺がどうしたって」



　ユリーはてきぱきと
忙
 いそが

 しく、荷物をまとめたり、
逃
 に

 げるセリカを
捕
 つか

 まえたりしていた。



　彼は彼で、あの塔での一件以来どうもおかしい。



「ほら、こう〝そんなあやふやな話じゃ動けん〟とか〝情報が少なすぎる。俺は反対だ〟とか石頭チックなことを」



「石頭チックって……あとそのモノマネは似てないし
不
 ふ

 
愉
 ゆ

 
快
 かい

 だぞ。……ああ、そうだ。だったら一つだけ聞きたかったんだが、アリス。ここはいわくのある土地なのか？」



「いわく？　なんだそれ？」



「ああ、さっき寄った町でオスティアに行く。といったらえらく
微
 び

 
妙
 みよう

 な顔をされてな。なんでもその辺りで十万人もの難民が一夜にして消えたり、滅んだはずの街が
蜃
 しん

 
気
 き

 
楼
 ろう

 のように現れたりするとかで──」



「あー」



「心当たりあるのか？」



　ユリーも、そんな話を信じていたわけではないのだろう。まさかという表情でアリスを見る。



「あるっちゃあるけど、
大
 だい

 
丈
 じよう

 
夫
 ぶ

 。その件に関して危険はないよ」



「そうか、ならいい」



「え！　いいんですか？」



　もっと
突
 つ

 っ
込
 こ

 んだ話をしてくれると期待していたアイが
叫
 さけ

 ぶ。



「ああ、別になにが待ち受けようと、俺のすることは決まっているからな」



　そういって、ユリーはちらりと背後を
振
 ふ

 り返って
微笑
 ほほえ

 んだ。



「ユリー？　セリカの
抱
 だ

 き
紐
 ひも

 なのですが、これはどう結べば……なんですか？」



　そこには困った顔で赤子を抱く、
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 の姿があった。



「なんでもないさ」



　そう、答えてユリーはもう、こちらの話には付き合わないで車内に
戻
 もど

 った。



　あの塔の上で、ユリーや
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 もまたすこし変わった。ユリーはなんだか
妙
 みよう

 に自信満々でやたらと笑い。反対に
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 は
墓
 はか

 
守
 もり

 の自負をすっかりなくして、しかしそれに納得したように妙に素直に過ごしている。



　なんだか、変わっていないのは自分だけ、という気がした。



「んじゃ、行こうぜ」



　アイも、もう文句は言わずに、その言葉にしたがった。
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　荷物を担いで歩き出す。アイはきょろきょろと周囲を見ながらそこに並ぶ廃墟を
眺
 なが

 める。
炎
 ほのお

 に
炙
 あぶ

 られた
跡
 あと

 が生々しくのこる
壁
 かべ

 。
爆
 ばく

 
発
 はつ

 によって煉瓦の山に戻されてしまった建物。壁に残されるはぐれた家族に向けたメッセージ。



「……ここに、三年四組さんがいるんですか？」



「いるし、いない」



　アリスは相変わらず分かりにくいことばかりを言う。



　道には瓦礫やら
残
 ざん

 
骸
 がい

 やらが広がって歩きにくく、なかには民家が丸ごと
一
 いつ

 
軒
 けん

 ひっくり返って転がっていたりもした。



　アリスはずんずんと道を進み、その民家の窓から中に
這
 は

 
入
 い

 る。



「アリスさん、そっちよりも、こっちを通った方がよくありませんか？」



　アイは、その民家が元々収まっていたであろう土地を指さす。そちらには逆になにもなく、
幾
 いく

 
分
 ぶん

 通りやすそうに見えた。



「
駄
 だ

 
目
 め

 だ」



「え？」



「俺と同じようについてきてくれ。窓から入れ」



「？　？　？　なんでですか？」



「いいから」



　また〝いいから〟だ。なんにも説明しないで〝いいから〟。



「はいはい、わかりましたよ、っと」



　声を上げてアイはひらりと
窓
 まど

 
枠
 わく

 を
越
 こ

 える。ユリーがつづき、セリカを
渡
 わた

 して
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 もつづく。



「これで満足ですか？」



「ああ」



　アリスはなぜか、もとあった道を
頑
 かたく

 なになぞろうとしているようだった。窓を
抜
 ぬ

 け、テーブルの下を
這
 は

 いずり、屋根から屋根に飛び移り、
塀
 へい

 をのぼってはまた下りて、横断歩道の白い部分だけ
踏
 ふ

 んで道を渡った。



「あの……アリスさん？　なんなんですかこれ？」



「いいから」



　また〝いいから〟それと共に
堀
 ほり

 の上をケンケンパ。



　夕暮れの中、影の長い廃墟のなかを練り歩く。アイは、この意味のわからぬ道のりのせいなのか、それとも夕暮れが悪いのか、どんどん不安になっていった。



　その果てだった。



「ここだ」



　だしぬけにひらけた場所に行き着いた。



　そこには山を背負った大きな建物があった。



〝オスティア少年少女学校〟



「…………」



　その学校もまた、
荒
 あ

 れ
果
 は

 てていた。正門は
柵
 さく

 を失い、建物の壁はだらしなくゆがんで屋根を落とし。
芝
 しば

 
生
 ふ

 は野生の植物との領土争いに敗れて庭の
隅
 すみ

 に追いやられている。
偉
 い

 
人
 じん

 の石像は頭部を失ってもはや性別も分からず。
極
 きわ

 めつけにビックリするほど
場
 ば

 
違
 ちが

 いな、トラックの丸焼きがグラウンドの中央で
横
 よこ

 
倒
 だお

 しになっていた。



　トラックの
脇
 わき

 を抜けて校舎に入る。校舎は
避
 ひ

 
難
 なん

 
所
 じよ

 にでも使われていたのだろう、
比
 ひ

 
較
 かく

 
的
 てき

 
修
 しゆう

 
繕
 ぜん

 がなされて
綺
 き

 
麗
 れい

 だった。しかしそれも一、二階部分だけの話で、三階の右半分は屋根が落ちて
床
 ゆか

 がその代わりをしていた。



　アリスはその
廊
 ろう

 
下
 か

 をこつこつと歩き〝三年四組〟の前でとまった。目の前には開放的な壁があり、中の荒れ果てた様子が見て取れた。



「ここだ」



「……なんですかこれ？」



　アリスが過去にはドアがあったとおぼしき平面を指さす。そこには暗黒が広がっていた。



　その「くろ」は色ではなく、また影でもなかった。ただ光のみが通ることを
拒
 こば

 まれているような、真空のごとき黒であった。



「さて」



　暗黒を背景に、アリスがいった。



「この〝なんだかよくわからない境界の向こう〟に三年四組が閉じ込められている」



「……そうですか」



「お、びびってないんだな」



「わたしもだいぶ、こういうのには慣れましたからね……決して慣れたかったわけではありませんが」



　ため息とともに言葉をはき出す。死者の都、
異
 い

 
形
 ぎよう

 の学校、世界の
塔
 とう

 、それらに比べても、目の前の平面は
尋
 じん

 
常
 じよう

 のものではないと分かる。が、まあ、それでも
吃驚
 びつくり

 
仰
 ぎよう

 
天
 てん

 して取り乱すほど、アイはもの知らずではなかった。



　黒面に顔を寄せてみる。なんの
匂
 にお

 いも、光もない。



「……危険はないのですか」



「平気だよ。ほら」



　アリスがあっさりと黒面を
搔
 か

 く。
腕
 うで

 は境界を自由に出たり入ったりを繰り返した。



「大丈夫みたいですね」



「ああ──ただし、三年四組以外の人間は一度はいったら二度とそとには出られない。おそらく全てを解決するまでな」



「この
土
 ど

 
壇
 たん

 
場
 ば

 でそれを言いますか……」



「どうする？　やめるなら、これが最後だぜ」



「やめませんよ」



　アイはきっぱりと告げた。



「私は、みんなの世界を助けるんです。そのみんなの中にはもちろん、アリスさんも入っているのですから」



「…………」



「だから、あなたを助けない。なんて
選
 せん

 
択
 たく

 
肢
 し

 はそもそも、私にはないのです」



　ショベルを回して「むん！」と気合いを入れる。そうするとここ数日のもやもや感が綺麗に消えていった。そうだ、情報があろうがあるまいが関係ない、やることをやる、それだけのことなのだ。
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　その態度に、今度はアリスが
気
 け

 
圧
 お

 されたようだった。



「でも、さ。お前はみんなを──いいか、みんな、つまり全人類を救いたいと、そう言っているんだろう？　なら、俺ひとりになんかに、かかずらってちゃ駄目なんじゃないか？　はっきり言って俺の
依
 い

 
頼
 らい

 は難問で、お前は一生
外
 そと

 に出られなくなるかも知れない。そんな
奴
 やつ

 は放って置いて、もっとおおくの『みんな』のところへ行った方がよくないか？」



「いいえ、それでは、選ぶ事になります」



　アイはきっぱりと言い切った。



「助けやすいから助ける。助けにくいから後回しにする。知り合いだから助ける。知り合いだから助けない。そうやって選んでいたら、いつか助けられない人が出てきます。……言ったでしょう？　私は『みんな』を助けたいんです」



　そこに区別なんてないんですよ。とアイは微笑んだ。



「ほかの『みんな』のところへは、あなたを助けたあとで向かいましょう」



　アイは
誇
 ほこ

 らしかった。



「そうやって一つ一つ、私は世界を救いましょう」



「不可能だな」



　アリスは冷たく切り捨てた。



「そうですか？」



「ああ、ひとりひとりの世界を救って行けば、いつか全ての世界が救える。──そんなことは夢物語だ。断言するよ。お前はいつか、夢に破れる」



「そうかも知れませんね」



「仮に
 だ、もしその『みんな』を救えたとして、……そこにお前は入っていない。お前の言うみんなには、お前だけが入っていない……」



「でしょうね」



　でも、



「それは、やらない理由にはなりません」



　今度はアリスが
沈
 ちん

 
黙
 もく

 する番だった。



「それでも、私はやるんですよ」



「さすが」



　アリスは「パンッ！」と祝福するように
柏
 かしわ

 
手
 で

 を打った。



「今のお前は
完
 かん

 
璧
 ぺき

 だ。──いずれ、必ず、お前は
倒
 たお

 れる。夢は破れ、心は折れ、肉体は
腐
 くさ

 って地に
伏
 ふ

 せる。だがそれまでは、お前は人を助ける完璧な存在だ」



　アリスは笑う。



「お前なら、アイ・アスティンならばもしかしたら本当に、俺を、俺たちを助けられるだろう。あの
倦
 けん

 
怠
 たい

 も
円
 えん

 
環
 かん

 も、すべて
壊
 こわ

 してくれるのかもな──改めて
頼
 たの

 むよアイ。俺たちを助けだしてくれ」



「はいはい、分かりました。──って、そう何度も言ってるじゃないですか」



「そうだったな」



　アリスは笑い、ユリーを見上げる。



「おっさんは？」



「この子が行くというなら、仕方ない」



「
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 は？」



　ユリーとは
違
 ちが

 い、
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 はセリカを見つめて少し迷っていた。



「私は……」



「
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 は来なさい」



「あ……はい、ユリーがそういうなら……」



『…………』



　アイとアリス、四つの眼が
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 の
握
 にぎ

 られた右手と赤く染まった
頰
 ほお

 を
交
 こう

 
互
 ご

 に見る。



「なんだガキ共、その目は」



『別に……』



　
咳
 せき

 
払
 ばら

 い。



「んじゃ全員、ひとつながりになるように手を結んでくれ。──ああ、おっさんはもうつないでたか」



「うるさい。余計なこと言わずに説明しろ」



「
稀
 まれ

 に貧血みたいになる奴がいるから、
隣
 となり

 の奴が倒れそうになったら支えてやってよ」



　ほれ、とアリスが右手を差し出す。アイはその手を
摑
 つか

 む。



「もっとぎゅっと握れよ」



「あ、はい」



　アリスの手は大きくて、
柔
 やわ

 らかい部分と固い部分が明確に分かれていた。



　アイは自分の手はどんな
感
 かん

 
触
 しよく

 で伝わっているのだろう。と少し気になった。



　もしかすると頰が赤くなっていたかも知れない。夕日が赤くてよかったと思う。



　そして、



「いくぞ」



「はい」



　手を引かれ、歩き始める。アリスの背中を前に見て、ユリーを引っ張り、歩いて行く。



　ああ、いいな。と、アイはふいに思った。人を助けるために、こうして仲間と向かっていく。そういう
瞬
 しゆん

 
間
 かん

 が、いいなとアイはすこし思った。



　そして一行は黒面を
越
 こ

 えた。
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「へ？」



　七色の光が
乱
 らん

 
舞
 ぶ

 したり、
輝
 かがや

 く
扉
 とびら

 や暗いトンネルが出現したり、空間がバリバリと音を立てて割れたり──といったことは一切なかった。



　ただ、アイが、右足を持ち上げ、移動し、下ろした。



　それだけのことで、世界はもう変わっていた。



　目の前にあった校舎の
残
 ざん

 
骸
 がい

 が直って
 いる。すべての石壁は
真
 ま

 っ
直
 す

 ぐに
伸
 の

 び、
砂
 じや

 
利
 り

 と
一
 いつ

 
緒
 しよ

 になっていた
瓦
 かわら

 が屋根の上に
戻
 もど

 っている。教室の床は古ぼけていたが
傷
 いた

 んではおらず、机も
椅
 い

 
子
 す

 も人数分がきちんと並んで夕日の中でじっとしている。



　学校は
全
 すべ

 ての機能を取り戻していた。その
修
 しゆう

 
繕
 ぜん

 は完璧で、まるで最初からなにひとつ壊れてなどいなかったかのように自然な姿をしていた。



　そしてその世界を、



「雪……？」



　
瞳
 ひとみ

 が
驚
 おどろ

 きすぎて、アイは寒いとも思わなかった。



　教室の外は雪景色だった。



　
崩
 くず

 れ落ちた建物も、修繕された
廃
 はい

 
墟
 きよ

 も、虫食われていた街並みも、六月の空気も、



　それがすべて、消えさって。かわりに美しい冬の街が広がっていた。



　夕日が雪と街を
炎
 ほのお

 の色に染めている。反対側にある
凍
 こお

 った湖が雪原のようにきらきらと光っている。
崩
 ほう

 
落
 らく

 していた背の高い建物はぴしりと背比べするようにまっすぐに建ち並び。
煙
 えん

 
突
 とつ

 からは
炊
 すい

 
事
 じ

 の
煙
 けむり

 がすうっと空に垂れていた。



「おお……」



　その景色を見て、ユリーがおどろきの声を上げた。アイも、自分の
喉
 のど

 がそのように動くのを自覚した。胸が、心が、
締
 し

 め付けられるように苦しかった。



　
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 は
魂
 たましい

 を
抜
 ぬ

 かれたように立ち
尽
 つ

 くし。セリカが火の付いたようにわんわんと泣く。



　過去、一度たりと安息を
脅
 おびや

 かされず。
明日
 あした

 の目覚めを疑いもせずに
眠
 ねむ

 る世界に、赤子の泣き声が
響
 ひび

 き
渡
 わた

 った。一番星と赤い星が
夕
 ゆう

 
餉
 げ

 の煙をくゆらす街を照らしていた。



　それは十五年の月日をかけてこの世界から失われた。真の安息に包まれた街の姿だった。



「……ようこそ、俺たちの故郷へ」



　ひとり、反対の
壁
 かべ

 により
掛
 か

 かっていたアリスが言った。



「改めて頼むよ。アイ・アスティン、俺たちを、三年四組をこの閉じられた世界から解放してくれ」



　それがアリス・カラーの望みだった。
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誰
 だれ

 かが疑問を口に出すよりも、何より早く「くちん」とセリカがくしゃみと共に
鼻
 はな

 
提
 ちよう

 
灯
 ちん

 を
破
 は

 
裂
 れつ

 させた。その時点ですべての行動や疑問はキャンセルされ。一行はひとまずアリスの家に行くことになった。



　教室のドアをちょっと
緊
 きん

 
張
 ちよう

 しながら抜ける。しかし今度は元の世界に戻ったりはしない。「行きと帰りでは手順が違う」のだそうだ。よく分からない。



「ほんとわるかった。『年差』のことすっかり忘れてたよ。とりあえず
家
 うち

 に急ごう」



「さーむーいー」



　校舎を出るとぴゅう、と冷たい風が雪を
舞
 ま

 いあげて
吹
 ふ

 き付けた。アイはガタガタと
震
 ふる

 えながら必死で
掌
 てのひら

 をすりあわせる。



　くちん、とセリカがまたくしゃみ。その
度
 たび

 に
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 はおろおろとして「頰が赤い！」「変な声で鳴く！」と
大
 おお

 
騒
 さわ

 ぎしている。
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 自身も、寒冷地は初めてのことなのか「へくち」と小さなくしゃみをして眼をぱちくりさせていた。



「ユ、ユリー。歯が、歯が勝手に震えてカチカチいいます！　なんですかこれ！」



「寒いとそうなるんだ。つかってない筋肉を動かして温度を上げようとする本能だよ。気にするな」
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「気にするなと言われても。──へくち！　このくしゃみという奴もです。──へくち！　うう、やっかいです……」



「ばっくっしょ──い！」



「ひっ！　な、なんですかそれは!?
 」



「だからくしゃみだ」



「いまのもですか!?
 　はぁ、いろいろあるんですね……」



『っくしゅ』



　とアイとアリスも
釣
 つ

 られてくしゃみをして、すんすんと鼻をならして手を
揉
 も

 む。



「こりゃ本格的にまずいな。急ごう……」



「そうですね……」



　二人が見解の
一
 いつ

 
致
 ち

 を見て、正門前の通りを抜けた。



　その辺りから急に人が増え始めた。



　居残りの生徒達が急ぎ足で家路に急ぎ、門を閉めるために教師が生徒を追い出している、
清
 せい

 
掃
 そう

 の業者、下校
途
 と

 
中
 ちゆう

 の生徒を
狙
 ねら

 った
菓
 か

 
子
 し

 屋の出店。



「アリスじゃないか！」「帰ってきたのか!?
 　いつ!?
 」「ちょっとよっておいでよ。ほら、そんな格好じゃ寒いだろう？　いま服を──」



　多くの人はアリスに会うと、みな一様に驚いて、親しげに話し掛けていた。アリスもまた、ちょっとホッとしたような顔で彼らに
応
 こた

 えて、だがやんわりと
留
 りゆう

 
意
 い

 を断って家路に急いだ。



　アイはジトーっとアリスを見上げる。が、やはり説明は一切ない。



　やがて
繁
 はん

 
華
 か

 
街
 がい

 を抜けて暗道に入る。太陽はとっくになく、遠くに
浮
 う

 かぶ電気灯を目指して
闇
 やみ

 と雪をかき分けて進む。本来の季節ならうるさいくらいに羽虫にたかられるはずの街灯はただ、落下する雪を死んだ虫の様に照らしていた。



　それに、
埋
 う

 められるようにして。



　ディー・エンジー・ストラトミットスはひとり、街灯の下に
沈
 しず

 んでいた。



「ディー……さん……？」



　アイはなにかの
見
 み

 
間
 ま

 
違
 ちが

 いではないかと思って目をこする。



　コンパスで引いたような光のなか、ディーはいつもの制服姿にコートを
羽
 は

 
織
 お

 って立っていた。真っ白い喉を白い雪とオレンジの電気灯にさらして、そこになにかいるかのように空を見ている。マフラーは手元にあって外されており、その姿はまるで冷気を味わっているかのよう。
傍
 かたわ

 らには
巨
 きよ

 
大
 だい

 なスーツケース。



　そしてディーはすとん、と視線を大地に戻して、



「来たね」



　アイがショベルを構え、ユリーが
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 を守る位置に付き、
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 がセリカをぎゅっと
抱
 かか

 える。



「おっとっと、
穏
 おだ

 やかじゃないねぇ」



　ディーはマフラーを巻き直しながらおもしろがるように言った。



「……どうして、あなたがここに……」



「どうしてとはご
挨
 あい

 
拶
 さつ

 だね。僕だって三年四組のメンバーだ」



　ぎょっとしてアリスを見上げる。もちろんそれも聞いてない。



「ふぅん……アリス、なんにも言ってないのか」



　ディーは今の
一
 いつ

 
瞬
 しゆん

 でなにか
収
 しゆう

 
穫
 かく

 があったのか。納得顔で
頷
 うなず

 いた。



「なんだ。アリスがわざわざ選んだくらいだから。捨て身かと思ったらそうでもないのか。ボク
慌
 あわ

 てて損した」



「お前はわりと捨て身だがな」



　いって、アリスは右手を
拳
 けん

 
銃
 じゆう

 の形にしてディーに向けた。



「まさか、中に戻ってくるとは思わなかったぞ。俺よりもお前のほうがアイを評価しているみたいだな」



「……なんとでも言いなよ」



「俺にリセットされるとは思わなかったのか？」



　バンッと
銃
 じゆう

 を
撃
 う

 つ
真
 ま

 
似
 ね

 。ディーは近所の男のコの
悪戯
 いたずら

 を笑うような笑顔で、



「さあね、でも、その前にこれ、受け取ってよ」



　そう言ってディーはスーツケースをぱかりと開けた。するとそこには
綺
 き

 
麗
 れい

 にたたまれた防寒具の数々が納められていた。



（あれ？）



　アリスはその姿に
強
 きよう

 
烈
 れつ

 な
違
 い

 
和
 わ

 
感
 かん

 を覚える。



「……気が
利
 き

 くな」



「どーせアリスは気が利いてないと思ってさ。キミ達の防寒具、もってきたの。はい、どーぞ」



「……アイ」



「はい？」



「確認してくれ。毒でも仕込んであるかもしれない」



　まさか……とも言えない。あの
塔
 とう

 の下で、ディーが見せた殺意は本物だった。



　ご自由に。といってスーツケースが
蹴
 け

 られて
滑
 すべ

 り来る。アイはそこから何枚か取り上げて
匂
 にお

 いを
嗅
 か

 いだりポケットをあさる。



「クンクン……おいしくない匂いはしないですね。
大
 だい

 
丈
 じよう

 
夫
 ぶ

 かと」



「……キミにとって毒って『まずい物』っていう認識だったのかー……そーかー……」



　ディーが降参するように手を上げる。



「
警
 けい

 
戒
 かい

 しなくても、
墓
 はか

 
守
 もり

 二人に物理的
攻
 こう

 
撃
 げき

 やら毒やら仕込んだりはしないよ」



「どうだか。……まあ、一応、ありがとうよ」



「どういたしまして」



　アリスもまた、警戒しながらスーツケースをあさり、防寒具を取り出してはポイポイとうしろに投げ渡す。ユリーにはフェルトのロングコート、
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 には男物の大きなマントがあてがわれてセリカごと巻き込む。



　アイもまたその一つを身につける。ディーと同じデザインのコート。



　最後に、アリスが使い込まれたコートを取り上げて
腕
 うで

 に通す。これもまた、同じデザインの黒のコート。それをディーはうれしそうに見つめていた。



「──これ着るのは久しぶりだな」



「ボクもだよ──おかえりアリス」



「ただいま。お前もおかえり」



「うん、ボクもただいま」



　そういってディーは、ここ最近では
珍
 めずら

 しかった、心からの笑顔を浮かべ。ぽんぽんとアリスの
肩
 かた

 に積もる雪を落としてやった。



　それを見た
瞬
 しゆん

 
間
 かん

 、アイは違和感の正体に気がついた。がそれを
指
 し

 
摘
 てき

 する
暇
 ひま

 もなく、



「あーあ、ついに入って来ちゃったなー」



　後ろ手を組んで、滑るようなおどけた動きでディーはアイの前に立ち、じろりと見下ろして視線を合わせた。



「な、なんですか」



「べっつにー」



　じーっと、二人はしばし見つめ合い。



「てりゃ」



「ひゃっ！」



　ディーの外気に冷めた両
掌
 てのひら

 が、アイの
頰
 ほお

 に押しつけられた
 。



「あはは、やーっぱりだ。アイのほっぺたやっわらかいなー。一度さわってみたかったんだー」



「ひゃ！　つ、冷たいです！　はーなーしーてー！」



　言われるまでもなくディーはあっさりとアイを解放して次の標的に向かう。セリカの掌をぷにぷにと押し、ユリーの
無
 ぶ

 
精
 しよう

 
髭
 ひげ

 をじょりじょりと
撫
 な

 で、
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 の右
眉
 まゆ

 をつぃっと撫でてから
距
 きよ

 
離
 り

 を取った。



「あはは、想像どおりの
感
 かん

 
触
 しよく

 だ。みんなあったかいねぇ」



「変態！　ディーさん変態！」



「そのとおり、そのうえ敵だよ」



　ディーは
帽
 ぼう

 
子
 し

 の位置を直しながら、スーツケースを「よいしょ」と持ち上げ、一行とは別の方向に足を向けてひらひらと手を
振
 ふ

 った。



「おい、ディー──」



「またあとで行くよ。ママのシチューと、パンを持ってさ」



「……そっか。
頼
 たの

 む」



「べっつに、それじゃ、またね」



　ばいばいと、小さく手を振ってディーは去った。その手に大きなスーツケースを
提
 さ

 げ、その身に雪を降り積もらせながら。



　アイはその姿を見送りながら、頰を押さえた。そこには
未
 ま

 だ、冷たい手の感触が残っていた。





　　　　II






「あったか──……」



　アイは「はー……」と熱い
吐
 と

 
息
 いき

 を宙にはなった。室内なのに息は真っ白だった。
暖
 だん

 
炉
 ろ

 にはまだ火が入ったばかりで気温は外と大差ない。おかげで紅茶がえらく
旨
 うま

 い。



　静まりかえった室内に紅茶の湯気が立ち上っている。アイは砂糖をたっぷりいれたそれに口を付けて少しずつすする。胸の下で暖かい液体がじんわりと解けて血に混ざる。



　みなも、また別々の方法で暖を取っていた。ユリーはどこからか見つけてきたウィスキーをダボダボと入れ、母子はお
互
 たが

 いを暖め合うように固く
抱
 だ

 き合い。アリスは元気よく立ち回って筋肉を動かしていた。



「くそ、相変わらず、かてぇなぁ」



　アリスが
煙
 えん

 
突
 とつ

 の
中
 なか

 
蓋
 ぶた

 を
火
 ひ

 
搔
 か

 き棒でガンガンぶっ
叩
 たた

 いている。片方はどうにか外したが、もう片方がなかなかしぶとい。



「手伝いましょうか？」



「いいよ、客は座ってろ。こんなのは家主の仕事だ」



　アリスは燃える
薪
 まき

 を一本取って
閂
 かんぬき

 を
炙
 あぶ

 り、
熱
 ねつ

 
膨
 ぼう

 
張
 ちよう

 を利用してまたぶっ叩いてようやく開ける。そのあともアリスは細々と仕事を続けた。家具を包んでいた
埃
 ほこり

 まみれの布を取り
払
 はら

 い、裏口の前に積もった雪を
蹴
 け

 
散
 ち

 らし、ポストに
溜
 た

 まったチラシやら何やらを火にくべる。



「……やっぱり、手伝います」



　いって、アイは紅茶を飲みきって立ち上がる。今度はアリスも止めたりはしなかった。手始めにカップを持って流しに行く。上水道は通っているようで
蛇
 じや

 
口
 ぐち

 があった。が、当然今は
水
 みず

 
抜
 ぬ

 きされているので使えない。カップを置いて部屋に
戻
 もど

 り、家具を
覆
 おお

 う布を
剝
 は

 ぐ。埃を落とさぬように内側にたたんで、外に持って行ってぱっぱと払う。



「う～、寒い」



　三枚目の布を払っていた時だった。



　
玄
 げん

 
関
 かん

 の向こう、小さな庭を
挟
 はさ

 んだ門の先に
人
 ひと

 
影
 かげ

 が見えた。



「あ、アイ。ちょうどよかった。ここ開けて」



「ディーさん？」



　アイは、布をくるくると巻いてチェアデッキに置き、うっすらと雪を積もらせた地面をぱたぱたと走り、門を開いた。



「ありがとぅ、たすかった。このとおり手がふさがっててね」



　ひょいと
掲
 かか

 げられた両手、そこには
鍋
 なべ

 と、バスケットがあった。



「お鍋はいっかい温めて。バスケットの中身はサンドイッチだよ」



「え？　あ、ありがとうございます！」



　礼を言って荷物を受け取る。鍋も、バスケットもずしりと重い。



「あ、あの……」



「ん？」



　
瞳
 ひとみ

 の
困
 こん

 
惑
 わく

 を読み取ったのだろう。ディーは不思議そうにアイを見つめて、



「ああ、これ？」



「冷たっ！」



　外気に冷えた指先が両頰に
触
 ふ

 れた。困惑と、両手がふさがっているのとで、アイはなんの
抵
 てい

 
抗
 こう

 も出来ない。



「ディーさん……体が……ある」



「なにをビックリしてるのさ。
普
 ふ

 
通
 つう

 あるでしょ？」



　ディーがクスクスと笑う。でもアイにはそれに付き合う
余
 よ

 
裕
 ゆう

 なんかなくて、ただただ頰をぷにぷにされて、



「あの、どうしてディーさんは──」



「さぁね、ボクも知らないよ」



　言って、くるりと振り返る。



「……帰っちゃうんですか？」



「うん、パパとママが、
家
 うち

 で待ってるからね」



「あ、……そですか」



「うん、またね」



　いって、ディーは去っていった。



　アイはぽつんと一人、立ち
尽
 つ

 くした。



「〝パパとママが待ってる〟……ですってさ」



　どうして自分がそんなつぶやきを口にしたのかは分からなかった。
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　鍋の中身はジャガイモとタマネギのスープ、サンドイッチの具材はソーセージと
茹
 ゆ

 でたキャベツだった。まだある。バスケットの奥にはセリカのほっぺたくらいまっ赤なリンゴがふたつも転がっていた。



「はい、アリスさん」



「サンキュ」



　皮を
剝
 む

 いて半分に切ったリンゴをアリスに
渡
 わた

 し、剝いた皮とゴミを暖炉に放る。リンゴの皮はしゅわしゅわと
泡
 あわ

 を
吹
 ふ

 いて
一
 いつ

 
瞬
 しゆん

 で黒い炭になった。



　息を吹き返したゼンマイ時計がぼーんぼーんと鳴いていた。その
脇
 わき

 には十四年まえのカレンダーが九月のまま止まっていた。さらにその下には新聞紙や雑誌の山がまとめられている。



　それらの品物に囲まれて、アリスはいかにもくつろいだ様子でリンゴをしゃくり、



「悪いとはおもってるよ」



　
唐
 とう

 
突
 とつ

 にいって、またしゃくる。



「なんにも言わないで連れ回して、この
期
 ご

 に
及
 およ

 んで
黙
 だま

 ってることについては、俺もひでーなーって思ってる。でも、これから先も、俺はあまり多くのことを説明できない」



「…………」



　アイは相づちを打つこともなく先を
促
 うなが

 した。



「だから、言えない理由を説明するよ」



　アリスがリンゴを食べ終わる。その
芯
 しん

 を火に投じて、
真
 しん

 
剣
 けん

 な顔でこちらを向いた。



「俺が、うだうだ説明出来ない理由はふたつある。──まず一つ目は、俺自身が信用ならないからだ
 」



　意味が分からない。でも、



「……続けてください」



「ありがとう。──まあ、最低限これくらいは
喋
 しやべ

 らないといけないか。──この世界は、なんというか、あの『
塔
 とう

 』に似た場所なんだ。ここもやはり、
誰
 だれ

 かが願い、作り上げた場所なんだ」



「ええ、それはなんとなく分かります」



　アイはぐるりとまわりを
見
 み

 
渡
 わた

 す。



「この空間って多分〝世界塔〟の
亜
 あ

 
種
 しゆ

 、
劣
 れつ

 
化
 か

 版なんじゃないですか。
違
 ちが

 いはいろいろありますけれど、空気感はそっくりです。ここもまた、何かの願いによって作り出された空間なんです……なら、塔と同じように、ここを作り上げた人達もいるはずですよね」



「お前はそれを、誰だとおもう？」



　できの良い生徒を前にした教師のように、うれしそうにアリスが問う。



「その前に質問があります。──この世界が
隔
 かく

 
離
 り

 されたのは十四年前ですか？」



「ああ。よく分かったな」



「分かりますよ。こんなにこれ見よがしなヒント出されたら」



　アイは先ほど見つめたカレンダーと、新聞を指さした。



　
壁
 かべ

 に
掛
 か

 けられた九月のままのカレンダー。ちり紙代わりに使われた新聞紙。そのどちらも日付が十四年分も古い。



「隔離の形態は一年間のループ。そうですね？」



　理由はその古新聞にある。七月二十八日からため込まれた古新聞は十四年前のものだというのに、
端
 はし

 は
触
 さわ

 れば切れそうなほどピンとしている。



　この世界の今日は四月の二日。



「ああ、
訂
 てい

 
正
 せい

 します。おそらく一年丁度ではないですね。正確には一年より二週間ほどみじかいループです」



「何でそう思う？」



「この季節差です。外の世界では初夏だったのに、この世界はまだ冬です。この新聞の日付は正確ですか？　ならすぐに計算できます。……えーと、二週間丁度足りないですね」



「六十点だ。吹っ飛ぶのは正確には一週間で、あまりは別の要素だ」



「
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 よ。お茶のお代わりはいるか？」



「ありがとうユリー。いただきます」



「砂糖は二
杯
 はい

 だったな？」



「はい」



　大人組はなにかを
放
 ほう

 
棄
 き

 してお茶を飲んでジンワリしている。幸せそうであった。



「最後の質問です。この世界に、私たちと同じように外部から入ってきた人間を教えてください」



「それは三年四組のメンバー以外の全員だ」



　それはアイの期待通りの答えだった。



「では、犯人はわかりました。この世界を隔離して三年四組を閉じ込めているもの。



　──それは彼ら自身です」



「お前って本当、紙一重な
奴
 やつ

 だよな」



　アリスはいって、うれしそうに笑った。



「
喩
 たと

 えるなら、ここは人間で出来た
檻
 おり

 。そういう世界だ。三年四組は
捕
 ほ

 
虜
 りよ

 であり、
虜
 りよ

 
囚
 しゆう

 であり、また檻そのものなんだ。イメージとしては互いの手を
鎖
 くさり

 でつないで背中合わせにぐるりと囲む人の檻。そんな感じだ」



「……ふむ」



「ただ、なんで俺たちがそんなことをしたのかは誰も知らない。覚えてない」



「自分たちで願ったのに、ですか？」



「ああ、だから多分。忘れることまで含めて
 、願ったんだと思う」



「……うわ、やっかいですね」



「ああ。閉じ込められていることに気付かない。なんて最悪の檻だよ」



「でも、それでも、ここはあなたたちが願った場所なんですよね……」



「まあな」



　アリスは
憮
 ぶ

 
然
 ぜん

 とした表情で深く
頷
 うなず

 く。



　ここが、もしあの塔と同じ場所なら、アイは手出しできない。誰かが願ったことを
己
 おのれ

 の一存で動かすことは「みんな」を救うことにはならない。



　でも、



「俺はここが気にくわねー」



　アリスは口をとがらせて心の底から不快そうに
怒
 いか

 りを
吐
 は

 いた。



「
冗
 じよう

 
談
 だん

 じゃねーよ。ふざけんなって思うよ。そりゃー四組のことは好きだし、
一
 いつ

 
緒
 しよ

 に居たいとは思うけど、こんな形は
嫌
 いや

 なんだ。こんなところで俺の人生に足止めくらうなんざ冗談じゃねーよ。神だかなんだか知らねーが、俺たちの願いを勝手に
叶
 かな

 えてんじゃねーよ。しかも完全にやっつけ仕事じゃねーか、まじふざけ──なにがおかしい」



「いえ」



　といいつつ、アイはニヤニヤ笑いが止められなかった。



「ただ、アリスさんだなー。って」



「なんだそれ」



　アリスは急に毒気を
抜
 ぬ

 かれたようにきょとんとして、それ以上
怒
 おこ

 るのをやめてしまった。



「……とにかく、とはいっても俺もここのシステムの一部には違いないわけなんだよ。いわば俺は自らの
解
 かい

 
錠
 じよう

 を願う
錠
 じよう

 
前
 まえ

 だよ。でも錠前がいくら望んでも。錠前は錠前の機能を
全
 まつと

 うしようとする。……俺がお前に情報を渡さないのは、それが理由だ。俺は、俺が一番信用ならないんだ」



「…………」



「これが一つ目の理由。もう片方の理由は、……あー、あまり
不
 ふ

 
機
 き

 
嫌
 げん

 にならずに聞いてくれると、うれしい」



「な、なんですか」



　アイは何を言われるのかと身構える。



「その、あのな、実は俺は、お前にあまり期待していない」



「は？」



「……いや、コレは言葉が悪いな……期待は、している。お前なら俺たちを救えるんじゃないかと思っている。でもそれは、他の奴らと同じくらいでしかないんだ」



「他の奴ら？」



「うん」



　そこでユリーがお茶を
淹
 い

 れてくれた。二人は一口だけそれを飲み、



「お前も、さっきあっただろう？　この世界にいる三年四組以外の人間。それは全員、俺が見込んで連れてきた連中だ」



「……なるほど」



　アイにも少し飲み込めてきた。



　つまり、自分にとってアリスを助けるのは初めてだが、アリスにとって、自分は初めてではないのだ。彼にとって、外の世界からこの空間を
破
 は

 
壊
 かい

 するために人を連れてくるのは、もはや
普
 ふ

 
通
 つう

 の出来事なのだ。



　アイはそのことに
微
 び

 
妙
 みよう

 な気持ちになってお茶をすすった。よく分からない感情だった。怒り、ではない、でも怒っているような、残念とも違う変な気持ち。



「──ちなみに、いままで何人ぐらいここに入れたのですか？」



「三万五千六百九十五人
 」



「なっ！」



　それは十分に町が作れる人数だった。



「つっても、そのうちのほとんどはただの実験だけどな」



「……どういうことですか？」



「とりあえず人いっぱい
容
 い

 れてみたかったんだよ。もしこの空間にキャパシティがあるなら、それでパンクするかと思ってさ」



　その言葉に、アイはぴんと来るものがあった。ここに来る前にユリーが聞いたという
噂
 うわさ

 。



「まさかあの、
神
 かみ

 
隠
 かく

 しとかって──」



「あーたぶん俺だな、十万って数字はどっから来たのかしらんけど。──もちろん、無理
強
 じ

 いなんてしてないぞ。ちゃんと説明して、それでもいいっつうから連れてきたんだ」



「ははー」



　アイはしきりに感心した。



「アリスさん。なんかマジですね」



「俺はいつだって割とマジだよ。
真
 ま

 
面
 じ

 
目
 め

 に戦略を練ってる。だからお前には期待しているけれど、信用はしていないんだ」



「…………」



「三万五千六百九十五人の失敗を見てきた俺だ。三万五千六百九十六
 人目が必ず成功するなんて、信じられないんだ。……本当に
酷
 ひど

 い話だと思っている。悪いとも、思っている」



「いえ……」



　それは、分からなくはない。むしろそれだけの失敗を
繰
 く

 り返して、まだ先に行ける精神力を
褒
 ほ

 めるべきだろう。でも、アイは、



　アリスに期待されていない。



　そのことが少し悲しく、つらかった。



「……そして、なんで俺がそこまで情報にこだわるかっていうと、この世界に『敵』がいるからなんだ」



「敵？」



「ああ。──ディーだよ」
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　ディーは、変わってしまったのだと。アリスはいった。



「もともとのあいつも俺と同じく、この世界を
壊
 こわ

 すためにいろいろ
頑
 がん

 
張
 ば

 ってたんだけれど、
途
 と

 
中
 ちゆう

 から考えが変わっちまったみたいでな。……外の世界に帰りたくないんだそうだ。あんな
地
 じ

 
獄
 ごく

 みたいな世界に帰るくらいなら、この世界で四組だけでやってった方がまし。そんなふうに言っている」



　その気持ちは、分からなくもない。



「だからあいつは俺の
邪
 じや

 
魔
 ま

 をする。……お前も気をつけろ、あいつ多分いまダイレクトに俺らの命
狙
 ねら

 ってるからな」



「……ああ、だからあなたさっきからディーさん
警
 けい

 
戒
 かい

 してたんですか」



　洋服の時も、この夕食の時もそうだった。幸いアイと
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 は毒が分かるので安全だったが。



「あいつは本当に変わっちまった……人を殺すなんて、考えたこともないような奴だったのに……いまでは〝西方の
魔
 ま

 
女
 じよ

 〟なんて呼ばれて人類を
滅
 ほろ

 ぼそうとしている」



「…………」



「俺がお前に情報を
渡
 わた

 さないのはコレが理由だよ。俺はディーに、俺の情報が
漏
 も

 れるのを
恐
 おそ

 れている。お前の次の
 救済者のために」



「…………」



「酷い話だとは思う。悪いとも思っている。でも、俺も、必死なんだ」



　すまん、と最後にアリスは頭を下げた。



　たしかに、酷い話だと思う。アリスは悪いと思う。不実だと思う。



　けど、



　必死な人間に、そんなことは言えなかった。



「頭を上げてくださいアリスさん」



　アイはそっと、声を
掛
 か

 けた。



「
大
 だい

 
丈
 じよう

 
夫
 ぶ

 ですよ。そんなの、私は気にしません。情報なんて、私が勝手に集めますから。あなたはあなたで、好きなように戦ってください。──そんなことに関係なく」



　アイは笑った。



「私はあなたを、助けますから」
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「おきてー。アイー。朝だよー。起きてー」



　ガンガンガンガンと、フライパンを
叩
 たた

 く音が聞こえる。アイは
全
 すべ

 ての生き物を
呪
 のろ

 うかのように悪態を
吐
 つ

 き、太りすぎた
猫
 ねこ

 の動きで
尻
 しり

 から布団に収まった。



　しかしフライパンの音は
止
 や

 むことをしらず、それどころかあるまじきことにだんだんと近づいてその音量を上げていた。許されざる現象である。フライパンはおとなしくキッチンで目玉焼きでも作っていればよかろうに。



「それはもう作った」



　フライパンが
喋
 しやべ

 った。



「だれがフライパンだよ。失礼な」



　と、言ってディーはアイの
頰
 ほお

 に冷えた鉄の底をくっつけた。



「ひゃ！」



　一発で眼が覚めた。



　布団をはね
除
 の

 けて、上体だけ起こしたまま室内を見回す。ベッドと
梱
 こん

 
包
 ぽう

 された荷物だけが転がる客間。



　
一
 いつ

 
瞬
 しゆん

 自分がどこにいるのか分からなくなった。



「……起きた？」



　
傍
 かたわ

 らに、フライパンとおたまを持ち、制服の上にエプロンを着けたディーがいた。
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「ディ！　ディーさん!?
 」



　アイはがばっと起き上がって横に立てかけてあったショベルを構える。



「お、良い反応だね。いつもそれくらい簡単に起きてくれると楽なんだけれど……」



「な、なにしに来たんですか！」



「なにって……目玉焼き作りに？」



　くるっと、フライパンを返す動きをする。



「どーせキミ達だけだとなんにも出来ないんだろうから。来てあげたのさ。もう朝ご飯も出来てるよ」



「……………………」



「？　なにさそんなじっと見たりして……なんかついてる？」



「……なんか、ディーさん落ち着いてますね」



「そお？」



「ええ、地に足ついてる感じです」



「まあ、その通りだねぇ」



　とんとん、とディーはスリッパの先で
床
 ゆか

 を叩き。



「起きたね？」



　先制するように、ディーが言った。



「はやく、顔でも洗っておいでよ」



　そういって、あっさりとディーは出て行った。アイはしばらくベッドのうえでぽかんと座り、



「──
二
 に

 
度
 ど

 
寝
 ね

 したら酷いからね」



「お、起きます」



　ジト眼で
覗
 のぞ

 く首に向かってアイは言い、
慌
 あわ

 ててベッドを飛び降りた。



　ディーを追って
廊
 ろう

 
下
 か

 に出る。右手には一階へとつづく階段があり、その向こうからユリー達の声とおいしそうな
匂
 にお

 いがする。アイはそちらに
誘
 ゆう

 
惑
 わく

 されながらも、左側へと視線を転じる。



「アリスー起きてるー？」



　そちらには
面
 めん

 
倒
 どう

 そうに
扉
 とびら

 をノックするディー。



「ディーさん？」



「なに。この体のことなら、こたえないよ」



「そういうんじゃなくてですね……」



「？」



　おたまとフライパン、それに
訝
 いぶか

 しげな顔を
順
 じゆん

 
繰
 ぐ

 りに見て、



「わざわざご飯、作りに来てくれたんですか？　おうちから？」



「だからなに？　いっとくけど、別にこんなの、前からやってることで……」



「あ、そうなんですか。前からなんですか」



「………………」



　アイにはなんの皮肉もない。ただ、そういうものかと思っただけだ。しかしディーはしっぽを
捕
 つか

 まれた猫のように背筋を
伸
 の

 ばして、
逃
 に

 げるように目の前の扉を開けた。



「アリス！　起きなよ」



「うわ、きたないです」



　部屋は雑誌やら服やらボールやら自転車のホイールやらに
埋
 う

 め
尽
 つ

 くされ、
壁
 かべ

 にも本やらポスターやらタペストリやらが掛けられてごっちゃりしている。
天
 てん

 
井
 じよう

 ですらその例外ではなく、飛行機の模型や世界地図が
貼
 は

 られて
隙
 すき

 
間
 ま

 もない。



　なんというか「男の子の部屋」という感じ。



　アリスはそれらの真ん中で、周りのガラクタと同じように
寝
 ね

 っ
転
 ころ

 がって
眠
 ねむ

 っていた。その様子は先ほどのアイとまったく同じで、
無
 む

 
駄
 だ

 な
抵
 てい

 
抗
 こう

 を続けている。



「アリスー起きなよー」



「………………あと、五秒……」



「よーし言ったな。約束したぞ。　一、二、三、四、五！　ほら五秒だよ。おきて」



「起きるわけねぇだろ……
馬
 ば

 
鹿
 か

 じゃねぇの……むにゃ」



「む！」



　ディーがガンガンとフライパンを叩き散らす。



「うっるせーフライパンだなぁ……なんでこんなところにいるんだよ。おめぇの居場所はキッチンだろ……帰って目玉焼きでも作ってろよ……」



「何言ってるんですかアリスさん。馬鹿ですね」



「うん。そうだね」



　ディーが
曰
 いわ

 く言い難い
瞳
 ひとみ

 でこっちとあっちを見ている。どうしたのだろう？



「う～るせ～よディー。この
半
 はん

 
透
 とう

 
明
 めい

 
野
 や

 
郎
 ろう

 が～。は、いいさ好きなだけ
騒
 さわ

 げよ。だがお前に出来るのはそうして音を出すだけだ。んなもん無視だ。無視。俺の
睡
 すい

 
眠
 みん

 
欲
 よく

 を
舐
 な

 めるなよ。物理
攻
 こう

 
撃
 げき

 の出来ないお前には絶対に起こせな──」



　フライパンビンタ＆おたまチョップ。
極
 きわ

 めつけは顔面をグリルに見立てたピラフ作りの実演。



「起きた？」



　すごくいい笑顔だった。



「……………………………………はい」



　一瞬。自分がどこにいるのか分からないような顔をして、アリスは
頷
 うなず

 く。



「顔、洗っといで」
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　冷たい水で顔を洗い、極楽鳥のような
髪
 かみ

 
型
 がた

 になっていた頭をブラシで直す、アイの
金
 きん

 
髪
 ぱつ

 は一度
撫
 な

 でるとすぐに元通りになったがアリスの
短
 たん

 
髪
 ぱつ

 は「まだ眠い」と主張して冷や水を浴びるまで断固として
寝
 ね

 
癖
 ぐせ

 を守った。



　ごしごしと、
眠
 ねむ

 
気
 け

 と戦いながら歯を
磨
 みが

 く。眼の前の鏡には同じような表情で歯を磨く顔がもうひとつ、三十センチの身長差で
浮
 う

 かんでいた。



「ふたりとも急ぎなよ～」



　キッチンから洗い物の音と共に声が
響
 ひび

 く、二人は「ぶくぶく」と返事をする。



　アイはひょいっと
振
 ふ

 り返ってキッチンを
眺
 なが

 める。そこではディーが
忙
 いそが

 しげに洗い物をしていた。……なんとなくなし
崩
 くず

 し的に居座っているけれどいいのだろうか？　と思ってアリスを見上げるが、彼もまたその辺りは決めかねているようで「
歯
 は

 
磨
 みが

 き
粉
 こ

 とチューブ
糊
 のり

 を
間
 ま

 
違
 ちが

 えた」みたいな顔で歯を磨いている。



　アイはディーの事はいったん置いて、がらがらぺっと水を
吐
 は

 き、



「アリスさんって……結構年上だったんですね……」



　アイはタオルで口元を
拭
 ふ

 きながら、昨日の会話を思い出してぽつりといった。



「そーなー」



　あぶくと共にアリスがこたえた。歯磨き粉の
泡
 あわ

 が二つ三つ飛び出してぷかりと落ちた。



　あの後、一行は翌日に備えて早めに眠った。そのときにアイはベッドの中で少し考えた。



　十四年前に十六歳ということは、アリスは本当だったらもう三十歳、ユリーと同じような
歳
 とし

 になっておかしくなかったのだ。



　それなのに、目の前の彼は少年以外の何者にも見えなかった。



　そういう人を、アイは他にも知っていた。



　不老不死の
人食い玩具
 ハンプニーハンバート

 。



「つっても俺の
記
 き

 
憶
 おく

 は三年前からのものしかないけれどな」



「え？」



「ここでは〝リセット〟っていう現象があるんだ。修復不可能な
致
 ち

 
命
 めい

 
傷
 しよう

 を
喰
 く

 らった四組メンバーは初期状態で復帰する。今の俺は最低でも三回は死んでるよ」



「そんな──」



「まあ、
人食い玩具
 ハンプニーハンバート

 と
違
 ちが

 って、記憶が残らないから正確な数字は分からないけどな」



　
驚
 おどろ

 く間もなく驚かされた。



「！　お父様を知っているのですか!?
 」



「一回だけ会ったことがある」



　
衝
 しよう

 
撃
 げき

 、だが考えてみればうなずける話だ。お
互
 たが

 いに歳をとらぬ存在である二人が、出会っていてもおかしくはない。



「──いや、一回じゃねーな。三回……四回……わかんねーな。もっとかも知れない」



「？　どういうことです？」



「今の俺があいつに会ったのは一回だけど、でもあいつは俺に何回も会ってるらしい。俺は毎回、リセットされる
度
 たび

 に、不老不死と聞いて話をしに行ってたらしいよ。お互いの目的に
叶
 かな

 った話はいつも出来なかったが、俺は記録のバックアップが出来てずいぶん助かったよ」



　アイは二人がどんな話をしたのか知りたかった、二人がどんな調子で言葉を交わしていたのかをみてみたかった。



「だから、まあ、あいつが死ねたと聞いて、ずいぶんとうれしく思ったもんだよ。俺から言われる筋合いなんてないだろうけど。でも、ありがとな」



「いえ、そんな……」



　礼を言われるようなことは、本当に何もしていない。



「でも、意外です……よくお父様がそんな面倒くさそうなことに付き合いましたね。二回目以降は無視しそうなものですけど……」



「あー、なんか俺のこと一回殺しちまったみたいで、それの
詫
 わ

 びだったらしい」



「へ？」



「正確には半殺しだったらしいんだけれど、〝リセット〟の方が先に発動しちまって、目の前で消えたとかなんとか……」



「それは……なんというかその、すみませんでした……」



「お前があやまるこっちゃないけどな。……そういえばあいつは一回も謝らなかったな。『不老不死とかふざけたこと言うから、ちょっと確認しようとしただけじゃねえか。それを心臓止めたくらいで先走りやがって、いい
迷
 めい

 
惑
 わく

 だ』とか言ってたな」



「………………重ね重ね、本当にすみませんでした」



　アイはぺこぺこと頭を下げて、お父様の馬鹿！　と
亡
 な

 き父を
罵
 ののし

 った。



「じゃあ、アリスさんはいま、十五歳ですか？」



「いや、今は十六。このまえ誕生日を祝ってくれただろ？」



「あ」



　アイは、先だっての、
荒
 こう

 
野
 や

 での誕生会を思い出した。アリスが『そんなものはどうでもいい』と断ったのを、自分が説得して無理に開いた会。



　アリスが歳をとれないなんて、あのときの自分は知らなかった。アリスはあのとき、本当はどう感じていたのだろう。三度目の、そして十五回目の誕生日を
迎
 むか

 えて、本当はどう思っていたのだろう。



「あれ、うれしかったよ」



　アリスはあっさりと言った。



「お前の言うとおりだよ。俺は
怪
 かい

 
物
 ぶつ

 になるわけにはいかない。怪物になってしまったら、たとえここから解放されても、それはきっと正しくない」



「…………」



「俺は
誰
 だれ

 も殺しちゃいけない。俺は誰にも殺されちゃいけない。誰もリセットしちゃいけない。俺は、正しく、ちゃんとした方法で、みんなを解放しなきゃいけない。そして──」



　アリスは笑っていった。



「俺は、十七歳になりたい」



　アイはこくりと頷いた。







「そのためにはまず、学校だな」
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理
 り

 
屈
 くつ

 は分かる。三年四組を調べるなら、三年四組に入ってしまうのが一番はやい。それが出来るなら、やってしまうべきだと思う。



　だが、納得はできなかったし、したくもなかった。



　そんなアイを置き去りに、アリスとディーはとんとん
拍
 びよう

 
子
 し

 で話をまとめた。



　敵が二人に増えた気分だった。
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　建物や教師が違っても、生徒というものはどこもそうそう違いようがないようだった。みな、年若く、
退
 たい

 
屈
 くつ

 を持て余して新しいナニカに
飢
 う

 えている。



「アイ・アスティンです。よろしくお願いします」



　簡単な自己
紹
 しよう

 
介
 かい

 を終えて席に向かう
途
 と

 
中
 ちゆう

 、背中に
突
 つ

 き
刺
 さ

 さる
幾
 いく

 つもの視線を感じる。どれもゴーラ学園で感じたものとまったく同じだ。向こうは無敵で、こっちは最弱。



　指定された席は一番後ろの窓から二列目。
隣
 となり

 はディーで、その前はアリス。二人は素知らぬ態度で窓の外など眺めている。



「はいはい、みなさんお静かに、授業を始めますよ」



　教師が納め、十分
遅
 おく

 れで授業が始まった。しかしひそひそ話は一向に止まず、机の下ではノートの切れ
端
 はし

 が
縦
 じゆう

 
横
 おう

 
無
 む

 
尽
 じん

 に
駆
 か

 け
巡
 めぐ

 っていた。



　アイは来るべき休み時間を思ってため息を
吐
 つ

 いた。
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「ね、どこから来たの？」「アリスの
従
 い

 
兄
 と

 
弟
 こ

 なんだって？」「どうしてこっちに？」「引っ
越
 こ

 してきたの？」「ご両親は？」「兄弟とかいます？」「ていうか歳幾つ？　飛び級したの？」「
飴
 あめ

 たべる？」「ね、ね、結婚してるんでしょ
 ？　相手どんな人？」「赤ちゃん
 の名前はなに？」



　大変そうだなぁ。とアイは人ごとのように思う。



　昼休みの大
休
 きゆう

 
憩
 けい

 はそれまでのフラストレーションが
爆
 ばく

 
発
 はつ

 した形となった。



　アイはまだ良い。なんだかんだで転校は二回目のこと。こういうときにどうすればいいのかちょっとは分かる。
嵐
 あらし

 のように
襲
 おそ

 いかかる質問に、全部答える必要なんて一個もなくて、重要な質問と明らかな間違いを正したなら、あとはニコニコ座っていればよいのだ。



　だが当然、
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 にそんなスキルはなく、ただおろおろするばかりだった。
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　アイはそっと
盗
 ぬす

 み見る。



　
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 もまた、他の女生徒と同じ
紺
 こん

 のブレザーを身につけている。格好だけならゴーラ学園のセーラーをきているアイよりもなじんでいるが、ちぐはぐ感はアイの比ではない。



　それはそうだろう。
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 は
墓
 はか

 
守
 もり

 で、墓守じゃなくなって、設定
年
 ねん

 
齢
 れい

 は十八で、でも実際年齢は十三で、また、先日の事件から数えれば
零
 ゼロ

 
歳
 さい

 で、そのうえ母親。



　三年四組の生徒達は、男子も女子も
皆
 みんな

 等しく、いきなり現れたこの人妻女子高生にこころを
奪
 うば

 われていた。



　アイが今、こうして割と平和に過ごせているのは
全
 すべ

 て
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 のおかげだといってもよかった。



（そろそろお助けしますかね）



「えーと、みなさん──」



　アイがそう決心して立ち上がったその時だった。



「ア、アイ！」



（うわぁ）



　
一
 いつ

 
瞬
 しゆん

 
懐
 かい

 
中
 ちゆう

 電灯でも向けられたかと思った。それくらい
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 は笑顔を
輝
 かがや

 かせて囲いを
突
 とつ

 
破
 ぱ

 し、アイに
抱
 だ

 きついて頭をなでるというどういう甘え方なのかはよく分からない行動にでた。アイは頭をかいぐりかいぐりされたままクラスメイトの方に向き直り、



「すみません。
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 さんは、ちょっと、下にいって、赤ちゃんにお乳をあげなくてはいけないので……」



『赤ちゃん!?
 』



　あ、いまのはまずかったかも。



「じゃあ案内するよ、どこに行きたいの？」



「えーっと……」



　助けを求めるように窓際の席を見る、以心伝心、アリスはむくりと起き上がってその生徒の名を呼び、言った。



「じゃあ、みんなで行くか」
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「なんだお前達この大人数は……」



『こんにちはー』と
挨
 あい

 
拶
 さつ

 だけは立派にこなして、四組のメンツは宿直室に
電
 でん

 
撃
 げき

 的進行を果たした。ユリー以外の古株の職員達が『げ、三年四組』という顔をしてゴキブリでも見たかのように追い出しに
掛
 か

 かる。



「ユリーさん……」



「ん？」



　アイは、その
喧
 けん

 
噪
 そう

 からそっと
離
 はな

 れて、ユリーと二人、
壁
 かべ

 
際
 ぎわ

 にたつ。



「なんか、似合ってますね」



　ユリーは上下の作業着を身にまとっていた。
胸
 むな

 
元
 もと

 には
燦
 さん

 
々
 さん

 と輝く『オスティア少年少女学校職員』のバッジ。ユリーは今日からここに就職だ。



「君もな」



　にこりと笑ってユリーが言って、アイの一人だけ違う制服を
眺
 なが

 めた。



「朝も言ったが、やはり、よく似合っているな」



「どーも」



「そのうちこっちの制服も用意しよう、俺の給料が出たらの話になるかもしれんがな」



「無理しなくて良いですよ。アリスさんを助けたら、どうせ去るところですから」



「…………」



　ユリーはすこしの
沈
 ちん

 
黙
 もく

 を
挟
 はさ

 んで、「……だな」と一応
頷
 うなず

 いた。



「まあ、そうは言っても、いつになるかは分からんわけだしな」



「……ですね」



　今度はアイが、一応頷く。



　そのとき喧噪の中心で
喝
 かつ

 
采
 さい

 が上がった。そこでは
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 がセリカを抱いて座っておろおろしている。セリカはさらにその中心、
困
 こん

 
惑
 わく

 する母の
腕
 うで

 の中でどっしりと構え、自分を観察する生徒達を逆に観察して楽しそうにしている。



　ユリーが
黙
 だま

 って横を離れ、そのとなりに行ってやった。アイはあえて寄らず、壁に寄りかかってそれを見ていた。アリスが黙ってやってきてユリーがいた場所に寄りかかった。そしてその反対側にはディーがきて、同じように
佇
 たたず

 んだ。



　輪の中心でセリカが泣き始めた。それを聞いて
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 は急に、それまでのおびえを全てぬぐい去って
余
 よ

 
裕
 ゆう

 を取り
戻
 もど

 し、そっと胸をはだけた。



　男子の全てが目を見張られ、女子の全てがその目を押さえに掛かる。が、そんな喧噪もつかの間、その場に居合わせた人間はみな、よこしまなる心を失ってただただ見入った。



　セリカはこくこくと乳をのみ、
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 は
柔
 やわ

 らかな
瞳
 ひとみ

 を我が子と、年若き人間の子供達にそそぎ、ユリーはただ、彼女達を守った。



　三人はすこし遠い場所からそっと、その光景を見つめていた。





　　　　IV






「では！　かんぱーい！」



　ジジの挨拶にしたがって「かんぱーい！」とグラスやカップが打ち付けられた。飲み物は紅茶やレモネードやフレッシュジュースで「アルコールではない」という共通点しかもたない雑多なものだった。



　三年四組の生徒達は酒も飲まずに何がそこまで楽しいのか、クラッカーを打ち鳴らして
隠
 かく

 し
芸
 げい

 を
披
 ひ

 
露
 ろう

 し、ひとりひとりが
爆
 ばく

 
弾
 だん

 のように
喋
 しやべ

 りまくった。



　質問
攻
 こう

 
勢
 せい

 に
疲
 つか

 れてさりげなく移動する。
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 は相変わらず大人気でセリカとともにいまだ引っ張りだこだった。



「アイ」



　背後から、アリスに呼びかけられた。



「ちょっと」



　アリスはテーブルの
隙
 すき

 
間
 ま

 をするすると
抜
 ぬ

 けて奥へとアイを
誘
 さそ

 い、
厨
 ちゆう

 
房
 ぼう

 へと向かった。



　そこは
魔
 ま

 
法
 ほう

 の世界だった。



「なんともまぁ……」



　厨房は無人で、ただ食材や食器だけが縦横無尽に
踊
 おど

 っていた。
薬
 や

 
缶
 かん

 が飛んで
珈琲
 コーヒー

 をいれ、フルーツが独りでにカットされてパフェに変わる。



　こんな光景を、アイはすでに何度も見てきた。勝手に
投
 とう

 
函
 かん

 される新聞。自動的に下ろされる屋根の雪。三年四組の行く先々で、そんな
超
 ちよう

 
常
 じよう

 現象が起こっていた。



「なにしてる」



　さらに奥に進もうとした足を止めて、アリスが言った。



「それ、あんまり見るな。つじつまが合わなくなるぞ」



「つじつま？」



「
矛
 む

 
盾
 じゆん

 だよ。……特に四組の前で
指
 し

 
摘
 てき

 したりするなよ。最悪全体リセットが起きる」



　なんのことかは分からなかったが。アイは頷いて後を追う。アリスは〝夜から〟と書かれた看板を乗り越えて二階へといく。



　二階は夕方以降に酒を提供する場なのだという。ちょっと
吃驚
 びつくり

 するぐらい立派なバーだった。お酒と
煙草
 たばこ

 と、
香
 こう

 
水
 すい

 の
匂
 にお

 い。



　アリスは手慣れた様子でカウンターに入り、
棚
 たな

 からひょいひょいといくつかの
瓶
 びん

 を取り出して。シェーカーに入れ始めた。



「そんなことして良いんですか？」



「バイトしてたし、……それにここの主人はもういないしな」



　だからって勝手なことをしてよい理由にはならないと思うが。



「なに飲む？」



「……お酒なんてだめですよ」



「ったりめーだ
馬
 ば

 
鹿
 か

 。──ほれ」



　ナニカを混ぜたり
振
 ふ

 ったりして、アリスは目の前に湯気の立つ黄色い液体を置いた。これはオレンジ？　それともグレープ？……なんだか分からないけれどおいしいホットカクテル。アリスは自分の分も作ってつかつかと窓に寄って
鍵
 かぎ

 を開けた。



　風がきもちいい。



　この場所の寒気はほてった体にありがたく、カクテルをさらにおいしくした。



「どうよ、四組は」



　カクテルを飲まずに、両手を温めるのに使って、アリスは聞いた。



「楽しいですよ。みなさん優しいですし。おもしろいですからね、ただ──」



　そこでアイは言いよどむ。



「ただ？」



「──いえ、なんでもありません」



「言ってみろよ」



「いえ、こんなの私の気のせいかも知れないですし」



「
距
 きよ

 
離
 り

 を感じる。か？」



「知ってたんですか」



　アイは
吃驚
 びつくり

 して
隣
 となり

 を見つめる。



　そうなのだ。四組の人間はみなやさしく接してくれるが、まるでそこに
薄
 うす

 い
膜
 まく

 でもあるかのような断絶を感じるのだ。



　まるで
舞
 ぶ

 
台
 たい

 のなかに迷い込んで、自分だけが台本をもらわずに動いているような、そんな
違
 い

 
和
 わ

 
感
 かん

 。



「この世界は十四年前の世界を模して作られている。とはいっても、そこで見たとおりたいがい適当なもんなんだが。──さすがに転入生なんていういなかったものを受け入れる素地は薄いんだ。今日の
大
 おお

 
騒
 さわ

 ぎだって、ストレスの裏返しだよ。あいつらも、無意識のうちに仲良くしようと
頑
 がん

 
張
 ば

 ってる。でもこの世界に元から居なかったような人間を、認められるわけがないんだ」



「……
皆
 みな

 さんは、自分たちがこの世界に
囚
 とら

 われているって、知らないんですよね？」



　それも、昨日聞いた話のひとつだ。四組のメンバーで、ここが異世界だと気付いているものはアリスとディーのふたりだけ。あとの者達は、ここが閉じた世界であることをしらない。



「教えてあげないんですか？」



「解放の時が来たら、教えるさ。けれど今は、そんなの教えても、みんなの負担になるだけだ。また
殺
 リセツト

 し合いでもなったら目も当てられない」



「……そんな事があったのですか……」



「ああ」



　そこで会話が少し
途
 と

 
切
 ぎ

 れた。アリスはカクテルをかき回したり、つま先で
床
 ゆか

 をトントンと
叩
 たた

 いたりした後で、ようやく本題に乗り出した。



「俺は、世界を『
壊し
 すくい

 』たい。前にそう言ったよな？」



　アイはこくりと頷いた。いま、その意味がようやく分かった。



「俺はここをぶっ壊して
三年四組
 みんな

 を救いたいんだ」



　アリスが、テーブルに転がったダーツを拾ってひょいと投げた。結果は見なくても分かる。
四十点
 ダブルブル

 。



「ここは、十三年前の八月二十七日までの
 一年間をループする。んだけれど、これにはいくつかの矛盾があってな。──たとえば、この空間で死んだ人間はそのまま死ぬ」



「──！」



「おそらく、他の人間のことなんか想定してなかったからだろう。死んでる
奴
 やつ

 を
容
 い

 れる実験もしてみたが、
駄
 だ

 
目
 め

 だった。彼らはあの入り口をどうしても通る事が出来なかった。
墓
 はか

 
守
 もり

 は容れることも出来た……が……」



「……どうなったんですか？」



「彼らはこの世界に入った
瞬
 しゆん

 
間
 かん

 。びっくりしたように辺りを見回して『役目は終わった……』つって横たわって、そのまま死ぬまで動かなかったよ……たぶん、そとの世界でも、
全
 すべ

 ての死者を
埋
 う

 め終わったら、あいつらはそういう風になるんじゃないかな……かわいそうなことをした……」



「…………」



　そうはならなかった自分や
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 は、やはり壊れているのだろうか？……いや、そういうのはもう、いい。そういう
場所
 ステージ

 に、自分や
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 はもういない。



「また、異能者もそれがどんな能力であっても入れない。これは
人食い玩具
 ハンプニーハンバート

 もそうだった」



「…………」



「
唯
 ゆい

 
一
 いつ

 の例外が俺の
拳銃殺し
 ブザービーター

 だ」



　言って三投。全てのダーツが指輪ほどの円に収まる。



「これ、わりとおかしいんだよ。なぜなら俺が
拳銃殺し
 ブザービーター

 に目覚めたのはこの世界だとまだ未来の出来事
 なんだ。これが
強
 きよう

 
烈
 れつ

 な違和感でな。そのおかげで俺は割と早くこの世界のおかしさに気づけた。三年前も最初の一か月で気づいた。それからはとんとん
拍
 びよう

 
子
 し

 だ……文書をあさったり、バイクで大陸の
端
 はし

 から端まで行ったり、そしていよいよそとに出たり……」



「ちょ、ちょっとまってください！　大陸の端から端って！　この空間ってどれだけ広いんですか!?
 」



「このまえ世界一周調査隊が帰ってきたよ」



　くらっとした。



「な、なんでそんな
無
 む

 
駄
 だ

 に広い」



「さあ、学者の先生がいうにはおそらく、観察したから出来た
 んだろうって」



「は？」



「つまり、この空間は本来、必要最低限の広さしかなかったんだ。俺らしかいなかった時はこの街だけで、人が増えたらその分だけ空間も観測される」



「良く分かんないです」



「これは世界塔を見て気付いたんだけど──この世界もあそこと同じ『多人数によって』作られた世界だから──構成する人間が増えれば増えるほど。その分世界も広がるんだ。ようやく納得がいったよ……バイクで、この街を出て延々走ったときの感覚。どこまで行っても先がある。……まるで自分と同じ速度で
逃
 に

 げるゴールラインを追いかけてるみたいなあの感覚……」



　そこでアリスはふとなにかに気付いて頭を振り、



「やばい、喋りすぎだな」



「そうですか」



「ああ、
頼
 たの

 むからあんまり聞いてくれるな。っていうか俺の言ってることは基本的に
間
 ま

 
違
 ちが

 っていると思ってくれ」



「……まあ、たしかにそれなら聞かない方がましですね」



「だろ？」



「ええ、それに聞き耳立ててる人もいますしね……」



　言った瞬間、一階へつづく階段の辺りでガタンッ！　と足を
踏
 ふ

 み
外
 はず

 す音が
響
 ひび

 き、つづいて「いたいよぅ……」というつぶやきが
漏
 も

 れる。



「……あの人、生身に
戻
 もど

 ってからというもの、やることなすことなんか
微
 び

 
妙
 みよう

 ですね」



「いや、あいつは本来、あんなもんだ」



　アリスは口を付けていなかったカクテルを一気に飲み干し、立ち上がった。



「俺が言えるのはこれくらいだ。あとは頼むよ」



　アイはショベルも麦わらも墓守の服もないので、せいぜい胸を張って「はい」と応えた。
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　一週間が矢のように過ぎた。



　それだけの時間をつかって、一行はそれぞれの速度でこの世界に適応していった。



　まず真っ先に行動に出たのはセリカだった。この乳幼児は世界に自分を合わせるのではなく、世界こそが自分に合わせるものだと確信しているらしく（思えば生まれたときからそうだ）二日目には
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 を求めてハイハイで四組までたどり着いてそれからは
一
 いつ

 
緒
 しよ

 に授業を受けている。若い教師はずいぶん
困
 こん

 
惑
 わく

 したが、古株の教師は「なんということもない」と
泰
 たい

 
然
 ぜん

 と構えて受け入れた。かくしてセリカは、授業中に
居
 い

 
眠
 ねむ

 りしても
怒
 おこ

 られない、唯一の存在となって四組に君臨した。



　
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 はそれにずいぶんと助けられたようで、ゆっくりと、セリカを
橋
 はし

 
渡
 わた

 しにして人の群れに混ざっていった。「ためしに」という部分が強かった転入も、いまでは
幾
 いく

 
分
 ぶん

 楽しんでいるようすである。



　ユリーは目につくところではついぞ見かけなかった。が、裏ではずいぶんと働いてまわっているらしく、アイがよく寄る商店街では「お前さんがユリーんとこの子か」と言われてずいぶんとおまけされたものだ。



　街の者達は本来『アリスが自分たちを救ってもらうために』呼び入れたのだが、実際の彼らは『行き場がないところをアリスに救ってもらった』という意識がつよいらしく、一行は特別
丁
 てい

 
寧
 ねい

 な
扱
 あつか

 いを受けた。また、自治組織もなにがしかの決定と周知をしたらしく、セリカについては
驚
 おどろ

 くほど混乱がなかった。



　
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 は
請
 こ

 われて、よく街に出かけて赤子を見せてやっていた。



　見世物にするものではない！　とユリーなどは
怒
 いか

 り、反対したが、セリカを見たいというものは後を絶たず、また、その光景を見て
涙
 なみだ

 するものこそいても、笑いものにするものなど一切でてこなかったことからそれを許した。セリカはもちろん、
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 も反対しなかったことが大きかった。



　街は
赤
 あか

 ん
坊
 ぼう

 ひとりのおかげでずいぶんと活気をまし、三人もそれに答えてすこやかに過ごしていた。



　調子がわるいのはアイだけだった。
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「むーがー」



　アイは
叫
 さけ

 んで、新聞紙の山に
突
 つ

 っ
伏
 ぷ

 した。



　初日と、それにつづく二日目でかなりの情報を手に入れた反動か、それからの一週間は驚くほど何事もないまま進行した。



（このやりかた、間違っているのかなぁ……）



　ごろりと顔を持ち上げて目の前に散らばる資料を
眺
 なが

 める。



　アイが最初に始めた作業は『十四年前になにが起きたのか？』と『十四年間に何が起きたのか？』を調べることだった。



　目の前には昨日
 発行されたばかりの十四年前の新聞という、
複
 ふく

 
雑
 ざつ

 
怪
 かい

 
奇
 き

 な代物がある、そのうしろにはもっと前まで、さらにその横にはスクラップ帳や資料がまとめられて山を作っている。



　アリスのたとえは実に良くできていた。とアイは思う。
檻
 おり

 と
鍵
 かぎ

 と、それに宝の話。



　三年四組はこの世界に閉じ込められているが、しかしそれは彼らが檻の中にいるからではない、彼らは意地悪問題の答えみたいな
状
 じよう

 
況
 きよう

 にある。檻の中にいるのに外にもいて、絶対に逃げ出せないものそれはなに？　答えは檻自身。



　アイの役目は檻そのものの解放であり、必ずしもその中の宝を知る必要はない。鍵なんか開けなくても、秘密なんか知らなくても、無理矢理檻を
破
 は

 
壊
 かい

 して、その部品である三年四組を解放するという方法もあると思う。



　だがアイはそんな方法をとる気はない。



　なぜならここはやはり、
誰
 だれ

 かの願いの場所なのだから。



　願いは
歪
 ゆが

 み、こうして多くの不幸を生み出したけれど。でもその最初の気持ちに
噓
 うそ

 があったはずはない。それをアイは、踏みにじりたくなかった。



　なるべく、みんなの「願い」にそった解決を選びたかった。



　が、それとは裏腹に調査が進展しないのも事実。



　アリスは当初の宣言通り、もう自分の意見を述べることもやめ、それどころかアイを手伝いもしないで部活のほうに顔を出し始めた（バスケットボール部のマネージャーをしているらしい）あれだけ大口叩いたくせに、なんだかこの世界をエンジョイしている感じであった。



　そしてその資料調査にも問題があった。



　この世界にはいま、ここ
 までの資料しかないのだ。
肝
 かん

 
心
 じん

 の『ループの終点』前後のニュースが一切シャットアウトされているのだ。これでは当時何が起きたのかさっぱりつかめない。



『十四年前になにが起きたのか？』はさっぱり分からず。そして『十四年間に何が起きたのか？』のほうはもっと輪を
掛
 か

 けて分からなかった。



　それもこれも〝リセット〟のせいだ。リセットのせいで情報が断絶されて、この十四年間の歩みをブラックボックス化している。アリスでさえ初期に一体何が起きたのか知らないそうだ。



　そしてディーだ。



　ディーとはこの一週間で、すごく仲良くなれたと思う。肉体を持ったディーはその体を存分に使って生活能力
皆
 かい

 
無
 む

 の一行を助けてくれた。
掃
 そう

 
除
 じ

 をし、料理を作る彼女はとても外の「
幽
 ゆう

 
霊
 れい

 」と同一人物には見えず。よほど性に合っているようだった。（ドジだが）



　だがその幽霊としての
牙
 きば

 を失ったわけではない。



（本当にあの人は……）



　アイはぱらぱらと資料の山をめくる。大量だが、これでもずいぶん少ないのだ。



　資料の大半は、ディーに
隠
 かく

 されている。彼女はリセットが起きるギリギリのラインで資料を
盗
 ぬす

 み、破壊してまわっているのだ。（それも最初はお茶をこぼすとか足を
滑
 すべ

 らすとかいつものドジに見せかけたので見分けが付かなかった）なんとか彼女自身にも話を聞こうとするのだが。逆に丸め込まれてこちらの情報を引き出そうとしてくる。口で幽霊に
叶
 かな

 うはずもなく、そうなるとアイには手も足も出ない。



「むーがー」



　わからない事だらけの現実に
疲
 つか

 れて、アイは
瀕
 ひん

 
死
 し

 のイボイノシシのような声を上げて机に突っ伏した。



「……アスティン君」



　それを見かねたのか、新聞部のウィッツ部長が、くいっと
眼鏡
 めがね

 を押し上げてイライラとした声をあげた。



「さっきからなんだというのかね？　
煮
 に

 
詰
 つ

 まっているからといって、他人に
迷
 めい

 
惑
 わく

 を掛けるのはやめたまえ」



「……すみません」



　いってアイは顔を上げる。おでこに張り付いた新聞紙がへらりと落ちる。
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　ここは、新聞部の部室だ。



　ばかでかい机と、その上に散乱する紙の山、
壁
 かべ

 という壁は
棚
 たな

 に
埋
 う

 め
尽
 つ

 くされて、そこにも紙がどかどかと突っ込まれている。
床
 ゆか

 も
汚
 きたな

 くもう何年も前に落っこちたとおぼしきインク
壺
 つぼ

 がそのまま固まって床と同一化している。
唯
 ゆい

 
一
 いつ

 ストーブのまわりだけが
綺
 き

 
麗
 れい

 だが、それも当てにはならず、そのまわりには何度もぼやを出した
形
 けい

 
跡
 せき

 が残っている。



　アイはここを自由に使えるよう、アリスに取りはからってもらい、こうして堂々と机の一つを
占
 せん

 
拠
 きよ

 して作業に当たっている。部長はそれが大変気に食わぬようで、
隙
 すき

 あらばこちらにつっかかってくるのだ。



「まったく……知識と良識の
牙
 が

 
城
 じよう

 である我が新聞部でそんな知性のかけらもないうなり声を上げるなんて何を考えているんだか、そんなにうなりたいのなら
養
 よう

 
豚
 とん

 場にでもいけばよかろうに」



「まあまあ、部長、それくらいで……」



　男子
顧
 こ

 
問
 もん

 のマキがフォローしてくれた。それだけではなく、他の部員もおおむねアイに好意的だった。



　彼らは三年四組の生徒ではない
 。オスティア校は現在生徒数約五百、その運営形態は過去とはだいぶ変わり、現在年度制やクラス制は存在しなくなっている。生徒の
年
 ねん

 
齢
 れい

 も下は十五から上は六十八までそろっており、激動の十五年間で学べなかった者達も自由に通える大学のような場所になっている。実際部長は十九歳だ。



　アリスは、自分が
容
 い

 れた三万五千人を失敗だった、と語っていたが、実際はまだ、分からない。他人を容れた
影
 えい

 
響
 きよう

 は、この世界でも
如
 によ

 
実
 じつ

 に表れている。



　しかし、



「えー、それ部長がいうの～？　いつも
締
 し

 め切り前だとイライラしっぱなしで独り言うるさいじゃーん」



　三年四組出席番号七番。新聞部副部長のケイト・アンが立ち上がっていった。そばかすの
浮
 う

 いた
頰
 ほお

 が紅潮し、インクで
汚
 よご

 れた指先がびしりと
刺
 さ

 される。その一方で、アイに向けてぱちりとウィンク、彼女の中では部への帰属意識よりもクラスメイトを守る事が優先されるらしく、こうしてかばってくれることが多い。



　しかし、



「な！　言いがかりはよしたまえ！　私はそんな事はしない！」



「うぇ、言い
逃
 のが

 れですか？　らしくないなぁ。マキ
 部長って言い逃れだけはしない人だと思ってたのに……」



「私の名はウィッツ
 だ！」



「……？　なに言ってるのマキ
 部長？」



　室内の空気ががらりとかわった。しかしそれにも気付かない様子でケイトはウィッツをマキ
 、マキ
 と呼び続けた。



　その名はもちろん、ウィッツのものではない。



　その名は、



「まあまあ」



　先ほどと同じ声の調子で、マキ・コレクト教師はいった。



「二人とも、そのくらいにしたまえ」



　その
声
 こわ

 
色
 いろ

 は厳しくも優しく、
慈
 じ

 
愛
 あい

 を
含
 ふく

 んだもので、ウィッツはそれをつらそうに、ケイトはそれを、どこか不思議そうに眺めていた。



　アイはぎゅっと
眉
 まゆ

 
根
 ね

 を寄せて、目の前の光景に
耐
 た

 えていた。それは他の部員にも言えることだった。



　マキ・コレクト
教
 きよう

 
諭
 ゆ

 はオスティア校の卒業生であり、三年二
 組であり、在学中は新聞部に所属し、そして、部長だった。



　四組の生徒が認識するこの世界は実際のものとはかなり異なっている。そうでなくてはこの世界を『不自然に思わない』という不自然が成立し得ない。その修正能力はかなり
柔
 じゆう

 
軟
 なん

 で、当時いなかった人間──たとえばアイや知らない生徒など──を認識し、友達になることさえ出来るし、ループとは
違
 ちが

 う展開でも、大きな
破
 は

 
綻
 たん

 がなければ
普
 ふ

 
通
 つう

 にこなせる。



　しかし、本当に大切なものは、動かすことが出来ない。



　ケイトにとって新聞部部長はマキ・コレクトで、それは動かすことの出来ない事実であり、忘れられない思い出だった。



　そしてそれはきっと、こうして、十四年たってこの場所に
戻
 もど

 り、教師として彼女のそばに残ることを決めたマキ・コレクトにとっても──、



　それ以上は思うまい。



　アイは、首をぶんぶんとふって、後はただ、
猛
 もう

 
烈
 れつ

 に資料を読み込むだけだった。



　彼女達は、解放されなければいけない。



　そう思った。
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「ただーいまー」



「ただいま帰りました～」



　
玄
 げん

 
関
 かん

 の外でブーツの雪をかんかんと落とし、コートとマフラーをとって室内に入る。暖かい。それになんだか良い
匂
 にお

 いもする。居間では夕飯の用意が着々と進んでおり、
暖
 だん

 
炉
 ろ

 では
鍋
 なべ

 のフタがコトコトと
揺
 ゆ

 れていた。



「
遅
 おそ

 い！」



　そしてユリーが
怒
 おこ

 っていた。その顔は深い
皺
 しわ

 に埋め尽くされて、足はなにかの病気みたいにがたがたがたがたと
貧
 びん

 
乏
 ぼう

 
揺
 ゆ

 すりをしている。



「遅すぎるぞ！　なんだこの時間は！　最低でも日が落ちるまでには帰れといったろ！」



「保証はいたしかねます。と私は答えたはずです」



　ただいま～とセリカにいって、そのお
腹
 なか

 をこちょこちょしてから、アイは
靴
 くつ

 とコートを暖炉の横に広げる。



「いかん！　いかんぞ！　ええい、アリス！　貴様も貴様だ！　なぜアイにもっと早く帰るよう言わなかった！　
頼
 たの

 んだはずだぞ！」



　となりで同じように服を干していたアリスはぎょっとして、



「え、違うだろおっさん。おっさんがいったのは遅くなるならせめて
一
 いつ

 
緒
 しよ

 に帰ってこいってやつで──」



「それ以前に！　早く帰るようにするのは当然だろ！」



「んなこといってもなぁ」



「行きましょアリスさん」



「こらアイ！　話はまだ──」



「うがいと手洗いに行くんです」



　ぐっと
詰
 つ

 まるユリーを
尻
 しり

 
目
 め

 に水場に向かう、
扉
 とびら

 を閉める寸前アイはあかんべー、アリスは「
頑
 がん

 
固
 こ

 
親
 おや

 
父
 じ

 」とぼそりと
呟
 つぶや

 く。



「──ったく、おっさん絶好調だなぁ」



「やれやれですよ。自分は付き合いだー、仕事だーって、いつもは遅くなるくせに」



「あのおっさんが学生の時はぜってー門限なんかまもんなかったはずだぜ。ずりーよな」



　がらがらぺっと、うがいをして、手洗いも終えて、二人は居間に行きたくなかったのでキッチンを通って二階に上がろうとした、と、その扉がバーン！　と開いて鍋を
抱
 かか

 えたディーが飛び出してくる。



「どいてどいて！」



「わ」



「とっと」



　鍋の中身がざるにぶちまけられる。湯気がもわもわと上がってつやつやのパスタが転がり出る。ディーは実に手際よく、ちゃちゃっと湯切りしてざるを持ち上げて、キッチンに戻ろうと、



「のわっ！」



「きゃあああ!!
 」



「うおおおお!!
 」



　ぎりぎりのところだった。アリスが
倒
 たお

 れかけたディーを支え、アイがパスタの着地地点にざるを構えて全部すくった。



『ほー』っと、
誰
 だれ

 ともなくため息を
吐
 つ

 いて、三人はゆっくりと立ち上がった。



「ご、ごめんね二人とも、助かった、ありがとう」



　アリスに支えられたままの姿勢でディーは頭を下げ、



「ディ～～～。早く帰ってきてくださ～い」



　キッチンの向こうから聞こえる声にみるみる顔を青くした。



　一体そこで何が行なわれているのか、おいしそうだった匂いはたちまち絵の具とコンクリートのような匂いになり、蒸気は
紫
 むらさき

 
色
 いろ

 の
煙
 けむり

 にかわった。



　そしてその向こうからは
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 の悲鳴、



「ディー、お鍋が、お鍋がー」



「ちょ、
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 なにしたの！　今行くから、絶対さわっちゃ
駄
 だ

 
目
 め

 だからね！」



　言って、ディーはゴクリと
唾
 つば

 を飲み、
過
 か

 
酷
 こく

 な火災現場に
突
 とつ

 
入
 にゆう

 する消防隊員のような表情でキッチンに
突
 とつ

 
撃
 げき

 し、



「あ、
爆
 ばく

 
発
 はつ

 しました」



「おー、なんでいつもあーなるんだろーなー」



　夕食のメニューはミートソースパスタと干し
鮭
 ざけ

 のスープ。それに
酢
 す

 
漬
 づ

 け野菜のサラダだった。



　なぜかおいしかった。
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　そのようにして、あるものには遅く、あるものには早く、日々は過ぎていった。



　アイの自室には少しずつ物が運ばれ、増えていった。まず資料を保管するキャビネットや机が、そして大量の
文
 ぶん

 
房
 ぼう

 
具
 ぐ

 と紙の束が山のように運び込まれてばらまかれた。



　夜、付けっぱなしの電灯のしたで、アイが机に
突
 つ

 っ
伏
 ぷ

 して
寝
 ね

 てしまっている。その口からは
寝
 ね

 
息
 いき

 と共によだれが垂れてあと少しで借り物の資料を汚そうとしていた。



　ディーはそれを、こっそりとのぞき見ていた。一応、ノックはしたし、声を
掛
 か

 けた、それでも返事がないので扉を開けて、



「……やっぱり、今日も寝落ちか」



　ため息を吐いて部屋に入る。「アイ、ねちゃったのー？」と聞きつつ近寄り、資料を
盗
 ぬす

 み見てほっと息を吐く。今日のアイはなぜかオスティアの上下水道関連を調べていたようだ。まったく
進
 しん

 
捗
 ちよく

 がない、そのことにディーは安心しながら、二つ目の目的に手を出す。



　うんしょと気合いを入れてアイを
抱
 だ

 き上げ、ベッドに運んで布団にしまう。
暖
 だん

 
房
 ぼう

 も切れた深夜のこと、小さな体はかわいそうなくらい冷え切っていた。



　ディーはその手をぎゅっと包んで温めてやり、それから湯たんぽを用意して
足
 あし

 
下
 もと

 に入れてから部屋をでた。



　そこでふと、さっきまでアイが座っていた
椅
 い

 
子
 す

 のしたに、毛布が落ちていることに気付いた。



　だれかが、アイの
肩
 かた

 に掛けてやり、外れて落ちたもののように見える。



「…………」



　ディーは毛布を
丁
 てい

 
寧
 ねい

 にたたんで左手に抱え、電気を消して部屋を後にした。





　　　　Ｖ





　はっきり言ってアリスはなんの役にも立たなかった。



　というかむしろ
邪
 じや

 
魔
 ま

 だった。



　ヒントになるような事は何一つ言わず、それどころかこちらの作業を
妨
 ぼう

 
害
 がい

 して休み時間ともなればボール遊びに
誘
 さそ

 い、休日ともなればスキーだ、スケートだ、とあちこち引っ張り回された。



　楽しくなかったと言えば、
噓
 うそ

 だ。実際オスティア瑚の氷原を反対側まで
滑
 すべ

 って、かまくらで
一
 いつ

 
泊
 ぱく

 した夜はとても
記
 き

 
憶
 おく

 に残っている。



　だが楽しめたかというと、ちょっと簡単にはうなずけない。



「
根
 こん

 
詰
 つ

 めすぎだ。そんなんじゃ見えてる物も見えなくなるぞ？」



　アリスはそう言って笑い、アイの頭をくしゃくしゃと
撫
 な

 でた。アイはそれを
払
 はら

 いのけて、仏頂面で机に向かった。



　調査は
遅
 ち

 
々
 ち

 として進まず、ひらめきはいくら待っても訪れない。



　そうして季節は春になり。



　アイは十三歳になった。





 [image: ]




　　　　Ｉ





　五月のはじめ、アイがこの世界に来てから
一
 ひと

 
月
 つき

 がたったころ。



　しつこく残っていた雪がようやく消え始めて季節は春へと変わっていった。雪はゆっくりと解けてオスティアの湖水にかわり、重たく閉じていた雲は
南
 みなみ

 
風
 かぜ

 に
吹
 ふ

 かれてしぶしぶ北へと帰って行った。朝夕はまだまだ冷え込むが、昼は十分に暖かい。



　そんなある日のことだった。



　その日はみんな、朝から様子がおかしかった。



　視線が合うと
慌
 あわ

 てて
逸
 そ

 らすし、自分のいないところでのひそひそ話もよく見かけた。



　家でも、学校でもそうだった。



　みな、こそこそとアイから
逃
 に

 げ回り、話をすることを
恐
 おそ

 れて
沈
 ちん

 
黙
 もく

 していた。そのくせ
妙
 みよう

 に親切で、日直を代わりにやってくれたり、
掃
 そう

 
除
 じ

 当番を手伝ったりしてくれた。



　その理由は家に帰るまで分からなかった。



『ハッピーバースデー!!
 』



　何十人もの大合唱。メンヒムお手製のクラッカー。割れんばかりの
拍
 はく

 
手
 しゆ

 とめちゃくちゃに良い匂い。



「………………へ？」



　アイは、クラッカーのリボンを頭に引っかけたまま呟いた。



「え？　あ、だ、誰か誕生日だったんですか!?
 　こ、これは失礼しました！　わたし全然知らなくて、すみません！──え、それで誰ですか？」



『お前だ、お前』



　ユリーや
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 、それに四組のメンバー全員が突っ込んだ。



　私？　とアイは人差し指を反転させて自分に向ける。



「そうだよー！　アイ！　誕生日おめでとう！」



　ディーがテンションたかく「きゃっほー」と
叫
 さけ

 んで背後から抱きついた。



「お前、完全に忘れてただろ」



　
鼻
 はな

 
眼鏡
 めがね

 を付けたアリスがニヤリと笑った。



「え？　でも私の誕生日は夏で、だって、今はまだ春じゃ──」



　言っている
途
 と

 
中
 ちゆう

 でアイは気付いた。



　この世界に来て一か月。



　初夏だった外の世界はもうとっくに夏のはずだ。



　まだ
暖
 だん

 
炉
 ろ

 が必要なほど寒く、
軒
 のき

 
下
 した

 には根雪が残る、そんな遅い春。



　こんな誕生日、初めてだった。



「ほーれみろ、根詰めすぎだ。視野
狭
 きよう

 
窄
 さく

 だ。自分の誕生日も分からなくなってやがる。そんなんでよく俺に説教こいたもんだなぁ。えぇ？」



　アリスが
鬼
 おに

 の首をとったかのようにニヤニヤ笑い、



「今日だけは全部忘れてもらうからな。世界の事とか俺らの事、全部忘れて楽しんでもらうからな」



　そう言ってアリスは手を
伸
 の

 ばした。



「来いよ。──今日はお前の日だ」



　その向こうには真っ白く
塗
 ぬ

 られた
巨
 きよ

 
大
 だい

 なケーキと、十三本の
淡
 あわ

 い
蠟
 ろう

 
燭
 そく

 、それに生まれを祝うチョコプレートと、笑顔と、笑顔と、また笑顔。



「ほら、アイ」



　ディーがもう片方の手を取り、二人はアイをあたたかな場所へ連れて行った。



　そうしてアイは十三歳になった。
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「は～～～」



　そろそろ日付も変わろうかという夜の時分。自室の椅子にぐったりと座り込んでアイはぼーっと
惚
 ほう

 けていた。



　あれから誕生会は大変なことになった。数々の
隠
 かく

 し
芸
 げい

 、山ほどの「おめでとう」、一つとして同じもののないプレゼントの小箱達。



　
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 は修業の成果を十分に発揮して宝石のような
焼
 や

 き
菓
 が

 
子
 し

 をプレゼントした。ユリーは制服と、校則
違
 い

 
反
 はん

 にならない地味な、しかし決して安くない
髪
 かみ

 留めを
渡
 わた

 した。クラスメイト達は共同で、洋服をひとそろいプレゼントしてくれた。



　その服はいま、アイの体を包んでいる。シンプルな空色のシャツと、
膝
 ひざ

 
下
 した

 までのフレアスカート。それはこれから訪れる春と夏のための装いであり、アイの麦わらに合わせたものだった。



「おーし、これで全部だなー」



　アリスがプレゼントを運び入れてぱんぱんと手を
叩
 たた

 いた。自分で運ぶ、といったのに聞き入れてもらえなかったのだ。今も階下は片付けの真っ最中だが、今日のアイはなんの仕事もさせてもらえなかった。



「あ、お前そんなとこでなにやってんだよ。今日は休みっていったろ」



「はいはい」



　本当はちょっとでも調査の続きをしたかったが、
流石
 さすが

 にあんまり気合いがない。アイは開いていた資料をぱたんと閉じてアリスの言うとおりにした。



「なんだよ。ぐだぐだじゃん」



「む、ぐだぐだではありません。これは
感
 かん

 
慨
 がい

 に
耽
 ふけ

 っていたんです。──ああ、もう十三歳になっちゃったんだなぁ──って」



「なんだ、不満なのか？」



「ええ、歳はとりたくないものですね……」



「お前、十三でその
台詞
 せりふ

 は下手すると血をみるぞ。近所のおばさんとかに絶対いうなよ」



「そういうんじゃないですよ。……ただ、なんだか
爆
 ばく

 
弾
 だん

 の導火線が短くなっていくのを見るようで、ちょっと
嫌
 いや

 なだけで──」



　その時点で、アイは失言に気付いた。



　目の前には、その導火線がずっと、止まっている人がいる。



　自分が気付いたのだ、アリスだって今の失言に気付いているはずである。それなのに彼は、そんなことおくびにも出さずに「どした？」と
微笑
 ほほえ

 んだ。



　それは、なんにも気付いてないよ。という優しいごまかしだった。アイはその優しさに甘えて「なんでもないです」と言って立ち上がった。



「
着
 き

 
替
 が

 えます」



「あ、わるい。ちょっと待っててくれ。すぐすむ」



　ぴんと来るものがあったので、アイは理由も聞かずに
頷
 うなず

 いた、アリスはそれを見届けて部屋を出て行く。たぶん、自室に向かったのだろう。



　アイは小物だけ外すことにして、髪をまとめていたバレッタを外した。



　バレッタは
鼈
 べつ

 
甲
 こう

 を簡単に曲げたシンプルなもので、実用本位の作りだったが
正
 しよう

 
真
 しん

 
正
 しよう

 
銘
 めい

 の本物だった。



「それ、ディーか？」



　本当にすぐに
戻
 もど

 ってきたアリスが、手元をのぞき込む。



「そうですよ、いいでしょ」



　クラスメイト共同のプレゼントは服だったが、個別にくれる人達も結構多かった。ムーはメリケンサックをくれたし、メンヒムは新品のペンケース、ケイトは愛用の
烏
 からす

 
口
 ぐち

 をくれた。



　そしてディーはこの髪留めだ。



「なんか、おもしろいですよね。プレゼントって」



「そりゃもらう人間はおもしろいだろうな」



「そういうことじゃなくてですね。こういう、プレゼントって『願い事』が見えるみたいじゃないですか」



　願い事？　とアリスが説明を求める。アイはうーんと少し迷ってから、



「たとえばこの服をくれた四組の
皆
 みな

 さんが私に何を求めてると思います？」



「〝
頼
 たの

 むから
普
 ふ

 
通
 つう

 の格好をしてくれ〟？」



「う、うん。きっとそういう感じですよね。──ちょっとはっきり言いすぎですけど」



　平日はともかく、アイは休日をすべて
墓
 はか

 
守
 もり

 の服で過ごしている。四組のメンツはその姿を大変
考
 こう

 
慮
 りよ

 して、こうして服を贈ったのだろう。



「ユリーさんの新しい制服も、同じような理由ですよね。学校になじんでもらいたい。……墓守の服をあんまり着て欲しくない。っていう」



「……まあそうだな」



「ディーさんのもそうです。〝すこしはお
洒落
 しやれ

 しなさい〟って、いつもいってますものね」



「だな」



「もちろんそれだけじゃないですけどね。ムーさんとかは多分自分が欲しい物から選んだ感じでしょうし、
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 さんは自分が出来ることから選んだみたいですしね」



「……あー、そうだな」



「？　どうしましたアリスさん」



　話していて、だんだんとアリスが気まずげになっていくのに気付いた。視線が泳ぎ、声の調子が
平
 へい

 
坦
 たん

 になる。



「いや、なんでもない」



　切り
替
 か

 えた、という表情で、



「んじゃ、俺からもプレゼントだ」



「わ、やった」



　アリスは戻ってきた時から、なにやら大きな箱を
抱
 かか

 えていて、アイは「いつくれるのだろう？　いつくれるのだろう？」とワクワクしながら待っていたのだ。アリスは意地悪だから、絶対それを分かってて話を引き延ばしていたのだ。



　いざ渡すとなったらあっさりと、アリスは箱を差し出した、アイはそれをベッドに運んで、
腰
 こし

 
掛
 か

 けながら包装をとく、包装用紙は地味でリボンもない。その時点でもう「アリスからのプレゼント」という感じがしてちょっとうれしい。



　開く。



「あ……」



　箱の中にはぴかぴかに修理されたショベルがあった。



　アイは
呆
 ぼう

 
然
 ぜん

 とショベルを持ち上げ、その
柄
 え

 を、その
刃
 は

 を、ゆっくりと
撫
 な

 でた、
樫
 かし

 の柄は今まさにニスを塗ったかのようにつややかで、銀の刃は打ち上げた直後のように光っていた。
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「わぁ」



　アイはくるり、くるりと、刃の上で光を
躍
 おど

 らせて
感
 かん

 
嘆
 たん

 の息を
吐
 は

 いた。これまでの旅でついた細かい傷は一つもなく、開いていた穴の
形
 けい

 
跡
 せき

 もない。



　箱の底には他にも、ぴかぴかになった墓守の服一式がたたまれていた。



「
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 に頼んで、持ち出してもらったんだ。気付かなかったろ？」



「……はい。全然」



　最近はショベルも、墓守の服も、ずっと身につけていなかったから、こんな風に整備されていたなんて分からなかった。



「視野狭窄。っつったろ？」



「っむ…………まあ、確かに」



　これは認めざるを得ない。



「……前だけ見るのが大事。そんなときもあると、俺も思う。でもそれは、すげー力を引き出すのと引き替えに、自分で自分を固定しちまうんだ」



　ぐさりと、胸を
刺
 さ

 された気がした。



「ま、折角の誕生日だ、小言はやめにしよう」



　それからアリスは「誕生日おめでとう」と言って部屋を出た。



　アイは着替える予定をすっかり忘れてベッドに深く腰掛けた。



　くるり、くるりとショベルを回す。



　プレゼントには、願いが込められている。



　なら、アリスのこのプレゼントには、どんな意味が込められているのだろう。



　くるり、くるりと、淡い光にショベルを
舞
 ま

 わしながら、アイはそんなことを考えていた。
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　その日を境としたように、オスティアは一気に春になった。
赤
 あか

 
煉
 れん

 
瓦
 が

 の群れは雪下ろしから解放されてカラリと
乾
 かわ

 き、通りでは
鉢
 はち

 
植
 う

 えをいじる主婦達が顔を黒くして夏までの花を植えていた。



　あれから二週間、アイはすこしやり方を変えてみた。それまでの調査優先の生活をちょっと押さえて、三年四組とちゃんと関わるようにしてみたのだ。



　サボりがちだった授業にちゃんと出て、



　そもそも入っていなかった部活に入部する。



　部活は調理部にした。この部活は学校からの部費が一切支給されないかわりに、校内で
唯
 ゆい

 
一
 いつ

 、
販
 はん

 
売
 ばい

 が許されている。実際は他業者との
兼
 か

 ね合いのために多くの面で制約を受けているのだが、そのおかげでレア感がつよく、またディーの
腕
 うで

 
前
 まえ

 が良いこともあって、昼の校内販売店〝アゥフーミ〟は校内
屈
 くつ

 
指
 し

 の人気を
誇
 ほこ

 っていた。



　アイは
地
 じ

 
獄
 ごく

 の昼パン
争
 そう

 
奪
 だつ

 
戦
 せん

 に
電
 でん

 
撃
 げき

 的デビューを果たした期待のニューフェイスとして当初より注目されており、その存在は非合法な転売組織に大いに注目されていたが（セレブな生徒に倍額で売る組織があるのだ。ちなみにアリスは幹部）彼らは
肩
 かた

 すかしを食う形となった。



　アイは専用の台の上で両手を小麦粉だらけにして──
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 に
遅
 おく

 れること一か月──料理というものを食べるだけでなく、作ることで
触
 ふ

 れ合うようになっていった。



　また、「興味から勉強」するという
行
 こう

 
為
 い

 も少しずつやり始めた。これも元々は
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 が歴史書、歴史小説、に興味を持って、そればかりを集中して読んでいたことに由来する。



　アイは文化史に興味があった。とくに
埋
 まい

 
葬
 そう

 の文脈と人間の墓守、司祭の仕事、また過去世界の風俗とそれを納める権力者の話がおもしろかった。彼らもまた、世界を救い、守る者達で、それはアイの世界とは異なるけれど、大いに参考になるものだった。



　そうなると不思議なもので、



　アイは、ひょんなところから「
鍵
 かぎ

 」を手に入れた。
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　四組は文化祭に向けて動き始めていた。



「文化祭？」



「そ～だよ～。うちは夏休み前にやるからね～、そろそろ準備を始めるんだ～」



　のんびり屋のクエスティンがのほほんとした声を出す。クエスティンの席はアイの目の前で、
面
 めん

 
倒
 どう

 
見
 み

 の良い彼女はわからない事があるとすぐに説明してくれた。



「うちのはね～、一週間がかりなの～。すっごい大きなお祭りで、街ぐるみでやるんだ～。
物
 ぶつ

 
販
 ぱん

 も解放されるから、うちの園芸部はそれように野菜や
果
 くだ

 
物
 もの

 までそだててるの～。とってもおいしいんだよ～」



　それには並々ならぬ興味があったが、しかしそれよりもずっと気になることがあった。



　文化祭
開
 かい

 
催
 さい

 期間は年差と同じ二週間であり、その開催日は七月二十八日。



　それは、ループの
終
 しゆう

 
端
 たん

 
日
 び

 。この世界が〝リセット〟される日だ。



「うちのクラスは今年、なにをやるのかな～」



「はあ」



　アイは上の空で返事をして黒板を見ている。そこではムーがクラス開催の出し物を
幾
 いく

 つも並べている。資料展示、演劇、飲食店、コンテスト。どれも一定の支持者がいて会議は混迷していた。



「……今年で最後だね～」



「え？」



「ほら、私たちもう三年次じゃない。今年でみんな卒業だよ……」



　クエスティンは「はぅ」と
憂
 ゆう

 
鬱
 うつ

 な気を発して、ため息を吐いた。これは、アイにはよく分からないことだったが、卒業というのはそれだけ憂鬱で、悲しいものであるらしい。



「そんな
凹
 へこ

 まなくてもいいじゃないですか。会えなくなるわけじゃないんですし」



「アイは見かけによらずドライだよね～」



「ム、せめてクールと言ってください」



「クールではないかな～」



　頭をぽんぽんされ、
頰
 ほお

 をぷにぷにされる。



「は～憂鬱」



「なんか、みんなそんな感じですね。楽しそうなのに、悲しそうで」



「そりゃ、ね。四組、とっても楽しかったから」



「それは分かります」



「……こんな日々が永遠に続けばいいのに」



　ね？　と同意を求められて、アイは気まずくてお茶を
濁
 にご

 した。



　もうとっくに、あなたたちはその中にいるんですよ。と言ったら、
嫌
 いや

 みになるのだろうか。



「あーもー！　
埒
 らち

 があかない！　多数決だ！」



　あまりに意見がまとまらないものだから、ついにムーが切れた。
教
 きよう

 
卓
 たく

 をばーんばーん！　と
叩
 たた

 いて雑多な意見を
黙
 だま

 らせる。



「うるさい！　もはや意見は出
尽
 つ

 くした。あとは天命に
賭
 か

 けろ！　展示がいいもの！」



　ばらばらと手が上がり、多数決が開始された。最初に二つを選び、さらにそこから決選投票をする。どうやら演劇か飲食店になるようだ。



　といってもこれはもうほとんど決まっているはずだ、このループ世界はある程度の変容を受け入れるが、こういうイベントは
大
 たい

 
概
 がい

 おなじものが選ばれる。アイは、事前にアリスから何が選ばれるかを聞いている。演劇だ。



「八……九……十……よし！　それじゃあ今年は飲食店で行くぞ！」



「え？──う、うそ！」



　ディーが
吃驚
 びつくり

 している。例年通りならここは九対九で同率一位になり、そこからさらに不毛な会議を続けてようやっと演劇に決まるのだ。



　だが今年はアイがいて、



　その一票を飲食店につかっていた。
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「アリスさん、なんで私に『飲食店に投票しろ』なんていったんですか？」



　いつもの新聞部で、アイはアリスに聞いてみた。言われたときは簡単に流していたが、あのディーの反応を見ると、なにか理由があったはずだ。



「いつもは演劇が選ばれるからな」



「演劇が選ばれちゃ
駄
 だ

 
目
 め

 ですか？」



「駄目っつーかおかしいんだよ。そもそもの最初は飲食店だったはずなんだ」



「？　どういうことですか？」



「ループ中に起こるイベントは
干
 かん

 
渉
 しよう

 しなければ大概、実際の十四年前と同じように進むんだ。ところがこの、文化祭の出店だけは
違
 ちが

 うものになる」



「……違うことに、なにか意味がある。と？」



「ああ、だから
仕
 し

 
掛
 か

 けてみた」



「……そこで、なにが起きたんですか？」



「…………」



　アリスは無言。



　ふむ、とアイは鼻を鳴らして資料
棚
 だな

 に向かった。去年の学校新聞や文化祭の案内書を引っ張り出してぱらぱらと見る。とくになにか目的があって見ているわけではない。



　なにか、認識の助けになるものがあればと思ったのだ。だが、そこにある資料は古すぎて、役に立ちそうもない。



「……むー、未来のことなんで当たり前ですけれど、今年の文化祭でなにが起きたのかが分からないとどうにもならないですね……」



「そうだなー」



「うーん、これは一度、体験してみないと駄目ですかねぇ」



「…………」



　また無言。アリスとの会話は大概こんなだ。



「……別の情報源が欲しいですね……」



　なにか、絶対的で、
揺
 ゆ

 るぎない情報が欲しかった。



　でもそんなの、この場所にあるわけが──、



　ん？



「……アリスさん」



「なんだ？」



「あなたは、確か何度でも外の世界にいけるのですよね？」



　以前その話をしたことがある。アリス達三年四組のオリジナルメンバーは、この空間を何度も出て、何度も帰ってくることができる。



「ああ」



　アリスは素っ気なく返事をした。しかしその頰に血が上っているのがアイには分かった。



「だったら、一つお願いがあります。外に出て
 情報を集めてきてくれませんか？　出来れば七月二十八日以降の新聞を集めて来てください」



　この世界に七月二十八日の情報はなくても、外の世界なら、それはある。ここでは未来の話でも、外では過去の話なのだから。



「お前、それ簡単に言うけどすげー厳しいぞ？　十四年前の古新聞なんて厳重に保管しててもぼろぼろだ、ましてその間に外では戦争が二回に
疫
 えき

 
病
 びよう

 が一回だ。そんなもん残ってると思う方がどうかしてるぜ」



「……じゃあ」



「ああ、
滅
 め

 
茶
 ちや

 
苦
 く

 
茶
 ちや

 苦労したよ
 」



　そういって、アリスは立ち上がり、資料だなへ行ってそこから一冊のファイルを持ち出した。



「ほれ」



「こ、これって」



「ああ、八月二十九
 日。リセットの翌日の新聞、その一部だ」



　ファイルされていたのは
僅
 わず

 かに一枚。紙は真っ黄色に日焼けして、記事の半分以上が焼失していた、



　そこにはこう書いてあった。



　──オスティア少年少女学校の生徒十七名
行方
 ゆくえ

 不明。生徒一名死亡──
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　生徒一名が
誰
 だれ

 なのかは分からなかった。焼失した部分に書いてあったのかも知れないし、そもそも書いてなかったのかも知れない。



　だがアイにはその事件で、ピンと来るものがあった。



　それは「
幽
 ゆう

 
霊
 れい

 」を名乗る一人の女生徒のことだった。
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　アリスとは別れて、一人で向かった。



　
廊
 ろう

 
下
 か

 で
偶
 ぐう

 
然
 ぜん

 会ったメンヒムに彼女の居場所を聞いた。「調理室だろう」と聞いてそちらに向かった。



「あ、アイ。丁度良かった！　味見してってよ」



　今日の部活は休みだったが、ディーは新メニューを開発するために居残りしているようだった。アイが部室を訪れたときは丁度、生地を作り終わってオーブンに入れるところだった。



「ディーさん──」



「ちょっとまってね」



　ディーはこちらにお
尻
 しり

 を向けて、
慎
 しん

 
重
 ちよう

 に火加減を調整した。
炎
 ほのお

 の色とまわりを見て、生地の位置を
微
 び

 
妙
 みよう

 に修正する。



「またせてごめんね。お
詫
 わ

 びにもうすぐおいしいレモンバーを味見させてあげるよ」



　満足いったのか、ディーは立ち上がってぺろりと舌を出し、



「……？　どしたの？」



　こちらの様子がいつもと違うのにすぐに気付いたようだ、エプロンを
椅
 い

 
子
 す

 に
掛
 か

 けながら、
訝
 いぶか

 しそうに
振
 ふ

 り返る。



「ディーさん……」



「ん？」



「あなたは、どうして幽霊なんて名前を名乗っていたのですか？」



　その質問だけで、ディーは
全
 すべ

 てに気付いたようだった。



　ああ、と納得気に一度
頷
 うなず

 き、それから急に人が変わったように──最近すっかり慣れていた、この世界でのフラットなディーから、
荒
 こう

 
野
 や

 で会った幽霊のように──



「ごめんねー、ちょっと片付け終わらせちゃうからさー」



　そう言ってディーは
菓
 か

 
子
 し

 作りの道具を洗い始めた。アイはその背中を見つめながら、何も言わずにまった。



　きゅっと、
蛇
 じや

 
口
 ぐち

 が閉められ、道具達は
丁
 てい

 
寧
 ねい

 に水気を
拭
 ぬぐ

 われて元の
棚
 たな

 に
戻
 もど

 され、ディーは両手をよく
拭
 ふ

 いて、



「それで？　なんでボクが幽霊なんて名乗っているか。だっけ？」



「……はい」



「偶然、かな」



　アイは顔をしかめる。対してディーは
余
 よ

 
裕
 ゆう

 の表情でエプロンの
裾
 すそ

 をぱんぱんと
払
 はら

 う。



「何その顔、本当のこと言っても、納得できないんじゃぁ話す意味ないんじゃない？」



「……それは、そうですが。でもいまのは」



「──ま、少なくとも最初は本当に偶然だったよ。ほら、アリスと違ってさ。ボクって外だと、実体ないじゃん。だから、いつの間にか『幽霊』って言われるようになってたんだ。僕自身は幽霊とかお化けとか
大
 だい

 
嫌
 きら

 いなのにね」



「…………」



　そのことについて、以前ふたりに聞いたことがある。なぜ外でのアリスは実体があって、ディーにはないのか。と。



　その答えはふたり、共に「わからない」だったが。



　その時のディーからは
噓
 うそ

 の
匂
 にお

 いがしていた。



「理由は本当に分からないよ。でも、まあ、推測は出来るかな」



「……その理由を、教えては頂けませんか？」



「まあね、言わないと、
釘
 くぎ

 も打てないから。ここまでたどり着いちゃったんだ。今度は教えてあげるよ──アリスに実体があって、ボクにない理由。それはね」



　ディーはニコリと
微笑
 ほほえ

 んで、



「彼が生きてて、ボクが死んでいるからだよ」
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「あれは、ね、文化祭の前日の事だったんだ。あの日ボクらは準備に追われて、全員参加で居残りをしていたんだ。ホントみんなギリギリまで動き出さないんだから。まったくしょうがない
奴
 やつ

 らだよ。当日は大混乱。やれ機材が足りない、看板の字
間
 ま

 
違
 ちが

 えた。領収書もらってこなかった。こらーお前ら放課後活動
申
 しん

 
請
 せい

 だしてないだろ！　って先生に
怒
 おこ

 られたり、こうなりゃ
徹
 てつ

 
夜
 や

 で作業するぞとか散々に盛り上がってさ。ボクとムーは調理場作りで大変だった。ガス
缶
 かん

 配置してバーナー用意して、食材の手配にてんてこ
舞
 ま

 いだった。アリスはその
頃
 ころ

 、ブザービーターに目覚めたばっかで
凹
 へこ

 んでたけど、その時はそんな
暇
 ひま

 もないみたいで結構笑ってた。あれ見たときボク、うれしかったなぁ……。だから、よそ見してたんだよね。ボク。悪いのは、全部ボク」



「…………」



「内装がさ、結構
凝
 こ

 ってて、ボクたち電装まで取り
替
 か

 えて中を
宮
 きゆう

 
殿
 でん

 
風
 ふう

 にしてたのね、その時ボクはカーテンを外す作業をしてたの、机の上に椅子を重ねて、ちょっと不安定だったけれど、でも問題なかったから続けてた。二枚目も、三枚目もちゃんと外せた。だけど四枚目でね」



「ディーさん……」



「四枚目だけ、窓が開いてたの、でもボク、それに気付かなくてさ、アホなことに窓に寄りかかって外そうとしたの。ホントアホだよね、それまでの窓が全部閉まってたから、そこもそうだと思い込んでたの。
吃驚
 びつくり

 したよ。もう一段あると思った階段がなかった感じに似てるかな？　最初何が起きたか分からなかった。たぶんボクきょとんとしてたと思うよ。アリスがそうだったもの。ああ、そうだ、あのときはアリスと
一
 いつ

 
緒
 しよ

 に作業してたんだ。悪いことしたなぁ……ボクはそこから先を覚えてないけれど、アリスはばっちり見ちゃっただろうしなぁ……かわいそうなことしちゃった──」



「ディーさん！」



　アイは
叫
 さけ

 んだ。



　ディーは、自分が叫ばれるようなことを口走ったなどとはまったく考えていない様子できょとんとしていた。たぶん、彼女が落ちたときも、このような表情をしていたのだろう。



「もう、いいですよ……」



「ん？　うん。まあ、もういいって言うか、今ので終わりだけれど……」



　発熱を確認するように、ディーは紅潮した
頰
 ほお

 を軽く押さえた。



「えっと、なんだったっけ。……そうそう『幽霊』のことだっけ。この話を思い出したのって、結構
遅
 おそ

 くてさ、んーと最初のアリス
 と外に出てからだから……六年目くらい？　ある新聞記事見つけてさ、そこに四組の行方不明事件と、生徒ひとり死亡って書いてあって、それで思い出せたんだ。ああ、これはボクのことだ、ってさ。──ちなみにアイはどこで知ったの？」



「…………」



「言わなくても分かるよ。そっか、うすうす疑ってたけれど、まだ残ってる奴があったか。次までに焼き払っておかないと……」



　アイは失言に気付いた。と、同時にアリスがどうして今までその情報を
伏
 ふ

 せていたのか理解した。ディーにばれないようにするためだ、多分アリスは、自分に見切りを付けたらその情報を公開しないで、次の人間に
賭
 か

 けるつもりだったのだ。



　そしてまた、同時に、ディーの立ち位置も分かった。



「……ディーさん、あなた前に〝世界を終わらすのが、ボクの世界の救い方だ〟って、言ってましたよね……」



「言ったね」



「それ、どう言う意味ですか」



　ディーは
嗤
 わら

 った。
魔
 ま

 
女
 じよ

 のように嗤った。



「ふふふ、アイ。もう分かってるくせに。ボクが終わらせたい世界が、ボクの世界じゃないってことに」



「それでも、あなたの口から聞きたいんです」



「ボクが終わらせたい世界は外の世界だ
 」



　ふっと、ディーは会話を続けながらオーブンを開いて菓子を確認した。



「ねぇアイ、この世界がずっと、ずーっとあり続ける上で、
邪
 じや

 
魔
 ま

 なのはなんだと思う？」



「アリスさんです」



「ぷっ、すごい正解。アリス邪魔だよねー。でも彼は
排
 はい

 
除
 じよ

 できないよ。なぜならアリスも、この世界の大事な一部だからね」



　
爪
 つま

 
楊
 よう

 
枝
 じ

 をさして焼き具合を見る。まだまだ。



「それに、アリスには結局何も出来ないもの。……ただ、彼がさ、ガラスの向こうに行こうとするでしょ
 ？」



「え？」



　最後の
台詞
 せりふ

 は、質問の形をしていたが質問ではなかった。ディーは急に独り言でもいっているかのように
囁
 ささや

 きだした。



「それで、ぼろぼろに、なるでしょ？　だから、その時思ったの。ガラスの向こう
 。それ自体をなくしちゃえ
 ば、
流石
 さすが

 にアリスも
諦
 あきら

 めるだろうって」



　視線が合う。その時にはもう、ディーは幽霊に戻っていた。



「それに、もし万が一ってことがあるからさ。この世界を
壊
 こわ

 すものは、きっと外からやってくる……だからボクは囁く
 。世界の酸化を早めて終わらす
 」



「そんな……」



　
衝
 しよう

 
撃
 げき

 が右足の小指から
髪
 かみ

 の毛の先まで走り
抜
 ぬ

 けていった。



「そんな、そんなこと！」



「許されない？」



　当然です！　と叫びそうになったところを、ぐっと、寸前で押さえる。



「……ありがとアイ。いまのキミなら、そう軽々しく『当然だ！』なんて言わないと思ってた。
嫌
 いや

 だとは感じても、話くらいは聞いてくれると、思ってたよ」



　だから話したんだ。とディーは照れたようにいった。



「ボクだって、ね。最初からこんな風に思ってたわけじゃないんだよ……。あれは、そう、三番目のアリスのころだ。あれでボクたちはアリスのいうことを信じたんだ。あの頃は大変だったけど楽しかったなぁ。みんなで
一
 いつ

 
致
 ち

 団結して、ここから出ようって
頑
 がん

 
張
 ば

 ってた。あの頃はボクも、頑張って現実の世界に戻ろうって本気で思ってたよ。自分が死んでることも忘れてたしね……」



「…………」



「初めて外に出られて、その時からちょっとずつ考えが変わったんだ。いまでも覚えてるよ、初めて外に出て、死者を見たときの気持ち『こんなところへ戻るの
 ？』って思ったよ」



「…………」



「それでも、さ、ボクはまだがんばれたよ。なによりアリスが諦めてなかったからね。その頃のボクはまだがんばれてたんだ。外の世界がどんな具合になっていても、そこに帰るのが当たり前だと思った。みんなだって解放されたがっていると思った。だからがんばったよ。ずっとずっと、がんばってきたよ。



　……自分が死んでるって、気付くまではさ……」



「…………」



「ねえ、アイ。ボク。悪い子かなぁ？」



　ディーは、見捨てられたようにいった。



「もちろん、さ、ボクは悪い子だよ。自分が消えたくないがためにみんなを
縛
 しば

 って、関係ない人全員に早く死ねって囁く悪い子だよ。石投げられて、首切り落とされても文句言えない。悪い子だよね」



　それでも、



「それでも、やっぱり、ボクが、悪いのかなぁ？」



　ディーは
淡
 たん

 
々
 たん

 と、自分が死んだときの話をするように
喋
 しやべ

 った。



「死を受け入れられない。みんなを解放できない。ボクが、悪いのかなぁ……」



　
幽
 ゆう

 
霊
 れい

 は、化け物は、泣いていなかった。まるで泣くことを忘れてしまったかのように、言葉だけを
吐
 は

 いていた。



「……いいえ」



　アイは応えた。



「あなたは……ディーさんは、悪くありません」



「はは、噓ばっかり。
慰
 なぐさ

 めはいらないよ」



「本当です。あなたは悪く、ありません。ただ、弱かっただけです……」



「弱かった？」



　ええ、とアイは
頷
 うなず

 く。



「悪いよりも悪かったことに『弱かった』ただ、それだけのことです……」



「……はは、ははは」



　なるほどね、とディーは笑った。



「そっかそっか、悪いよりも悪かったことに、か。……そうだね、きっとボクは、悪より悪いんだろうね」



　まさしく化け物だね……。とディーは嗤い。ずるずると調理台にもたれ
掛
 か

 かった。



　アイは掛ける言葉を失って立ち
尽
 つ

 くした。ディーは低い位置からそれを見上げて、



「……でも、じゃあ、さ、アイはそれで、どうするの？」



「どうするって……なにがですか？」



「アリスの願いを、
叶
 かな

 えるんでしょ」



　ゆらりと、ディーのまとう空気が変わった。



「アリスがどうやってこの世界を壊すつもりかなんて、ボクは知らないけどさ。もし、その時が来たら、さ。キミは、ボクを
埋
 う

 めるの？　消えたくないって泣くボクを、キミのシャベルで、埋めちゃうの？」



　ディー・エンジー・ストラトミットスは囁く。
悪
 あく

 
霊
 りよう

 のように囁く。



　しかしその囁きも、今のアイには通用しなかった。



「そんなわけないでしょう」



「え？」



「まったく、何を考えているのかと思ったらそんなことですか。私、これでも散々あなたに言ってきたと思うんですけどね……」



「な、なにを？」



「人のことを敵だ敵だと言うのはいいですが。──本当はよくありませんが──だからって、相手も自分の事を敵だと思ってるはずだなんて思わないでください。私、何度も言ってきたじゃないですか。──私はあなたの、味方だって」



「あ……」



「私は『みんな』の願いを叶えたいんです。ええ、もちろんアリスさんの願いも叶えますよ。でもそれは、ディーさんの願いを
踏
 ふ

 みにじるという意味ではありません。そもそも〝解放されたい〟と〝消えたくない〟と言う願いは競合しません。とっても簡単な問題です。両方叶えればいいんです」



「そ、そんなこと！」



　無理だよ！　と叫びそうになって、ディーは、ぐっと、寸前で押さえた。



「ふふ、ディーさんもようやく私の事が分かって来ましたね。──私、無理とか不可能って
嫌
 きら

 いなんです。それに対してだからどうした
 って言ってやるのが、好きなんですよね」



　ディーは
啞
 あ

 
然
 ぜん

 として、口を大きく開けて、



　その時「りりん！」とベルが鳴った。



「あ、焼けました。じゃあ続きは後で話しましょうか。お二人の……いえ、みんなの願いが叶うような、そんな方法を探しましょう」



　アイが慣れた手つきで自分用の
鍋
 なべ

 
摑
 つか

 みを出し、オーブンを開けた。なかから熱気が
逃
 に

 げ出して
前
 まえ

 
髪
 がみ

 がちりちりとカールした。



「わ、おいしそうです。流石ディーさん。……で、味見は何個までいいんでしょう？」



「え、あ、えっと」



　ディーはすさまじい日常感に
襲
 おそ

 われていた。
足
 あし

 
下
 もと

 が
揺
 ゆ

 れたような
酩
 めい

 
酊
 てい

 感を味わい。世界の事で
悩
 なや

 んでいた脳が味見の個数を決めかねて混乱している。



「私、十六個ぐらいでいいですよ」



「……
駄
 だ

 
目
 め

 、三個」



　
応
 こた

 えたときには、もう、



　ディーは幽霊でも
怪
 かい

 
物
 ぶつ

 でもない、ディー・エンジーに
戻
 もど

 っていた。



「……まったく、調子
狂
 くる

 うなぁ」



　ディーはずるずると立ち上がって、自分の鍋摑みに手を通す。



「……叶わない、のかな」



「なにが」



「ううん、なんでも……ねえ、アイ」



「なんですか？」



「もし、さ。もしもだよ。ボクが、全部受け入れてさ。……死んじゃってもいいって、なったら。キミはどうするの？」



「へ？」



「いや、ちがうな、そうじゃない。死んじゃってもいい、じゃなくて死にたい
 って、まるでボクが聖女みたいにこころ入れ
替
 か

 えてさ、みんなのためなら喜んで消えます。って言い始めたら。キミは、どうするの」



「…………」



「ボクのこと、喜んで埋める？　無表情で埋める？　それとも悲しんで埋める？」



「全部〝埋める〟じゃないですか……」



「じゃあ、埋めないの？」



　アイは深呼吸一回分の
沈
 ちん

 
黙
 もく

 を
挟
 はさ

 んで、



「わたし、基本的に、やっぱり人は、いつかは消えるものだと思っているんですよね。それが正しいと、思います」



「うん」



「人は消える。それは正しい。でも〝人間〟が消えちゃ、駄目だと思うんです。個人が消えるのは正しい、でもみんなが消えてしまうのは駄目なんです。だから、私は、個人が消えたいと願うのを、止めようとは思いません……でもいま、それをやってしまうと、本当に全部消えちゃうんですよね。だから──」



「あーあーあーあー。そういうこと聞きたいんじゃないの！」



　ディーはぶにっとアイの
頰
 ほ

 っぺたを挟んで
潰
 つぶ

 した。



「キミは、ボクが『埋めて』って
頼
 たの

 んだら。ボクを埋めるの？　どうなの？」



「う、埋めたくはないですよ。でも──」



　まるで、今がその時であるかのように、アイは
涙
 なみだ

 
目
 め

 になった。



「でも、きっと、私は、そうなったとき、ディーさんを埋めると、思います……」



「そっか」



「はい……」



「なにしょげてるのさ。いいよ。そんなの最初から分かってたことだよ。
人食い玩具
 ハンプニーハンバート

 を埋めたキミだもの。いまさら情なんかで夢を
諦
 あきら

 めないって、分かってたよ」



「ごめんなさい……」



「でも、あーあ、残念。アイと仲良くなって、いざとなったら情に
縋
 すが

 る作戦はこれで失敗かー。くそ、めんどうなんか見なきゃ良かった。こら、お
菓
 か

 
子
 し

 返せ」



「え、そんなつもりだったんですか……」



「…………
噓
 うそ

 だよ。ほら、上げるよ。四個食べていいから」



「……六個がいいです」



「こいつ……」



　ディーは歯ぎしりをして、もう好きなだけとれとばかりに
籠
 かご

 をよこす。アイは「わーい」と、いま絶望したカラスがすぐに笑って、
粗
 あら

 
熱
 ねつ

 の取れたレモンバーをひとつ食べ、



「あ、それじゃあ折角ですから、これ食べながらこれからのこと相談しましょうか。アリスさんにも説明しましょう。あ、でもあの人のことだから、もう全部知ってて──」



「だめ！」



　
和
 なご

 みかけた空気がまた、
緊
 きん

 
張
 ちよう

 に戻った。ディーははじけるように
振
 ふ

 り返ってアイの
肩
 かた

 をギシリと
摑
 つか

 んだ。



「お願い！　アリスには絶対に言わないで！」



「……ディ、ディーさん痛い」



　その目は絶望と
恐
 きよう

 
怖
 ふ

 に染まっていた。



「な、なんでそれほど──」



「お願い……お願いだからアイ……アリスには言わないで……。アリスは、知らないんだ。ボクが死んでるって、知らないんだよぅ。知らないで、あんだけ
頑
 がん

 
張
 ば

 ってるんだ。どんなに分厚い
壁
 かべ

 があっても、諦めないでここまで来たんだ」



「…………」



「そのアリスがさ、ボクの死ぐらいで
 、諦めると思う？」



　アイは答えることが出来なかった。



「ううん……もしかしたらアリスは知っているかも知れない。ボクが死んでるって気付いてて、ここを
壊
 こわ

 したらボクが消えちゃうって分かってるかも知れない。でも、それでもいい、もし本当にそうだとしても、ボクはかまわない。ボクが知らなければ
 、かまわない。でも──」



「…………」



「でも、もし、それが分かっちゃったら、〝お前が消えてでも、俺は解放されたい〟って、アリスが思ってるの、分かっちゃったら……」



　ディーは
嗤
 わら

 った。自分を嗤った。



「ボク、結構すごい
奴
 やつ

 なんだよ……自分のためなら、
誰
 だれ

 だって殺せるし……世界一つだって
滅
 ほろ

 ぼしてみせるよ……そのためだったら、なんだって出来るよ……でも」







「アリスに〝いらない〟って言われたら──」







　そこから先は言葉にならなかった。



　ディーの体から力が
抜
 ぬ

 けた。
膝
 ひざ

 は折れて、アイの体にしなだれかかった。



　──────。──────。



　ディーは、嗤うように泣いていた。声も上げずに泣いていた。



　アイは右手で優しく体を
抱
 だ

 きとめ、



「ディーさんは」



　左手でゆっくりと頭を
撫
 な

 でて、言った。



「アリスさんの事が、好きなんですね」



　ディーは、涙と鼻水でぐしゃぐしゃになった顔を
隠
 かく

 すように、
頷
 うなず

 いた。







　　　　[image: ]








　ディーはまっ赤になるまで鼻をかみ、
涸
 か

 れちゃうんじゃないかと心配になるくらい涙を流してから、ようやく落ち着きを取り戻した。



「……見苦しいところを、みせちゃったね……」



「いえいえ」



　チーン。とやる。



「それにしても、ディーさんがアリスさんの事を好きだったとは……意外です」



「……ボクも」



「いやいやいやいや」



　二人は家庭科室の
床
 ゆか

 に並んで両足を放り出して座っていた。窓からの西日がディーの両足を
跨
 また

 いでアイの左足だけを温めている。



「なんですか〝ボクも〟って」



「……いや、ボク、アリスのこと好きだったんだなーってさっき気付いたし……」



「はぁ？」



　何を言ってんの？　という顔。



「なに言ってるんですか？」



　実際にも言う。ディーはもう一回チーンと鼻をかんで、



「そっかぁ……ボク、アリスのこと好きだったのかー」



「え？　それは、さっき好きになったってことですか？」



「ううん。今思えば小等部のころから──」



「遅っ！」



　アイはばーしばーしっと自分の膝を
叩
 たた

 いて。



「ディーさん！　気付くの遅っ！」



「う、うん。でもそんなに言わなくても……」



「ていうか前、ムーさんとかにからかわれて『本気で
違
 ちが

 うから』って
迷
 めい

 
惑
 わく

 してたじゃないですか！」



「う、うん。あの
頃
 ころ

 は本気でそう思ってたんだけれど。今思うとあれは、照れ隠し？」



　キャッ、と顔を赤くして
頰
 ほお

 を挟む。



「……どうしよう、ディーさんが可愛い……」



「そ、そんなことないよ」



　ディーは目も鼻も、そして頰も赤くして照れに照れた。アイは「はぁ」とため息を
吐
 つ

 いた。



「……お菓子、食べますか」



「うん」



　すっかり熱の取れたレモンバーをようやくぱくつく。ラムネが散らされたレモンバーは、口の上でシュワシュワとはじけて甘かった。



　一番星。西日さす午後の家庭科室。涙と
恋
 こい

 とレモンバー。



　なにか、小説のワンシーンみたいな時間だった。



「でも、そっかーボク、アリスのこと好きだったのかー」



「まだ言ってる……」



　アイはもう、無視しようと決めてレモンバーをぱくついて、



「あ、じゃあ、ボクがアイに
突
 つ

 っかかってたのって、あれ
嫉
 しつ

 
妬
 と

 かー」



　すぐに無視できなくなる。



「………………はい？」



「そっかそっか、あーなんかいろいろ
腑
 ふ

 に落ちた。そういうことか、思えばアリスが助ける子って、ボク毎回気にくわないんだよね。そっかー」



「ちょっと、ディーさん？」



「そっかそっか、嫉妬かー、えへへー」



「ちょ、ま、ストップ。ディーさんストップ」



　なぜか幸せそうなディーを制して、アイは
眉
 み

 
間
 けん

 を
揉
 も

 み、



「なんで、ディーさんが、私に嫉妬するんですか？」



「え？　だってアイもアリスの事で好きでしょ？」



「はぁ？」



　なに言ってんの？



「なに言ってるんですか？」



「え？　あれ？　あれれ？」



　ディーは一足す一の計算を
間
 ま

 
違
 ちが

 えたような顔をしてその答えに
吃驚
 びつくり

 していたけれど。すぐに「ああ」と得心顔で、



「まだ気付いてないだけか」



「ちょっと、ちょっとまってください。さっきからその決めつけはなんなんですか？」



「なんだって言われても。……え？　じゃあアイはアリスの事
嫌
 きら

 い？」



「嫌いではないですけれど……」



「じゃあ好きじゃん」



「だからそういう二
択
 たく

 はやめてください。そっちじゃないからこっち、なんて問題じゃないでしょう」



「そうかな？」



「そうですよ、だいたい、私……
恋
 れん

 
愛
 あい

 とかって、よく分かりませんし」



　ディーは実にむかつく顔をした。初心者が初心者未満を
馬
 ば

 
鹿
 か

 にするときの顔だ。自分だって
一
 いつ

 
瞬
 しゆん

 前まで初心者未満だったくせに。



「ま、その
歳
 とし

 じゃそうだよね。うんうん」



「…………」



「でも、さ。逆算すると、ボクがアイの歳にはもう、アリスのこと好きだったよ」



　十三歳ってそういう歳だよ。とディーはこぼした。



「気付いてないだけじゃん？　後になんなきゃ分かんないもんなのかもよ？」



「……そんなことないですよ」



「だから、それも後になんなきゃ分かんないんだってば。……む、そこまで意固地になるってことは、もしかしてアイってばもう──」



「はいはい」



　本当に何を言っても
無
 む

 
駄
 だ

 。という感じになったので、アイは適当に頷いて立ち上がった。



　でも、ディーはディーでなにか確信があるらしく、にやにや笑いを止めようとしない。



　下校のチャイムが鳴った。



　レモンバーはとっくになくなっていた。







　　　　[image: ]








「ふふふ、でも、アイが、そうなのかー」



「もう、なんなんですかさっきから、そんなに私を
恋
 こい

 
敵
 がたき

 にしたいのですか？　
略
 りやく

 
奪
 だつ

 
愛
 あい

 ですか？　そういうのがディーさんは楽しいんですか？」



「ああ、
大
 だい

 
丈
 じよう

 
夫
 ぶ

 。ボクは恋敵にはならないから、安心してよ」



「え？」



　アイは
驚
 おどろ

 いてディーを見た。



「……告白とか、しないんですか」



「あはは、アイも無茶言うねー」



　ディーは夕日を背負って嗤っていた。



「アリスを、好きだった
 のは〝十六歳のディー・エンジー〟だよ」



「？　だから、それってディーさんじゃ……」



「ここにいるのはただの
幽霊
 ばけもの

 だよ」



「……そんな」



「アリスのことを好きだったのは、ただの十六歳の女の子だよ、……
明日
 あした

 の生を疑いもしないで、彼が
遅
 ち

 
刻
 こく

 したくらいで本気で心を痛めて、作ったご飯をおいしいと言ってもらえるのを、なによりうれしいと思う。そんな子さ。──そしてその子はもう死んでる」



　ここにあるのはその抜け
殻
 がら

 さと、ディーは嗤った。



「彼を好きだった子はもういない。ここにいるのは人殺しを覚えた、ただ
一
 いつ

 
匹
 ぴき

 の化け物だよ。彼を殺し、友達を殺し、世界を殺す。『幽霊』さ……可愛いディーはもういない」



「……そんなことないです。ディーさんは可愛いですよ」



「いや、そういう事じゃなくて……」



　思わず
脱
 だつ

 
力
 りよく

 しかけたディーはアイを見て、



　その
瞳
 ひとみ

 の力強さに、たじろいだ。



「ディーさんは、可愛らしい人ですよ」



「あ、ありがと……」



「ディーさんは、確かに、人殺しで、幽霊で、性格が悪くて、お調子者で、ドジで、人の気持ちとかあんまり考えないでズバズバものごとを言っちゃう、ちょっと空気読めない人ですけれど──」



「おい」



「昔のディーさんは、ひょっとするとそういうところが全然なくて、
完
 かん

 
璧
 ぺき

 
超
 ちよう

 
人
 じん

 なお
嬢
 じよう

 様かもしれません。……でも、いまのディーさんもきっと、それくらい可愛いままですよ」



「……そっかな」



「そうですよ」



　言って、アイは立ち上がり、地面の彼女に手を差し出した。



「私はあなたが幽霊でも、化け物でも、ただの女の子でも、区別したりはしませんよ。──きっと、アリスさんだってそうですよ」



「…………」



　ディーはその小さな手をじっと見つめて、



「……やっぱり、かなわないのかなぁ……」



「え？」



「ううん、なんでもない」



　そっと
摑
 つか

 んで体重を預けた。



　アイは軽々と彼女を引き上げた。



「さ、それじゃあ早く、帰りましょう」



　笑顔。



「なんだかみんなの顔が見たい、気分です」











　そしてまた、時が過ぎて、
暦
 こよみ

 は六月を跨いだ。





　　　　II






　タッタッタッタッ──と、気持ちの良い昼下がり、アイはバスケットを
抱
 かか

 えてリズム良く走る。初夏の日差しがうなじを焼き、バスケットの中のビスケットが焼きたての熱を放っている。



　宿直室を
覗
 のぞ

 くと、セリカのまわりにユリーも
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 もいた。アイはほかほかのビスケットを取り出して二人にあげた。ユリーが「うまい」と目を丸くし、
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 が「まだまだ」という表情をする、最近
離
 り

 
乳
 にゆう

 
食
 しよく

 を始めたセリカが調子に乗って「くれ」とせがむ。



　初めて、一人でつくったお
菓
 か

 
子
 し

 だ。



　アイはくふふ、と頰を
膨
 ふく

 らましてバスケットを頭に
掲
 かか

 げ、道行く知り合いを見つけては
片
 かた

 っ
端
 ぱし

 からビスケットを配り「おいしい」「上手」と言ってもらった。メンヒムなどは「アイから食べ物を
奪
 うば

 われるのではなく、
与
 あた

 えられるなんてなにかおかしい」としきりに首を
捻
 ひね

 っていたので
蹴
 け

 っておいた。



　ビスケットはあっという間に少なくなった。



　バスケットの中にビスケットはふたつ♪



　アイは歌をうたってグラウンドに出る。いない。教室にもいなかった、新聞部の部室にもいなかった。ひょっとしたらと思って行った理事長室にも当然いなくて、アイは残り少ないビスケットを死守してアリスを探した。



　バスケットボール部の部室にも行ってみたが、今日は試合があって、外に出ているのだという。



　アリスはそれで、学校にいなかったのだろう。



　アイは
肩
 かた

 すかしを食らった気分でバスケットを抱え、トコトコと歩いて校舎に向かった。アリスに焼きたてを上げられなかったことが、思いの
外
 ほか

 ショックだった。



『ほら、みたことか』



　とディーの
幻
 まぼろし

 が出てきていう。アイは幻を置き去りにして早足で歩く。最後に、いるわけないよなと思いつつ、校舎裏のコートを見に行ってみた。



　なんと、いた。



　アリスはダンダンとボールを複雑に
弾
 はず

 ませて、
架
 か

 
空
 くう

 の相手に二回のフェイントを入れた後フェイダウェイ。



　ボールはゆっくりと回転しながら宙を飛び、
リングに触らず通過
 ナツシングバツトネツト

 して、テンテンと
足
 あし

 
下
 もと

 に転がった。



　アリスは一試合終えた後のように
汗
 あせ

 だくだった。それも、ものすごく
消
 しよう

 
耗
 もう

 していて息が上がり、顔色は紅潮を通り
越
 こ

 してチアノーゼに近くなっていた。



　すぐにビスケットを
自
 じ

 
慢
 まん

 しようと思っていたアイは
気
 け

 
圧
 お

 されて、さっとそれを
隠
 かく

 してしまった。



「ア、アリスさん？」



　アリスはへろへろになりながらもまだボールを拾う。
股
 もも

 を通してのドリブル、視線だけのフェイントでぬいてレイアップ。これもナッシングバットネット。



　アイは、なんだかすこし
怖
 こわ

 くなってしまった。目の前のアリスはたしかにアリスなのに、それでも
違
 ちが

 うなにかに見えた。



　アリスのプレイングは
疲
 つか

 れ果て、ボロボロで、上手くはなかったけれど、でも最後のシュートはいつも正確で、鋼鉄のリングを一度もゆらさず、「ぱしゅっ」という音を
響
 ひび

 かせて地面に落ちた。



　アイはそれを、
綺
 き

 
麗
 れい

 だなと思った。



　でも──



「ちくしょうが!!
 」



「きゃ！」



　アリスの
怒
 ど

 
号
 ごう

 、
癇
 かん

 
癪
 しやく

 をおこしたようにボールを片手で摑み、そのまま空へ投げつける。ただ、高く高く投げられたボールは月のように空に
浮
 う

 かび、そのまま重力に引かれて落ちてきた。



　そして「ぱしゅっ」と、



　ナッシングバットネット。



　速度をまったく殺されなかったボールはひときわ高く
跳
 は

 ね上がり、てんてんと転がってアイの足下までやってきた。



　それを見て、ようやくアリスは活動を止め、瞳に理性の色を
戻
 もど

 してアイを見つめた。



「よう……」



「…………」



　アイは無言。



「……かっこわるいとこ、見られちまったな」



「いいえ」



　アイはなんにも気付かなかったふりをして、



「ビスケットを焼いたんです」



　バスケットを差し出した。



「
一
 いつ

 
緒
 しよ

 に食べましょう」
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　アリスはビスケットよりも一緒に持ってきたお茶のほうがありがたかったようで、
水
 すい

 
筒
 とう

 一本を丸まる飲み干して「めちゃくちゃ上手かった」といった。



　こっち食べてから
褒
 ほ

 めてください！　とアイはビスケットを差し出す。アリスはそれをひょいと食べて「うまい」と簡単に褒める。



「……本当にそう思ってます？」



「お前はどうなんだよ」



　といって、二個しかなかったうちの片方を口に押し込まれる。まだ暖かい口当たり、外側のさくさく感とハチミツの甘さ。



「……おいしいです」



「だろ」



　アリスはあっという間に一個を食べ終えて、指先を
舐
 な

 めて「ごちそうさま」をした。



　アイはモグモグとゆっくり食べる。そういえば味見以外では食べるのは初めてだった。



　アリスは
手
 て

 
慰
 なぐさ

 めにボールをくるくると回して、校舎の
壁
 かべ

 にぽーんと投げた、投げた先には
海
 かい

 
賊
 ぞく

 旗の落書きがあって、アリスは
髑
 どく

 
髏
 ろ

 の右目を正確に
狙
 ねら

 う。



　二度、四度、八度、十六度──、



　アイは、ビスケットを食べ終わってナプキンで手を
拭
 ふ

 き、それからお皿やシートをしまって声を
掛
 か

 けた。



「今日……なにかあったのですか？」



「……まあな」



　アリスは短く答えた。髑髏が四十七回目の
直
 ちよく

 
撃
 げき

 を受けた。



　二人はそれから言葉をかわさず、ただ、春の日差しの中で一緒にいた。



「今日って言っても……十四年も前の、今日だけどさ……」



「…………」



「俺、さ」



　その、日だまりの中で、やがてアリスは語り出した。



「この競技、すげー好きなんだよ。子供のころからずーっとやっててさ、好きって気持ちなら
誰
 だれ

 にもまけねーんだ」



「…………」



「つっても、そんなもん本人の上手さとは関係ないわけで、ある程度まではいけても、そっから先は頭打ち、俺はこの通り背が高いわけでも、足が速いわけでも、ないからさ。ちゃんとした試合に出させてもらったことは一回もない。ディーなんかはよく
馬
 ば

 
鹿
 か

 にして〝なんでやってるの？〟なんて言ったもんだ。──これについては俺にもよくわかんねぇんだけどな。むしろなんで
皆
 みんな

 やんねーの？　って思う」



　無言。アイは相づちもうたない。



「……それが、今日──十四年前の今日──初めて、試合に出させてもらった」



　テン、テン、とボールが地をつく。



「つっても、後半だけだったし、ぶっちゃけ前半でほぼ負け試合だったし
監
 かん

 
督
 とく

 もあきらめがあったんだろうけどな。でも俺は
諦
 あきら

 めなかった。チームメイトも諦めなかった。そっからがすごかったんだぜ！」



　アリスは──こう言い表すのはおかしいけれど、でも──少年のように、顔を
輝
 かがや

 かせ、両手を大げさに
振
 ふ

 り回し、
身
 み

 
振
 ぶ

 り
手
 て

 
振
 ぶ

 りで説明した。



「ここでやらなきゃいつやるんだ！　って思ってさ、それまで『もしも試合に出たら』って考えてたこと全部やってやった。うぬぼれだけど、今でもあの試合は俺が作ったと思っている。そしたら後半十分で監督が
欲
 よく

 出して俺を下げようとしたんだ。まあ、それ自体は
普
 ふ

 
通
 つう

 の判断だけれど、そしたらエドの
野
 や

 
郎
 ろう

 が急に『腹がいてぇ』とか言い出して、サッフィーとかケリックの
奴
 やつ

 まで『足が痛い』『ねんざしたかも』とかつづくわけよ。バッカ野郎お前ら、こちとら後半だけで限界だよ、これ以上走らせんなと思ったけど、……あれはありがたかったなぁ」



　アイは、目の前でキラキラと話すアリスの姿をじっと見ていた。そこには世界の事も、使命のことも
全
 すべ

 て忘れた、ひとりの少年の姿があった。



「試合は一進一退のまま、時間だけが過ぎていった、こっちが点とれば次はあっち、あっちがとれば今度はこっち、でもそれじゃぁいつまでたっても逆転出来ない、どっかでブレイクスルーが必要だった。ラスト一分。最悪だ、こっちの手番の
隙
 すき

 を
突
 つ

 かれた、ゴールを割られて二ゴール分リードされる。三十秒、どうにかワンゴール決めるがボールは向こうの手番。
防
 ぼう

 
御
 ぎよ

 無視で奪いに掛かる、が、読まれてた、十秒、向こうはあえて一人を走らせてロングパス、とにかくゴールからボールを放す作戦だ。五秒、でも俺は読んでいた。三秒。
噓
 うそ

 だ、本当はもう動けなくて
自
 じ

 
陣
 じん

 にいただけ、それでもとにかくインターセプトした。一秒。──そのときゴールは二十メートルも向こうにあった」



　俺は絶望したよ……。アリスは急に、全てが冷め切ってしまったかのように落ち着いた。



「初めてだったよ。あんな絶望。それまで何が起きたって、何を言われたってバスケが好きで、やめようなんて思わなかったのに、あのときだけは本気で絶望した。試合
終
 しゆう

 
了
 りよう

 一秒前で、一点差で、最後の試合で、よりによって俺の手の中に敗北を
渡
 わた

 されて……俺はちくしょう、と思ったよ。何に対してだかは分からない。ただ俺は
畜
 ちく

 
生
 しよう

 、と思ってボールを投げた。──どうか、入りますように──そんな風に願って、さ」



　そう言ってアリスは立ち上がりその場所から、相手のゴールを狙って
滅
 め

 
茶
 ちや

 
苦
 く

 
茶
 ちや

 に投げた。
距
 きよ

 
離
 り

 は二十五メートル。そんなもの、普通は入るはずがない。どんなにうまい選手でも、一割行けば良い方だろう。



　だが、







『ぱしゅっ』







　ブザービーター。



「俺たちは勝った」



　ボールは実に美しい
軌
 き

 
跡
 せき

 を引いて、
柔
 やわ

 らかな
網
 あみ

 に飛び込んだ。



「そして俺はバスケをやめた」



　アリスはふっと、ボールから目を
離
 はな

 し、そんなものに興味などなかったかのように戻ってきて
隣
 となり

 にすわった。



「ま、そりゃそうだ。狙った場所に狙ったものを飛ばせるなんて奴が、こんな競技できるわけねーよ。バスケってのは『狙っても外れる』からおもしろいんだ。……こんな規格外のための競技じゃねーんだ」



　アリスは、とくに悲しそうではなかった。



　それがアイには、いやだった。



「わりいけど、慰めるのも、
諭
 さと

 すのもやめてくれよ。俺、今。わりとギリギリだ」



　
釘
 くぎ

 を
刺
 さ

 されて
喉
 のど

 を
詰
 つ

 めさせる。



　テンテンと、ボールがむなしく転がった。



「俺さ、願いってのは、
叶
 かな

 っちゃいけないと思っているんだよ」



　アリスは急にそんなことをいった。



「それは……
極
 きよく

 
端
 たん

 すぎやしませんか？」



「だと思うよ。だからこれは俺の持論」



　テンテンと、転がってきたボールを
蹴
 け

 り飛ばす。



「願いなんてのはさ、叶わないからいいんだよ……。叶わないから努力するし、叶わないからいつまでも前に進める。でも叶っちまったら……そいつはもう、先には進めないじゃないか……」



「…………」



「願いは、叶わないから、綺麗なんだよ……」



　まるで、自分のことを言われている気がした。



　そして同時に、アリス自身の事を言っている気がした。
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　アリスは急に照れたように「はは」っと
乾
 かわ

 いた笑いを
漏
 も

 らした。



「なんか
恥
 は

 ずかしいなおい、なんでこんな話になったんだ？」



「…………」



「おい、どうしたよ。……アイ？」



「…………」



　アリスがこちらをのぞき込み、
動
 どう

 
揺
 よう

 した面持ちを見せる。アイはそこから
逃
 のが

 れるように、ますます顔を
伏
 ふ

 せてしまう。



「…………………………………………お前、泣いてんの？」



「な、泣いてませんよ……」



　その時までは、たしかに泣いてはいなかった。



　でもそう聞かれ、答えたときにはもう、視界は
涙
 なみだ

 で
埋
 う

 まっていた。



「……う……」



　顔がうつむき、
膝
 ひざ

 が
抱
 かか

 えられ、体が泣くときの姿勢になる。



「ちょ…………なんでお前が泣くんだよ」



「アリスさんが……泣かないからですよ……」



「なんで俺が泣くんだよ」



「悲しいことが……あったからですよ」



　アイはぽろぽろと涙をこぼしながらしゃがみ込むアリスを見つめていた。



「知らなかったんですか？　ひっく……私は、悲しいと、泣くんですよ……」



「……知ってるよ」



　アリスの手が、くしゃりと乱暴に頭を
撫
 な

 でた。



「あなたも、悲しかったら……泣けばいいんですよ……こんなところで自分をいじめてないで、誰かのところで泣けばいいんですよ……」



「……そう、だな」



　アリスは、やはり無表情で、



「そっか、じゃあお前は、俺の代わりに泣いているのか……」



「………………」



「はは、そっか、ありがとよ……なんだか今日は、お前によくしてもらってばっかりだな。
菓
 か

 
子
 し

 をもらって、話聞いてもらえて……おまけに代わりに泣いてもらって……」



　アリスがしわくちゃのハンカチを渡してきた。アイはそこに顔を埋める。



「ほんと、不思議な奴だよ。……お前みたいな奴、初めてだ。……こんな話、
普
 ふ

 
段
 だん

 は絶対しねーのにな。誕生日の時も、押し切られちまってさ。くそ……弱っちいな俺……なんでお前相手だとこんななんだよ、らしくない──って、今の
愚
 ぐ

 
痴
 ち

 もそうじゃねえか。しっかりしろよ……ああ、もう……」



「へ？」



　アリスは自己
嫌
 けん

 
悪
 お

 するように頭を抱えてぶんぶんと振った。



　その姿は、なんだか照れているように見えた。



　涙が引っ込む。代わりに
頰
 ほお

 が赤くなる。
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「わ、私にだけとか、そんな言い方やめてくださいよ。なんかこっちまで恥ずかしくなっちゃうじゃないですか。別に恥ずかしい話でもないですし、みんなに言えばいいじゃないですか」



「……まあ、そうなんだろうけど」



　アリスはばたりと
倒
 たお

 れ込む。



「なかなか、言えるもんじゃねーよ。やっぱり」



「…………」



「今日は、本当にありがとうな」



　そういって、アリスは
唐
 とう

 
突
 とつ

 に立ち上がった。ボールと
鞄
 かばん

 を拾ってこちらに背を向ける。



　アリスはまた、ひとりになろうとしていた。人を傷つけるのを
恐
 おそ

 れて、たった一人に、戻ろうとしていた。



　言ったそばから、すぐこれだ。



　アイは「は──っ」と長い長いため息を
吐
 つ

 いた。なにが「まあ、そうなんだろうな」だ。アリスはなんにも分かっていない、



　自分は、一人になるな。と言ったのに。



　その
瞬
 しゆん

 
間
 かん

 、アイは
弾
 はじ

 かれたように
駆
 か

 けだした。座っていたときそのままの高さで地面を
這
 は

 い、アリスのボールを背後から
奪
 うば

 う。



「あ、こら──」



「アリスさん」



「ん？──っと」



　パスを返す。



　アリスは「？」と
困
 こん

 
惑
 わく

 顔でボールを回す。



「──なんのつもりだ？」



「勝負しましょう」



「ああ？」



「一対一で、私と勝負です」



「……は？　なに言って──」



　──んだよ。のあたりでアリスがシュート。ほれぼれするような見事な
騙
 だま

 し
討
 う

 ちだった。



　しかし、アイはそれを読んでいた。



「ほっ」



　ぴよーんと、常識人なら気分を悪くするような大ジャンプでもって、アイはリングに落ちる寸前のボールを横からかっさらった。



「へっへーん」



「…………」



「多分、私も、試合には出られませんね」



　ぽいっと反対のゴールにボールを投げ、それを追いかけるようにジャンプ。アリウープからのダンク。



「一点先取ー」



「…………」



「どうですか？　結構いい勝負になると思いませんか？」



「…………」



「アリスさん？」



　アリスは、気を
抜
 ぬ

 かれたような顔で、ゴールにぶら下がるアイをしばらく見つめて、それから。



「……ゴール・テンディング」



「へ？」



「シュートされたボールは頂点を過ぎたら、
触
 さわ

 っちゃいけないんだ」



「え？　え？　え？」



「それと、ワンオンワンならハーフコートだ！」



　アリスはボールをかっさらって
猛
 もう

 
然
 ぜん

 とスリーポイントラインに
逃
 に

 げ始める。



「あ！　ま、まってください！　ずるい！」



　六月の空に、茶色いボールが
舞
 ま

 っていた。
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「まったくもー、アイってば、片付けもあるのにー……」



　ビスケットの完成と同時に、アイは調理室を飛び出して行ってしまった。はじめてひとりでちゃんと作れたのだ。まあ、盛り上がっちゃうのも無理もない。自分にだって覚えがある。



　それにしても
遅
 おそ

 い。



「ちょっと、探してくるね」



　ディーは他の部員にそう言い残して部屋を出た。さてどこまで行ったのか？　とりあえず道行く人に聞いてみる。幸いな事に、知り合いの多くがアイにビスケットをもらったらしくよく覚えていた。教室から職員室に向かい、新聞部を経由してグラウンドに向かう。



　とんとん
拍
 びよう

 
子
 し

 でそこまでいって、
目
 もく

 
撃
 げき

 証言はぱたりと
途
 と

 
絶
 だ

 えた。



　アリスに聞こうと思ってバスケ部の部室に顔を出す。しかし部員は
誰
 だれ

 もいない、



　その時点でディーは今日がなんの日だったかを思い出した。



　
慌
 あわ

 てて飛び出す。アイを止めなければならない。今日のアリスは、
駄
 だ

 
目
 め

 なのだ、この日だけは、駄目なのだ。毎年そうだ、この日のアリスは
余
 よ

 
裕
 ゆう

 がなくなってしまうのだ、
箍
 たが

 が、きかなくなってしまうのだ。



　あの、アリスが、
唯
 ゆい

 
一
 いつ

 「外」を
諦
 あきら

 めた日。



　それが今日なのだ。



　きっとアイはかわいそうな目にあってしまう。今日は、今日だけは本当に駄目なのだ、アリスに近づいちゃいけない、近づいた人間も、近づかれたアリスも不幸になるだけだ。



　息せき切ってグラウンドを走った。水飲み場の横をショートカットして、園芸部の
花
 か

 
壇
 だん

 を飛び
越
 こ

 えコートに向かう、この日のアリスはいつもそこで、自分の体をいじめるみたいにシュートを打っているはずだ。先回り出来ればよし、遅くなっても間に合えば問題ない。その時は自分が痛い目にあおう。



　校舎の角を曲がる。



　そこにはボールをつくアリスがいた。



　ディーは「アリス！」と声を
掛
 か

 けようとして、そこで止まった。



　アリスは、予想通り、自分に出来る限界に近い運動をしてゴールを
狙
 ねら

 っていた。



　でも、その時彼はひとりではなかった。



「はっはー！　おらおらどうしたどうしたー！　点差ついちまったぞー！」



「む！　ツーゴール差ぐらいで
偉
 えら

 そうに！　すぐに取り返してあげますよ！」



　それは、もうバスケットではなかった。アリスは「投げれる」ポイントさえあればどんな角度や体勢であろうとシュートを放ち、アイはそれを後ろから
 キャッチしてゴールをまもった。アイのオフェンス。アリスが反応も出来ない速度で自分ごと
 
股
 もも

 をぬき、ネズミ花火のように地面を走ってから打ち上げ花火に変化して飛び上がる。シュートは
全
 すべ

 てダンク。ボールを絶対に手放さないよう自分ごと
 リングに飛び込む異形のダンク。



「ほら！　追いつきました！」



「……いや、それさー。絶対なんか反則あると思うんだけど……」



「へー！　そんな反則あるのなら！　説明してくださいよ！　さあ！　さあ！」



「一応〝不必要にリングやネットに触っちゃいけない〟ってルールはあるんだが……まあ、いいか」



　そうして二人は勝負を続けた。時にアイが勝ち、時にアリスが勝ち、ゴール差は広がることなく平行につづいて、いつまでも、いつまでも、終わらないようだった。



　ディーはそっと、体を
壁
 かべ

 に預けた。そうしなければ座り込んでしまいそうだった。



　なにが起きているのか、頭が理解を
拒
 こば

 んでいた。



「アリス、さん、はー」



　
超
 ちよう

 低空でドリブルしながらアイが聞いた。



「どうしてそんなに、外に出たいんですか？」



　ディーは
物
 もの

 
陰
 かげ

 で息を飲んだ。



「あー？　そりゃそーだろー。こんなところに
繫
 つな

 がれて、ずっと歳取らないなんて
冗
 じよう

 
談
 だん

 じゃないだろ」



「じゃあ、もしも、もしもですよ？　そのために、
犠
 ぎ

 
牲
 せい

 が必要だったら。どうしますか」



　アリスの
荒
 あ

 れた呼吸がぴたりと
止
 や

 み、それから急に声を落ち着けて、



「……犠牲にもよるな」



「じゃあ、たとえばそれが──」



　言うな！



　ディーはいますぐその場所へ飛び出していってアイの口を止めたかった。もしくはこの場を
離
 はな

 れて逃げ出したかった。それなのに、体が言うことをきかなかった。



「──それが、あなたにとって、一番大事なものだったら？」



　アリスの呼吸が止まった。



「アイ……お前……」



「
詳
 くわ

 しくは聞かないでください。──答えてください」



　心が二つに分かれていた、片方はいますぐこの場から離れろと命じていた。でものこりの半分が、その答えを切望していた。



　アリスは、







「かまわない」







「俺は、俺が解放されるためならなんだってやる。なんだって犠牲に出来る」



　心が死んだ。



「……そうですか」



「なぁ、お前、なんでそんなこと聞いた？　どこで、何に気付いた？　ディーのやつか？　それとも──」



「……質問には答えられません」



　会話はまだつづいていた。でもディーにはもう、その先なんて興味がなかった。



　もう、なににも、きょうみなんてなかった。



　ただ、
一
 いつ

 
緒
 しよ

 にいる二人が、見たくなかった。
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　こんなことがあった。



　それは、まだ、世界塔に着く前の話、アリスが、誕生日を
迎
 むか

 えた翌日のこと。



　車の中を、小さな
蠅
 はえ

 が「くわん」と舞っていた。



　蠅はアイの頭上を横切り、ユリーの鼻歌を
突
 つ

 っ切り、アリスの頭を
旋
 せん

 
回
 かい

 してディーの元へやってきた。



　そのときディーはうとうとと、まどろみの中で
浮
 う

 いていた。昨日の、誕生日のせいなのか、頭の中は過去のことをつらつらと思い
浮
 う

 かべていた。



　その目の前で、蠅は窓ガラスにぶつかり始めた。



「……
馬
 ば

 
鹿
 か

 な蠅」



　まどろみの中で、ディーは蠅に
囁
 ささや

 いたりした。



「そこにはガラスがあるのに……キミには破れないものなのに……」



　しかし蠅はそんな言葉など気にもしないでぶつかり続けた。



「それでもキミは諦めないんだね。……どんな犠牲を
払
 はら

 っても……」



　何度目かの
突
 とつ

 
撃
 げき

 の後に、蠅はころりと転がり落ちた。その右眼は今の
衝
 しよう

 
撃
 げき

 か、はたまた以前からそうなのか、少し
凹
 へこ

 んで黒く
淀
 よど

 み、羽はゆがんで、左の後ろ足が
根
 ね

 
本
 もと

 から折れまがっていた。



　そんな姿になっても、蠅は止まろうとしなかった。



　ディーはそんな蠅に、囁いたりする。



「たぶんキミは……自分でも……もう〝止まれない〟んだよね」



　蠅は答えを返さない。ただ無言でガラスを
叩
 たた

 く。



「それがたとえ不可能事でも、ただ、傷付くだけだとして。止まることなんて出来ないんだよね……」



　ディーには傷付いた蠅が
哀
 あわ

 れで、かわいそうだった。



「だったら、せめて……」



　ゆっくりと右手を上げて力を
溜
 た

 める、弓のように引き
絞
 しぼ

 って、
鞭
 むち

 のように
振
 ふ

 り下ろす。



　バシリ、と
幻
 まぼろし

 の音が
響
 ひび

 いて、蠅はなすすべもなく
掌
 てのひら

 とガラスの間に押さえつけられた。



　だがそんなものに意味はなく。



　蠅は掌を突っ切って、またなんでもないことのように飛び立った。



「……でもボクにはもう、とどめを上げることすらできない……か」



　ディーはひらひらと蠅を追った。傷ついた蠅と
幽
 ゆう

 
玄
 げん

 の手はなんどもふれあい、しかし一度も触ることなく、
踊
 おど

 るようにダンスした。



　しかしそれも束の間、



　蠅はまた、ふっと手を離れて、ガラスの向こうに狙いを定めた。ディーはハッとして、今度は蠅がそちらに行かぬよう掌で壁を作った。



　だがやはり蠅は、そんなものを
擦
 す

 り抜けて、また窓に頭から──、



　ぶつからなかった。



　そのとき
一
 いち

 
陣
 じん

 の風が
吹
 ふ

 き、蠅はふわりとそれに
抱
 だ

 かれて車の外へと出て行った。



　ディーが
呆
 ぼう

 
然
 ぜん

 と窓を見る。蠅を
捕
 と

 らえて逃がさなかった窓ガラスは解き放たれて、
荒
 こう

 
野
 や

 の風を呼び込んでいた。



「ふむ。元気そうでなによりです」



　そういってアイは、開けた窓をしっかりと閉めて、助手席へと帰って行った。



　ディーはそれを、ずっとずっと見つめていた。



　ただぼうっと。











　きっと、これはそういう話だったのだ。











　いつかこうなると、分かっていたことだったのだ。



　ディー・エンジーにアリス・カラーは理解できない。



　どれだけ近づいても、一緒にいることなんて出来やしない。



　それができるのはそれこそ──、



　いいさ。もう、すべて、どうでもいい。



　終わらせよう。
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　ディーはからからと
扉
 とびら

 を開けて教室に入った。



「なんだディーか。危なかったな、
遅
 ち

 
刻
 こく

 ギリギリだぞ」



　四組のみんなはもう席について教師を待っていた。遅刻者なし、欠席者は二人。アリスとアイ。まずは計画通り。



　こつこつと
床
 ゆか

 を叩いて
教
 きよう

 
壇
 だん

 に上がる。みんなの
訝
 いぶか

 しげな視線を一身に集めて口を開く。



「えーとそれじゃあ今から話をはじめるんだけれど、その前に──」



　ディーはきょろきょろと教室を見回し、
誰
 だれ

 にしようか決める。



　よし。決めた。



「メンヒム」



「ん？」



　いつも冷静で理性的な彼が、この場ではふさわしいだろう。



「ごめんね」



　ちょっと頭を下げて、
悪戯
 いたずら

 を謝るときのようにディーは謝罪し、彼を
撃
 う

 った。



　ぱん。と
銃
 じゆう

 
声
 せい

 と同時にメンヒムの頭がはじけた。



　全ての生徒が息を
呑
 の

 み、現実を持て余しておとなしく席に座っていた。



　ムーが一番反応が早かった。彼女は最初、血を
噴
 ふ

 くメンヒムを呆然と見ていたが、
偶
 ぐう

 
然
 ぜん

 、その死体と目が合うと、



「な、なにこれ……
嫌
 いや

 ……メンヒム！　メンヒム!!
 」



「なんだ
 ？」



　もう生徒達は何に
驚
 おどろ

 き、なにに
驚
 きよう

 
愕
 がく

 すればいいのか分からなくなっていた。



　ムーの混乱が一番
酷
 ひど

 い。



「おいおいどうしたんだよムー。なんだみんなも青ざめた顔して。──？　ディー？　なにやってんだ。はやく座れよ。授業始まるぞ」



「メ、メンヒム？」



　死んだ相手に心配されて。もうムーは
狂
 くる

 ってしまいそうだった。



　その、正気と
狂
 きよう

 
気
 き

 の
隙
 すき

 
間
 ま

 に、ディー・エンジー・ストラトミットスは『囁く』。



「ね、みんな、ボクの話を聞いてよ。気になるでしょ？　不思議でしょ？　おかしいと思うでしょ？　
違
 い

 
和
 わ

 
感
 かん

 を抱くでしょ？──全部、全部教えてあげるよ」



　特別な技術はなにも使っていない。
催
 さい

 
眠
 みん

 
術
 じゆつ

 も
誘
 ゆう

 
導
 どう

 術も、
悪
 あく

 
霊
 りよう

 の囁きもなにも使っていないし、そもそもここでは使えない。



　それなのにいま、彼女の囁きから
逃
 のが

 れられる人間はひとりもいない。



　ディーは
上
 うわ

 
唇
 くちびる

 をぺろりと
舐
 な

 めた。馬鹿なアリス。正しくあろうなんてするから、自分のような
幽
 ゆう

 
霊
 れい

 に
足
 あし

 
下
 もと

 を
掬
 すく

 われる。



「まず──」
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〝大事な話があるから誰にも気付かれないように校舎裏のコートへ〟



　その時間は授業中だったが、アイは
躊躇
 ためら

 うことなくそこへ向かった。呼び出し人はディー。心当たりは一つもない。



「ん？　お前も呼び出されたのか？」



　現地にはなぜかアリスもいた。手遊びにボールを指先でまわして、ダンダンと突いたりしている。アイは何気ないそぶりで近づいてカット、を読んでいたアリスがターンで
躱
 かわ

 す。



「あなたもディーさんに？」



　外へのコースをふさぐ、ターン、クイック、サイドを抜かれる。



「おう、なんのつもりだか知らねーけど」



　シュート、筋肉の動きをまったく感じさせない、
魔
 ま

 
法
 ほう

 のような
投
 とう

 
擲
 てき

 でゴールを
狙
 ねら

 う。



　その
瞬
 しゆん

 
間
 かん

 、世界は
黄昏
 たそがれ

 色に染まった。
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「理解……できたかな？」



　聞いておきながら、ディーはそれが達成出来たと確信していた。



「……ああ」



「思い出した……」



　教室はしんと静まりかえっていた。ただ時折、水底から
泡
 あわ

 が浮かび上がるように、言葉が浮かんではじけていた。



「……俺たちは……そう……どうしても、認めることが出来なかった……」



「あの、窓から見た景色が信じられなかった……」



「流れる血と……
泥
 どろ

 にまみれたあの死体を……認めることが出来なかった……」







『そして……私たちは……願った』







　ディーは満足気に
頷
 うなず

 いて「ふう」と息を
吐
 は

 いた。



　
憑
 つ

 かれたように、クラスメイト達は言葉を吐き出し続けた。



「あのとき……あの……夕暮れの中で……死体を見下ろして……願った」



「こんなのは
噓
 うそ

 だ……こんなのは嫌だ……」



「どうか……私たちの日常を返してくれと……そう願った」



「出来れば、そこで、単純に復活を願ってくれてれば良かったんだけれどね」



　落ちた自分を見て、彼らが何を思ったのかなどディーに興味
 はない。ただ、ほんの少し残念だった。



　彼らは死者の復活なんか願わなかった。



　それよりも大きなものを願った。



　目の前に
迫
 せま

 った大きな別れ、



　変わってしまった以前の世界、



　そしてそれを否応なく
突
 つ

 きつけた死体、



　それら全てから逃れるために、一つの世界を作った。



　十七人がかりで、永遠を願った。



「まあ、今となっては、それも悪かったとは、言えないけどさ……」



　すっと、ディーは両手を
掲
 かか

 げて、ぱんっ！　と銃声のように
柏
 かしわ

 
手
 で

 を打った。



　注目が集まる。



「みんな、思い出して。もっともっと思い出して……あの日のことを、あの時の事を」



　その瞬間、世界は黄昏色に染まった。
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「な、なにが起きたんですか!?
 」



「辻褄あわせ
 だ！　ディーの
奴
 やつ

 ！　この空間を丸ごとリセットするつもりだ！」



　あたりはすっかり夏になっていた。いやそれだけではない、さっき
昇
 のぼ

 ったばかりの太陽がもう
沈
 しず

 もうとしている。



　アリスが走りだす。アイも
慌
 あわ

 てて追いかける。



「な、なんですかそれ!?
 」



「一回だけ過去の俺が実験したらしい！　その時は中の人間が全員追い出されて、中に入るメンバーは強制的にリセットされた！　無事だったのは外にいたディーだけだ！」



　コートを抜けて、園芸部の
花
 か

 
壇
 だん

 を飛び
越
 こ

 え、水飲み場の横をショートカットする。



「ディーを止めるぞ！　あいつ！　きっと四組全員の
記
 き

 
憶
 おく

 制限を解いてやがるんだ！　空間が
矛
 む

 
盾
 じゆん

 に
耐
 た

 えられなくなってる！」



　ちらりと校舎を見上げる。いつの間にかそこらじゅう
飾
 かざ

 り
付
 つ

 けされて、学校はなんだかおめでたくなっていた。三階の窓を
覗
 のぞ

 く、窓が一つ開いた教室に人の気配。



「急げ！」
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　七月二十八日。晴れ。



　ディーは黒板の横にある日付を確認し、ほっと息を吐いた。今のところは上手くいっている。そのはずだ。



「おい！　中皿が
一
 ひと

 
桁
 けた

 も足りないぞ」「マジかよ！」「ねーこれ看板の字
間
 ま

 
違
 ちが

 えてない？」「ぎゃー！　ホントだー!!
 　誰だ書いた奴！」「あー！　領収書もらいわすれた！　委員長！　これどうにかなんねーの？」「自腹だ」



　教室がざわめきに
揺
 ゆ

 れている。



　その姿は十四年前と同じ、だけどまったくの同じというわけでもない。



　背景は
完
 かん

 
璧
 ぺき

 、キャストも上々、だけどそこに出てくる俳優が
皆
 みんな

 、熱に
浮
 う

 かされたような演技をするのだ。ディー自身も、気を抜くと彼らに引っ張られそうになる。いや、引っ張られた方がいいのだ、だってこれは演技だけど演技ではない。真実だけれど真実ではない。



　
儀
 ぎ

 
式
 しき

 。



　そう、これを言葉で言うのなら、儀式だ。船を沈めるためにキングストン弁を
抜
 ぬ

 くような。死者を
埋
 う

 めるような。そんな儀式。



　ディーは役割を全うする。



　まるで本当になにかの儀式のようだ。
既視感
 デジヤビユ

 のような
未視感
 ジヤメビユ

 のような不思議な式次第。
粗
 あら

 
筋
 すじ

 も、展開も知っていて、それをなぞるだけの
生
 い

 け
贄
 にえ

 の
巫
 み

 
女
 こ

 。



　テセリックが「誰か、カーテン外して」と声を
掛
 か

 ける。時刻は夕暮れ、窓の向こうは
巨
 きよ

 
大
 だい

 な夕日で埋め
尽
 つ

 くされている。こうなりゃもう
泊
 と

 まり込みだなと、誰かが言っている。だれも自分の動きに注視していない。



　机を動かし、その上に
椅
 い

 
子
 す

 を置く。
靴
 くつ

 を
脱
 ぬ

 いで上に乗ってカーテンにとりつく。ガラスに寄りかかりながら一つ一つ
丁
 てい

 
寧
 ねい

 にフックをとっていく。



　移動を
挟
 はさ

 んで、二つ目、三つ目、



　そして四つ目。



　ディーは目の前のカーテンを見る。無風、こうしてみても、開いているようにはまったく見えない、でもこの向こうには、もう、十五メートル先まで空気しかない。



　あのときと同じように、ディーは、そっとその布に体重を預けた。



　そこにガラスの
壁
 かべ

 があると信じて、



　絶対で強固な、壁があると信じて、
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昇
 しよう

 
降
 こう

 口に飛び込み、泥落としのマットを
吹
 ふ

 っ飛ばしながら
廊
 ろう

 
下
 か

 を走る。階段を三段飛ばしで
駆
 か

 け上がり、アイはアリスを大きく
離
 はな

 して四組までたどり着いた。



　それなのに、その
扉
 とびら

 が開かない。



「どけ！　お前じゃ開かない！」



　追いついたアリスがアイを突き飛ばし、扉を乱暴に押し開けた。
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　風が動き始める。カーテンがめくられて向こうの赤が解放される。オスティアの街並みがまっ赤に
輝
 かがや

 き、湖面がキラキラと揺れている。



　そしてその下には十五メートル分の空気と固い地面。



　ディーはくすりと
嗤
 わら

 った。考えてみればリセット自体が初めてだ。十四年前に死んで、それから自分だけはリセットを
免
 まぬか

 れ続けてきた。そう考えると死んだ数では自分が一番少ないのではないかと思う。なんていう皮肉だろう。



　ゆっくりとした時間の中で、体が勝手に助かろうとしてカーテンに手を
伸
 の

 ばす。視界が反転して教室のなかが見える、そこにはきょとんとした旧友達の顔があり、その向こうには扉を開けたばかりのアリスと、アイの姿があった。



　──ごめんね、アイ。あのときボクは、アリスに〝いらない〟って言われたら消えるって。言ったよね。



　それは半分本当。だからこうしていま、空を飛んでいる。



　でも半分噓。死ぬことは出来ても、消えることは出来ない。



　リセット。



　ディーは嗤った。真っ白なカーテンをその身にまとって、赤い光をその身に受けて、泣き笑いを
浮
 う

 かべて
微笑
 ほほえ

 んだ。



　もう、化け物として生きていくことは出来なかった。



　ついに心は
砕
 くだ

 けて折れた。



　でも、それでも、



　消えることは出来ないから、



　──二人とも、ボクのことよろしくね。とっても
面
 めん

 
倒
 どう

 くさい子だけど、根はいい子だと思うんだ。人なんか殺したこともないし、噓だってあんまりついたことはないんだ。



　その子を二人がどうするかは、今のディーのあずかり知るところではない。



　リセットされた自分がどうなるのかには、あまり興味がなかった。もはやそれが、自分だとは思えなかった。



　今の「
幽霊
 じぶん

 」は、ここで死ぬ。



　──ごめんね。アイ。さよなら。



　幽霊は最後に、そんなことを考えていた。



　最後の
抵
 てい

 
抗
 こう

 、カーテンのフックがぷつんぷつんとはじけ飛び、体が重力に
捕
 つか

 まった。



　そこから先の記憶はディーにはない。



（……あれ？）



　ないはずだった。



　それなのにディーはいま
 、はっきりと
 、全てを思い出していた
 。



　ここから先の記憶を思い出していた
 。



（コレ
 、違う
 ！）



　そしてディーは事ここにいたってようやく
 、自分が間違えていたことに気づいた
 。
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　そしてアイはディーを助けた。







　その姿を見た
瞬
 しゆん

 
間
 かん

 、迷いは
全
 すべ

 て蒸発して体がはじけた。
床
 ゆか

 を
踏
 ふ

 み砕く勢いで
突
 とつ

 
撃
 げき

 し、打ち上げ花火のように
跳
 は

 ね上がる。



　空へ。



　ディーの顔が目の前まで近づく。体はゴールを
狙
 ねら

 うときのようにすぼまって手を伸ばす。ディーの
唇
 くちびる

 が「
馬
 ば

 
鹿
 か

 ！」と
叫
 さけ

 んでいる。もう自分だって間に合わない。このままだとただ、落ちるだけ、



　でも、そうはならない、アイはアリスを信じている。



　左手でディーを
抱
 だ

 きかかえ、右手をすっと宙に泳がす。



　するとそこに、計ったかのようにロープが飛び込む。



　
摑
 つか

 む。視線すら交えない。でもロープに伝わる力が、それ以上の伝達力で心を伝える。



（ちょ、ちょっとアリスさん！　しっかり支えてください！　それでも男の子ですか！）



（お前、無理言うなよ！　重力加速度なめんな！）



　ロープは
一
 いつ

 
瞬
 しゆん

 だけ耐えてずるずると伸び、アイにずいぶんと
冷
 ひ

 や
汗
 あせ

 をかかせた後ようやく止まった。



（もう
大
 だい

 
丈
 じよう

 
夫
 ぶ

 だぞ）



（ほんとですか？）



（ああ）



　その言葉に、アイはようやく上を見る。



　そこで、四組のみんながおいっちに、さんしと働いていた。



（みんな、追いついた）







　　　　[image: ]








「俺が悪かった！」



　ディーが地面に下りた
途
 と

 
端
 たん

 。アリスが土下座した。



「ゴメン！　悪かった！　すまん！　この件は全面的に俺が悪い！」



　アイを
含
 ふく

 め、クラスの全員が
吃驚
 びつくり

 している。



　カーテンをまとったまま座り込んでいたディーはその姿をじっと見つめて「……ああ、そっか、やっぱり、そうか」と
呟
 つぶや

 いた。



「悪かった！　お前が、なに考えてるのか、さっきようやく分かった！　それまで全然気付かなかった俺を許してくれ！」



「そ、そんな！　アリスは全然わるくないよ！　悪いのはボクで──」



「いや俺が──」



「いやボクが──」



　いやいやいやいやと、自分が悪いと主張しつづける二人をみて、
緊
 きん

 
張
 ちよう

 していたクラスがゆっくりと
弛
 し

 
緩
 かん

 していった。ニヤニヤ笑いがそこかしこで
漏
 も

 れて、今にもからかいの声が上がりそうだった。



　アイもまた、ニコニコしていた。アリスはきっと、いま、気付いたのだ。ディーこそが死んだクラスメイトであると、そしてそのことに気付かなかった自分を謝っているのだ。　アイはほーっと一息ついて、むん！　と気合いを入れ直した。これで一件落着などでは決してない、むしろコレがスタートラインなのだ。ここからだ。ここからゴールを目指すのだ。三年四組みんなが解放される。そんなゴールを。



　それなのに、



「アイ」



　ディーは言った。



「もう、いいから、幽霊を、
葬
 ほうむ

 って」







　　　　[image: ]








　アイは、だいぶ
渋
 しぶ

 った。それこそ全身
全
 ぜん

 
霊
 れい

 で渋った。埋めたくないといい、絶対
嫌
 いや

 だと泣いて見せた。



　それでもディーの態度は変わらなかった。埋めて欲しい。終わらせて欲しいと
乞
 こ

 い願った。



　本人が、どうしても願ったなら、埋める。



　それがアイのルールだった。
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「……でも、どうすればいいんですか？」



　
涙
 なみだ

 
目
 め

 で、アイは聞いた。



「みんなに教えてあげて。『こいつはもう死んでいる』そう指をさすだけでいいから。それであとはこっちが何とかするからさ」



「本当ですか？」



「うん。本当はもうみんな思い出しているんだ。でも、それをね、ボク達自身で解除することは出来ないんだ。だから、アイ、言って」



　四組の、クラスメイト達は全員。
戸
 と

 
惑
 まど

 いながらも、事態を受け入れているようだった。



「……本当に、いいんですか」



　アイはなおもしつこく聞く。



　ディーはこくんと、ただ
頷
 うなず

 いた。



「……では」



　アイはふらふらと、
彷
 さま

 
徨
 よ

 うように
皆
 みんな

 の中から
抜
 ぬ

 け出し、
教
 きよう

 
壇
 だん

 の上に立った。そこでクラスメイトひとりひとりの顔をしっかりと見届け、そこにちゃんと、
覚
 かく

 
悟
 ご

 があるのを確認した。



　そしてアイはすっと右手を持ち挙げて、



「……………………………………本当に？」



「もう」



　
緊
 きん

 
張
 ちよう

 
感
 かん

 がどっと抜けて、皆の顔に気の抜けた笑みが
浮
 う

 かびあがった。その真ん中で、アイだけがきまじめに立ち
尽
 つ

 くしている。



　ディーは
微
 び

 
苦
 く

 
笑
 しよう

 を浮かべて一歩前に進み、アイの
頰
 ほお

 を
挟
 はさ

 んで
撫
 な

 でてやった。



「ごめんね、嫌な役目をやらせちゃってさ。悪いとは思ってるんだよ。でも、これはアイにしか出来ないことだから……」



　アイは、ぱっとディーの胸に飛び込んで顔をぎゅうぎゅうと押しつけた。校章とボタンが鼻にめり込んですごく痛かった。でもやめなかった。



「間違えないで。アイ」



　ディーはすこし苦しそうにしながら言った。



「キミは、みんなを救うんでしょ？　敵も、味方も、ないんでしょ？　だったらこんなところで間違えちゃ
駄
 だ

 
目
 め

 だよ。敵とか、味方とか、作っちゃ駄目だよ。一緒にいて欲しいから救わない
 なんて、駄目だよ」



「でも」



「甘えるな
 」



　
抱
 ほう

 
擁
 よう

 を解き、その頰を打つように挟み込む。



「
人食い玩具
 ハンプニーハンバート

 だって
埋
 う

 めたキミだ。他の
誰
 だれ

 だって、埋められなきゃ
噓
 うそ

 だよ」



「！」



　その言葉は、ある意味禁句だった。



「……分かりました」



「うん。ありがとう」



「…………」



　もはや言葉もなく、







　アイは、右手を、挙げて、







　目の前の、ディーに向かって
振
 ふ

 り下ろし。







「三年四組の幽霊。それは──」







　そこで
違
 い

 
和
 わ

 
感
 かん

 に気付いた。







　
違
 ちが

 う。ナニカがおかしい。これは間違っている。



　皆の顔が告げている。人差し指の先でディーが
嗤
 わら

 っている。右目で泣き、左目で笑い、他人と自分を同じだけ馬鹿にして嗤っていた。そこにある表情が「それは違う」と告げていた。



　違う
 ？



　ディーじゃない
 ？



　では誰だ？　
幽
 ゆう

 
霊
 れい

 は誰だ？　彼女以外に誰がいる？　今日、この日、このときに、誰が死んだのだ？



　その答えもまた、皆の
瞳
 ひとみ

 の中にあった。



　アイはゆっくりと振り返る。十七対の瞳が見つめる先を追いかけ、指を指してその名を呼ぶ。



「アリス……さん……？」



　窓のそばに、一人で寄りかかっていたアリスはゆっくりと
腕
 うで

 
組
 ぐ

 みを解き、少しも
驚
 おどろ

 くことなく笑って言った。



「正解」





　　　　II






　アイは、自分で指さしたくせに、それを信じることが出来なかった。



「あ、あれ？　違いますよね。そんなのおかしいですよね。は、はは、なんでアリスさんが幽霊なんですか。どうしてそんなことに──」



「ディーが落ちそうだったからな」



　実にあっさりと言う。



「ディーが落ちそうだったから、
慌
 あわ

 てて引っ張った。そしたら代わりに落っこちた。それだけだ」



「で、でも、幽霊はディーさんだって！　自分でもそう言ってたじゃ──」



「そうらしいな。ったく、そんな
勘
 かん

 
違
 ちが

 いしてるなんて夢にも──」



「アリス。それはボクが──」



　すっとディーが前に出る。



「アイ。ごめんね、あれはボクの思い違いだったんだ。……ううん。きっとそう思い込みたかったんだ……ボクの代わりにアリスが死んだなんて、思いたく、なくて……だから、自分のことを真っ先に疑った。……死亡記事を見つけたときもそうだし……外の自分が
透
 とう

 
明
 めい

 なのも……幽霊を名乗ったのだってきっとそう……」



「そ、そうですよ！　それですよ！　なんでディーさんだけ外だと透明なんですか!?
 　それこそ幽霊の証明じゃないですか!?
 」



　アイはもう、自分でも何を言っているのか分からない。ディーを幽霊にしたいのか？　それともアリスを幽霊にしたくないのか？



　アリスは
蟻
 あり

 を
潰
 つぶ

 すように簡単に、アイの
指
 し

 
摘
 てき

 を潰していった。



「ちがう、ディーだけ
 じゃない。他のメンバーが外に出ても、ああいう風になるんだ。逆だ、俺ひとりだけ、外では肉体を持てるんだ」



「な、なんで──」



「
詳
 くわ

 しくは知らない。ただ、多分、俺の死体が
 外の世界にあるからだと思う」



　
喉
 のど

 の奥から風のような声が漏れた。



「四組の墓は一応全員分そとにあったんだよ。もちろん中身はなしで、……ただひとり、俺っていう例外を除いてな」



「……じゃあ、あなたはもう──」



「うん、死んでる」



　アリスは、どこまでも
飄
 ひよう

 
々
 ひよう

 として、すがすがしそうに夕方の風を浴びていた。カーテンのない窓から
吹
 ふ

 く風を、その身に受けて気持ちよさそうにしていた。



「はは、ようやく言えた」



　アリスはどこまでも笑顔だった。



「ようやく。ここまで来れた……長かったよ……」



　十も二十も歳得たような笑顔だった。力を全部出し切って、
疲
 つか

 れはてた者の笑顔だった。



「それにしても悪かったなディー。俺、もうずいぶん前から死んでるのは自分だって気付いてたからさ。まさかお前がそんな
悩
 なや

 み
抱
 かか

 えてるなんて夢にも思わなかったんだよ。ほんと悪かった」



「いい！　いいよそんなこと！」



　ディーは体の
芯
 しん

 から
裂
 さ

 けてしまうのではないかと思うほど
震
 ふる

 えていた。



「アリスが、謝ることないんだよ……全部、全部ボクたちが悪いんだ……キミの復活を願わなくて……ただ、この日々が永遠に続けばいいって
我
 わ

 が
儘
 まま

 を言ってキミを
捕
 と

 らえ続けてきた……ボク達が悪いんだ……」



　ばらばらになりそうな体をつなぎ止めるようにシャツの
胸
 むな

 
元
 もと

 を
握
 にぎ

 りしめて、ディーは言葉を
吐
 は

 き出す。



「それなのに……それなのにキミは……そんなこと全然
恨
 うら

 まなくて……それどころかボク達を解放しようと……もう一度死のうと
 してきた……のに……」



　ディーはついに、泣き出した。両手で顔を
覆
 おお

 い、涙のしずくを
床
 ゆか

 に落とした。



「ボク……そんなキミを……何回も……何回も……！」



「だから、いいってば」



　本当に優しい笑みだった。
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　世界に起きる、どんな悲劇でも許せそうな、笑みだった。



「んじゃ、最後の仕上げだな」



「……もう？」



「ああ、ここもあんまり持たないっぽい。……みんな外の世界に帰る時間だ」



「そんな！」



　アイはひとりだけ取り残された気分だった。何が起きている？　どうしてみんなそんなに
淡
 たん

 
々
 たん

 としている？　もう全部終わって納得したような顔をしている!?




「そんな！　これからじゃないですか！　探しましょうよ！　みんな、みんなが解放される。そんな方法を！　ここからがスタートラインじゃないですか！」



「いいや」



　アリスはふるふると首を振った。



「それは違う。そう思っているのはお前だけだ」



「そんなことないですよ！　ディーさんだって！　
皆
 みな

 さんだってそう思ってます！　アリスさんに消えて欲しくないって！　そう思ってます！」



　アイは振り向いてディーに
駆
 か

 け寄り、その
腕
 うで

 を
摑
 つか

 んで
揺
 ゆ

 さぶった。



「ね？　ディーさん。そうですよね？　アリスさんに消えて欲しくなんかないですよね？　一緒にいたいですよね？　だってあなたはアリスさんのことが好きなんですもんね？」



「……………………うん」



　無神経な言葉の数々は
刃
 やいば

 のようにディーの心をなで切りにした。しかしディーはそのことにはなんの文句も言わずにアリスを見て、



「……たしかに、ボクは、アリスが好きだよ。ずっと一緒に居て欲しい」



「だったら──」



「でも、でもね、ボク達がどれだけ望んでも、どれだけアリスに居て欲しいと思っても。──アリスが
嫌
 いや

 なら。それは出来ないよ……ボク達がどれほど
愚
 おろ

 かでも、そんな失敗はもう、
繰
 く

 り返せないよ……」



　ディーはアイのように泣いた。涙の
雫
 しずく

 で床をぬらしてささやいた。



「ねぇアリス……キミ、どんな気持ちでここまで来たのさ？　たったひとりで、自分が死んでるって気付いて、誰に言うことも出来なくて……
怖
 こわ

 かったでしょ？　
寂
 さび

 しかったでしょ？　ボク達のこと
怨
 うら

 んだでしょ？　ねえ、どうしてキミは、こんな事が出来たの？　どうして、ボク達を救おうとしてくれたの？　キミは化け物になっても良かったのに……永遠の
檻
 おり

 の中で、ボク達を怨み続けても、良かったのに……連れて行こう
 と思っても……よかったのに……」



「んなもん決まってるだろ」



　事ここに至っても、アリスは笑顔を
崩
 くず

 さなかった。



「お前らが、好きだからだよ」



「ん……」



　最初からその答えを知っていたように、ディーも笑った。アリスを心配させないように、弱々しく笑った。



「お前らが全員、傷ひとつおわずにここを出る。それが俺の望みだよ」



「そっか……だったらボク達も、傷ひとつおわずにここを去るしかないね」



　そういってディーは
扉
 とびら

 に手を
掛
 か

 けた。



「さよなら。アリス。……ありが……と……ね」



「さよならディー。元気で」



　傷ひとつおわないと言っていたディーは、全然そんなことが出来ずに、
涙
 なみだ

 のしずくを残して扉を
抜
 ぬ

 け、その姿を
幻
 まぼろし

 のように消しさった。



　
沈
 ちん

 
黙
 もく

 。



「さ、みんなつづけ！　前の人間の背中を見て、進むんだ」



　別れが始まった。



　クラスの人間がひとりずつ前に出てアリスと話した。アリスはひとりひとりに違った言葉を残していった。それは謝罪だったり
激
 げき

 
励
 れい

 だったり
微笑
 ほほえ

 みだったりした。みな、その言葉を大切に
抱
 だ

 き止めて、



　謝罪と、感謝を残して。出て行った。



　ひとり去るごとに、世界は解像度を失っていくようだった。窓から見えていた街並みがぼんやりと
溶
 と

 けていき、夕日は
沈
 しず

 むのではなくその存在ごと消え去って、やがて教室は
暗
 くら

 
闇
 やみ

 の中に
浮
 う

 いていた。



　アリスは風の吹かなくなった窓をからからと閉めた。



　教室にはもう、アイしか残っていなかった。



　アイは
教
 きよう

 
壇
 だん

 の
隅
 すみ

 っこのほうで三角座りして
膝
 ひざ

 に顔を
埋
 う

 めていた。



「お疲れ様」



　アリスはその
隣
 となり

 にどっかりと座り込んでふーっとため息を
吐
 つ

 いた。
一
 いつ

 
瞬
 しゆん

 前まで保っていた
緊
 きん

 
張
 ちよう

 を、アイの前でだけ解いていた。



「悪かったな。嫌な役目やらせちまって。でもおかげで助かったぜ。お前の仕事は
完
 かん

 
璧
 ぺき

 だった。おかげで俺の世界は
壊さ
 すくわ

 れた」



「…………」



「よーやく、ここまで来れた……感謝してるよ。ありがとう」



「…………」



「さ、あとはお前だけだ。そろそろ行けよ。四組のメンバーはもう居ないからな。この空間もあんまり持たないぞ」



「…………」



「なあ、おいって、いい加減顔上げろよ」



「…………」



「……なあ、なんか言うこと、ないのかよ」



「あなたって
酷
 ひど

 い人ですね」



　顔を上げずに不意打ちのように言う。



「最初っから私に、これを期待していたのですね。あなたを私に殺させるために、この世界に連れてきたのですね」



「ぐ、それは、悪かった……言えなかったんだ」



「気にしないでください。全然かまいませんから。ええ、そうですね、これは
残
 ざん

 
酷
 こく

 ですがたしかに必要な
行
 こう

 
為
 い

 でした」



「そう言ってもらえると助かるよ」



　ほっと息を吐く気配。ぎゅっと膝を抱える。腕と膝の
隙
 すき

 
間
 ま

 から見える、
狭
 せま

 い世界に向かって言葉を
紡
 つむ

 ぐ。



「むしろこういった行為が他の人の手に
渡
 わた

 らなくて大変良かったと思います。あなたが私を選んだのは素晴らしい
選
 せん

 
択
 たく

 でした。なにせ私は世界を救うものなのですから」



「……アイ？」



「これは私にとっても貴重な体験でした。こういうことは今後もあるでしょう。そういったときのモデルケースとしても、今回の経験はとても良かったと思います」



「……おいアイ。おまえ、こっち見て話せよ」



「いやです」



「いいから向けって！　んなとこに
隠
 かく

 れて、見せかけみたいな言葉
喋
 しやべ

 ってんじゃねぇ！」



「いやです！」



　腕を握られて無理矢理
殻
 から

 をこじ開けられる。
腕
 わん

 
力
 りよく

 ならオトナにだって負けないのに、腕に力が入らない。







「うっわ、ひでー顔」







　腕を押さえられて、無理矢理顔をのぞき込んだそいつは「ぷっ」と
噴
 ふ

 き出した。



　それを見て、アイのなかでナニカが切れた。



「あ、あなたは!!
 」



　力が
蘇
 よみがえ

 り、
拘
 こう

 
束
 そく

 を解いて、ダンッ！　と胸ぐらを摑み上げる。



「あなたは！　最低です！　最悪です！　私にこんな……こんな……!!
 」



「知ってる。だからあやまってんじゃん」



「なんですかそれ!?
 　謝ったらいいんですか!?
 　アリス様が謝ったら私は許さなきゃいけないんですか!?
 　この世界にはそういう法律があったんですか!?
 　それは知りませんでした!!
 　不勉強で申し訳ありません!!
 　私、なにせ経験が足りないものでして！」



「おいおい、皮肉とか似合わねぇぞ。やめとけって。ほら、美人が台無しだぞ」



「び、美人とかいうなぁ……」



　差し出されたしわしわのハンカチに、アイは顔を押しつけてぐしぐしと
拭
 ぬぐ

 った。



「はは、やっぱりひでー顔」



　アイはもう、
怒
 おこ

 りもしない。ただ、力なくその胸をぽかぽか
叩
 たた

 いた。



「……
誰
 だれ

 のおかげでこんな顔になったと思っているのですか……。誰のせいで私が……こんな思いをしていると思っているのですか……」



「ごめん……」



　ぽんぽんと頭を
撫
 な

 でられる。そこにスイッチでもついていたのか、
瞳
 ひとみ

 からまた涙がこぼれ落ちる。



「でも、お前はもう、行かなきゃ」



「…………」



「お前はお前の世界を、救いに行けよ……」



　アリスはどこまでも笑顔だった。



　そしてすっと、アイを立ち上がらせてその
肩
 かた

 を
突
 つ

 いた。



「行けよ。さよならだ」



「……あなたは、どうなるのですか……」



「消えるだけだよ。ああ、
墓
 はか

 
守
 もり

 の
介
 かい

 
錯
 しやく

 はいらないよ。本物の俺は十四年前に墓に入って、十二年前に墓守に
埋
 まい

 
葬
 そう

 されている。……ここにいる俺はただの
偽
 にせ

 
物
 もの

 だからな。言っちまえばここにある机とか空気とかと同じものだよ」



　そしてそれはもう、限界だった。アリスの指さす机や
椅
 い

 
子
 す

 にジジジとノイズが走っている。それはアリス自身にもいえることだ。



　もともと部外者であるアイひとりではもう、この空間を保てない。



「もう、俺を見ている
 のはお前だけだ。お前が帰れば、俺は消える」



　アリスは笑っていた。



「…………」



「なあ、
頼
 たの

 むよ。……もうこの辺にしよう。これ以上話しても、傷が深くなるだけだよ……俺は本当に、誰も傷つけずに終わらせたいんだ。だから、早く行ってくれ」



　アリスはずっと笑顔だった。



「……気にいらないですね」



「うん？　なにが？」



「その、笑顔が気にいらないって、言ってるんですよ」



　かつ、っと、足音を立ててアイは近づく。



「ねえ、アリスさん。どうしてあなたはさっきから、笑っているのですか？　笑えて、いるのですか」



　アイはずっと泣いていた。アリスはずっと笑っていた。



「そりゃうれしいからに決まってるだろ」



「自分が消えちゃうのにですか？」



「それが望みさ」



　アリスの笑顔は完璧だった。



「〝三年四組の
亡
 ぼう

 
霊
 れい

 は、誰も
呪
 のろ

 うことなく、誰も傷つけることなく消え去りました〟それってすげーかっこいいだろ？　
怪
 かい

 
談
 だん

 
話
 ばなし

 の
新
 しん

 
機
 き

 
軸
 じく

 だと思わね？」



「あなたはそれを、かっこいいと思うのですか？」



「おう」



「あなたは私たちが現実に帰って、歳を重ねて、大きくなって……いずれあなたを忘れて、幸せになる。……それが幸せなのですか？」











「そうだよ」



　アリスは、笑って、
即
 そく

 
答
 とう

 した。



「うそです」



　アイも
嗤
 わら

 って、即答した。



「ねえ、アリスさん。あなたは本当に誰も
憎
 にく

 んでいないのですか？　傷つけたくないんですか？　連れて行きたく、ないんですか？」



「もちろんだ」



「そう……私は、そうでも、ないですよ……きっとディーさんも、本当はあなたに傷つけられたかったと思います……そうしてその傷を、一生大事にしたと……思いますよ」



　そういってアイはふわりと三歩近寄った。



「……なんのつもりだ」



　アリスが初めて声を固くし、近づいた分だけ
距
 きよ

 
離
 り

 を置いた。



「おい、アイ。なに考えてやがる。……」



「…………」



「お、おい、
巫
 ふ

 
山
 ざ

 
戯
 け

 るのはやめろ！」



　アイが追い、アリスが
逃
 に

 げる。二人は
鬼
 おに

 ごっこをするように教室内を走り回った。追われる者はまるで命でも
狙
 ねら

 われているように青ざめ、追う者は悲しい笑顔で泣いていた。



「やめろ！　くるな！　くるんじゃない！」



「
嫌
 いや

 です。絶対、逃がしません」



「アイ！　やめ──」







　そしてアイはアリスを
抱
 だ

 きしめた。







　体ごと、相手に投げ
与
 あた

 えるように飛び上がり、その
腕
 うで

 の中に落っこちる。額と額がコチリと当たり、
涙
 なみだ

 の
飛
 ひ

 
沫
 まつ

 がパッと
舞
 ま

 った。



　アイはぎゅっと、ぎゅうっとアリスを抱きしめた。ごわごわの学ランに腕を回し、冷めて、固くなった彼を温めるためにその身を預けた。



「ねぇ、アリスさん。消えたいなんて、
噓
 うそ

 ですよね？」



　アリスは自分になにが起きたのか。まったく分かっていない様子で
呆
 ぼう

 
然
 ぜん

 として、



「……あ」



　分厚い仮面にひびが入るように、ひとしずくの涙をこぼした。



　それはアリスが死んでから、初めて流す涙だった。



「あ……あ……」



　アリスはひび割れが広がるのを
恐
 おそ

 れるように顔を
覆
 おお

 おうとした。でもアイがそれを許さない。アイはアリスに
頰
 ほお

 を寄せ、頭を
抱
 だ

 いてその耳元に
囁
 ささや

 いた。



「あ……」



　アリスはなおも
抵
 てい

 
抗
 こう

 した。二重三重の死に囲まれて、なおもアイを守ろうとした。



　でもアイは、アイこそが、傷を負おうとその命を差し出していた。







「あなたはもっと、生きたいですよね？」







　そう言って、アイは呼び水のように涙を流した。



　アリスはもう、否とは言えなかった。



「生きた……かったよ……」



　涙が流れるごとに、アリスの殻は
壊
 こわ

 れていった。



　指先がダランと垂れて空中を
搔
 か

 いた。奥歯がカタカタと
揺
 ゆ

 れていた。心の
箍
 たが

 が外れた。
恐
 きよう

 
怖
 ふ

 が
決
 けつ

 
壊
 かい

 した。
全
 すべ

 ての涙が流れた。



「生きたかったよ……当たり……前だろ……」



「はい」



「消えたくなんかなかったよ！　当たり前だろ！」



「はい」



　ついにアリスは
砕
 くだ

 けちった。笑顔の仮面が
剝
 は

 がれ落ちて、その下にある
欲
 よく

 
望
 ぼう

 がどろどろと流れた。



「生きたかった！　当たり前だろ！　俺は！　とても生きたかったよ！　みんなと
一
 いつ

 
緒
 しよ

 に未来へいきたかった！　今日だって
明日
 あした

 だって！　あいつらと一緒にいきたかったよ!!
 」



　心の
井
 い

 
戸
 ど

 に
縛
 しば

 って落とした欲望が涙と共に
浮
 う

 かび上がった。自分が死んでいると気付いたときの恐怖が全て蘇った。



「俺は十七歳になりたかったんだ！………………それなのに……それなのに！」



　アリスは「くぅぅ……」と泣いてアイに
縋
 すが

 った。小さな体に体重を預けて、
倒
 たお

 れそうな自分を支えてもらった。



「ほら、やっぱり」



　アイはいっそう強くアリスを抱いた。アリスは目の前のあたたかな人を抱き返さずにはいられなかった。
触
 ふ

 れ合った部分だけが現実のように熱かった。



「ほら、やっぱり。アリスさんは、生きたかった」



「ちっくしょう！」



　アリスは殺意に似た力でもってアイを抱きしめた。



「ちっくしょう……お前、なんてことするんだよ！　こんなつもりじゃなかったのに！　……傷なんて誰にも残すつもりはなかったのに！」



「あはは、そんなの私が許しません」



「お前！　最悪だよ……最低だよ……」



「すみません。でもおあいこですよね」



「……あーあー……なんだよこれ……」



　アリスはぼろぼろと涙をこぼした。



「折角わすれてたのに……自分に
酔
 よ

 って格好付けて、恐怖も迷いも全部忘れて
頑
 がん

 
張
 ば

 ってきたのに……最後の最後で台無しだ……どうしてくれる……」



　アリスはぼろぼろに
崩
 くず

 れた後でようやくすこし落ち着き、彼らしい憎まれ口を
叩
 たた

 き始めた。



「……ごめんなさい。でも、私はやっぱり、傷を負いたかったですから……」



「このマゾヒスト……」



「うーん、あんまり否定できないかも知れません……」



「あんまりじゃねーよ全然だよ
馬
 ば

 
鹿
 か

 。はー、もーホント馬鹿だよお前は。わざわざ傷付く必要もなかったのに……」



「そんなことないですよ。おかげでこうして、ちゃんと話せました」



「……最後の最後だったけどな」



　そういって、アリスは辺りを見回した。



　世界がゆっくりと動き出していた。
崩
 ほう

 
壊
 かい

 がついに教室内にまでおよび、ノイズが空間にまで
及
 およ

 び始める。



「……もう、行けよ」



「……どうしても、あなたは天国に行きたいのですか……」



「いや、それはもういい。そこならもう行ったからな」



「え？」



「天国ってのは、死んだ人間が行く幸せな場所だろ？　ならこの十四年こそが、この一年こそがそうだった。死んじまった俺が過ごした一年間。これが天国でなくてなんだよ？──だから俺は……天国には行けない。行きたくない」



「アリスさん……」



「だから俺は、消えるだけさ。ごめんな、アイ。一緒には行けない」



　アリスは最後に、やっぱりわらって、



　アイの額に小さな
傷
 キス

 を残した。



「さよなら」



　そして世界は白く染まった。
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　　　　Ｉ





　あれから一日がすぎた。







　なにか、
怖
 こわ

 い夢を見ていた気がする。でも、なんの夢だか思い出せない。



　アイはむくりと起き上がって辺りを見回した。ぼんやりと光を
透
 す

 かす布の
壁
 かべ

 、ごわごわとした固い毛布。



　ここは、すっかり
懐
 なつ

 かしくなったあおい車のテントの中だ。



　声。



「アイ、起きたか」



　その声を聞くと、アイはうれしくなってしまう。でもそんなことを
一
 いつ

 
瞬
 しゆん

 でも顔に出すわけにはいかず、表情は逆に、引き
締
 し

 められる。



「はい」



　
弾
 はず

 まないよう、胸を押さえて声をだす。



「起きてますよ。アリスさん」



　そうか。と確認して、入り口に落ちた
人
 ひと

 
影
 かげ

 は去っていった。アイは十分に時間をおいてから立ち上がり、コートを羽織って外にでた。



　そこは外の世界だった。



　街のあちこちで
炊
 た

 き出しの
煙
 けむり

 が上がっている。人々は崩れた家々を早速なおして、
雨
 あめ

 
露
 つゆ

 をしのいで元気に復興していた。
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　街は活気にあふれていた。いろいろな場所で復興が始まり、資材が運び込まれて炊き出しが行なわれている。その中を、アイはアリスと共に歩いていた。



　アリスは人の目に止まる
度
 たび

 に、声を
掛
 か

 けられ、意見を求められていた。彼は
皆
 みんな

 が解放された後の事も考えて、それらをきちんと準備していたのだ。



「おーいアリス！　アイ！」



「ユリーさん」



　昨日は大混乱のなかで働いていたユリーは、ようやく
休
 きゆう

 
憩
 けい

 をもらえたのだろう。配給の食材を
抱
 かか

 えてあおい車に
戻
 もど

 ろうとしていた。



「いや、やっと本部が落ち着いたから、逃げてきた。ようやくまともに顔を見れたな。二人とも」



「……そうですね」



「いや
驚
 おどろ

 いたぞ。天変地異とはまさにあのことだな。まさか空が割れるとは思わなかった」



「…………」



「それにしても。二人とも無事でなによりだ」



　なにも知らないユリーはただ、大喜びでアリスとアイを強くハグしてから「はやく帰ってこいよ！」と残して自分は
傷
 ス

 
持
 カ

 
ち
 ー

 達のところへいった。



「…………」



　二人は再び、無言で歩き出す。



「ア、アリス！」「おっはよー」「おーいみんなーアリス来たよー」



「なにやってんだお前ら？」



　何とはなしに行き着いた学校では、四組のメンバーが集まって話し込んでいた。



　その中心から、ディーが旧友を押しのけて前に出てくる。



「……おはよ。アイ。アリス」



「……おはようございます」



「よう」



　
寝
 ね

 
不
 ぶ

 
足
 そく

 そうな顔で、二人を見上げる。



「……今朝は二人とも早いんだね」



「ディーさん達こそ……なにをやってたんですか？」



「
探
 たん

 
索
 さく

 
調
 ちよう

 
査
 さ

 だよ」



　来て。と手を引かれて輪の中心に連れて行かれる。



「昨夜。ボクが見つけたんだ」



「これは……」



「残ってたんですか!?
 」



　そこにはアイが、オスティアに入るときに利用した黒面が残されていた。



「そんな。どうしてこれがまだ……」



「さあ、推測はできるけど──」



　そこでディーはちらりとアリスを見つめ。



「──そんなことに興味はないね。問題はこの黒面の中に何があるのかだよ」



　言いながらも、なにかの作業が進行しているのか。四組のメンバーと大人達は黒面に向かってロープや光や音を打ち込んで中の様子を探ろうとしていた。



「メンヒム。ムーが入って何時間がたった？」



「人を入れたのですか!?
 」



「そうだよ」



「き、危険はないのですか？」



「さあね、でも先行隊はもう──八時間も帰ってないね」



「そ、そんな！」



　アイは青ざめてディーを
睨
 にら

 んだ。でもディーはなんの
焦
 あせ

 りもないようでメンヒムにいう。



「やっぱりこれは、一度入ったら二度と出てこられないってことかな？」



「おそらくな。……今度は例外もないだろう」



「じゃ、第三団を準備しよう。それと、とりあえず第六団までの志願者を
募
 つの

 ってほしい。年齢はなるべくばらけさせてね。職種も」



「ちょ、ちょっとまってくださいよ！」



　
慌
 あわ

 てて止めに入るアイを、透明な
瞳
 ひとみ

 でディーは見つめる。



「なに？　アイ。ボク。忙しいんだけれど」



「き、危険すぎます！」



「そうだね。だからなに？」



　ディーはあっさりと答えた。



「みんな、もう覚悟なんて決まってるよ。死ぬかもしれない。もっと酷いことになるかもしれない。それでも、この〝世界の卵〟に
賭
 か

 けているんだ」



　そういって、ディーは黒面のおもてをそっと
撫
 な

 でた。



「ボクたちはね、もう一度、あの世界を作り直すことにしたんだ」



「作り……直す？」



「っていっても、今度の世界はもっとシビア。ご都合主義は存在しないし、一年間のループもなし。人は死ぬし、子供は生まれる」



「それって」



「そう」



　ディーは、正しいものが浮べる笑顔で笑った
 。



「ボク達は、世界をつくるんだ。十五年前の。人が生きて、人が死ぬ、そんな普通の世界を、もういちど」



「そんなこと……」



「無理だ。なんて言わせないよ。アイ。キミにだけはね」



　
鷹
 たか

 のような
瞳
 ひとみ

 で
睨
 にら

 まれる。



「アリスを見いだした
 キミのように。ボク達も世界を見いだすんだ」



「……っ!!
 」



「それに、出来るとか出来ないとか関係なく、やる
 。そうでしょ？」



「…………」



「なにさ……キミの言葉じゃないか」



「……っ」



　アイは答えられない。



　ディーは失望を
隠
 かく

 そうともせずにため息を
吐
 つ

 き。



「アリス」



「……なんだ」



「今度は、ボク達だけでやりとおすよ……」



　アリスはちょっと驚いたように
眉
 まゆ

 を上げて深く
頷
 うなず

 く。



　あとは、もうこちらを見ようともせず、ディーは、西方の
魔
 ま

 
女
 じよ

 は、
幽
 ゆう

 
霊
 れい

 は、その持てる力を存分に使って、人と人とを
繫
 つな

 ぎ始めた。



　アイは、
逃
 に

 げるようにその場所を去った。







　　　　[image: ]








　結局どこにも行き場がなくて、アイは墓場に行き着いた。



　そこでアリスが初めて前を歩き、ひとつの、こぢんまりとした墓の前で立ち止まった。



　
墓
 ぼ

 
碑
 ひ

 
銘
 めい

 には〝アリス・カラー〟と小さく書かれていた。



　それを見た
瞬
 しゆん

 
間
 かん

 、アイはへなへなとへたり込み、いじけた態度でおどおどと口を開いた。



「………………
怒
 おこ

 って……ますよね」



　アリスはなにも言わなかった。



「あなたを
壊さなかった
 すくつた

 。私を……
怨
 うら

 んでますよね」



「……俺は
誰
 だれ

 も怨んでいないよ」



「うそですね……」



「…………」



「そんなの……
噓
 うそ

 ですよ……」



　そしてアイは
爆
 ばく

 
発
 はつ

 した、上着を
握
 にぎ

 りしめて
涙
 なみだ

 をこぼし、身を焼くような言葉を吐いた。



「あなたは私を怨んでいます！　あのとき
破
 は

 
壊
 かい

 されることを望んだあなたを助けた私を！　
憎
 にく

 んでいるはずです！」



「俺は誰も憎んでいないよ」



「うそ！　うそ！　うそ！」



　あのとき、



　崩壊する教室の中でアイは思った。ただ一人、アリスを見ながら、思った。



　自分はアリスを見れている
 。この、もはや宿主のいない世界で、崩壊しながらとはいえ、アリスを支えることが出来ている
 。



　だったら
 、



　もう少し
 、もう少しだけ
頑
 がん

 
張
 ば

 れば、アリスを連れて帰れるのではないだろうか。



　思った。



　思ってしまった。



　そうしてアイは彼を連れ帰った。



　連れ帰りたいと、願ってしまった。



　死者を、
蘇
 よみがえ

 らせてしまった。



「いいじゃないですか！　助かったんだから！　いいじゃないですか！　救われたんだから！　それでいいじゃないですか！」



「ああ、そうだな、第二の人生だ。ひゃっほぅだぜ」



「うそ！」



「本当だ」



「うそです！」



「本当だって」



　アリスは、怒っても、ましてや憎んでもいなかった。



　ただ彼は、
哀
 あわ

 れんでいた。



「俺にはなんの感想もないよ。
怒
 いか

 りも
恨
 うら

 みもなにもない。ただお前が哀れなだけだ」



「あわ……れ……」



「お前は失敗した」



　その言葉はアイの胸にぐさりと
刺
 さ

 さった。



「お前は世界を、救えなかった。お前は、情に負けて、ほだされて、俺を救わなかった
 。味方だから、救わなかった。みんな
 を救うはずのお前は、そのみんなを分けて、例外をつくっちまった。救う相手を、区別しちまった」



「うぅ──うぅう！」



　アイはぐしゃりと
髪
 かみ

 をかき乱した。



「だって！　だって！　それでも！　生きてて欲しかったんですよ！……それがいけないことですか！」



　アリスさんのバカァ……と、最後に言って、アイは
力
 ちから

 
尽
 つ

 きたように座り込んだ。それでもアリスは
容
 よう

 
赦
 しや

 しなかった。



「だったら、お前は最初から間違えれば
 良かったんだよ……」



「…………」



「
人食い玩具
 ハンプニーハンバート

 を救ったりなんか、しなければ良かったんだよ」



「…………」



「最初からちゃんと間違えて、あいつを救わずに、幸せになれば良かったんだよ」



「……………………………………………………あ……あ……あ」



　アリスはどさりと、自らの
墓
 ぼ

 
碑
 ひ

 に
腰
 こし

 を下ろしてアイを見ていた。その瞳は迷子の子供のように、
途
 と

 
方
 ほう

 に暮れていた。



「お前、どうして俺なんかを……助けちゃったんだよ？」



　アイは答えられなかった。







　そして世界はアイを救った。






　あとがき









　と、いうわけで「神さまのいない日曜日」の五巻でした。



　お楽しみいただけたならさいわいです。







　今回は読者さんに「アリスを好きになってもらいたいなぁ」と思いながら書いた話でした。三巻の
頃
 ころ

 から、
僕
 ぼく

 だけが「このこと」を知っていたので、なかなか周知できなくて
悶
 もん

 
々
 もん

 としてました。アリスはただのすかしたやつじゃないの！　ちゃんと中身があるやつなの！　って思いながら書いてても、ちゃんと核心部分にいかないとわかんないよなーと実感しました。



　よーやく書けたー。



　おっと、これ以上いうとネタバレになってしまいますね。
自
 じ

 
重
 ちよう

 自重。僕はあとがきを「後から読む派」なのでそのへん気を
遣
 つか

 わない
節
 ふし

 があるので気をつけなければ。まあ、これくらいなら大丈夫でしょう。未読の人は
是
 ぜ

 
非
 ひ

 、あたまからどうぞ！







　さて、前回「夏前にはおとどけ～」とか言っていたお約束ぎりぎりの発売（六月）となりました「神ない」五巻ですが。ちょうど時を同じくして
肋
 あばら

 
兵
 へい

 
器
 き

 さんが作画をつとめる漫画版「神さまのいない日曜日」一巻が発売となっております！　
茨
 し

 
乃
 の

 さんのイラストとも原作ともドラマＣＤとも違うニュー神ないワールド。是非ご
堪
 たん

 
能
 のう

 ください！



　さーらーにー、四巻と五巻の間にマッドボックスさん制作によるＰＶや特集をしてもらいました！　すごい！　正直ちょっと怖い！



　なんのかんので、いろいろな方に愛してもらって、本当によいシリーズになったと思っております。ここいらであらためて、担当さん、茨乃さん、肋兵器さん、そしてもう少し周りにいる営業さん、印刷所さん、校正さん、直接面識のない編集さん、流通さん、書店員さんに
飽
 あ

 くなき感謝を。



　そしてもちろんあなたにも、



　ありがとうございます。







　では次巻、六巻でお会いしましょう。







入江君人











神
 かみ

 さまのいない
日
 にち

 
曜
 よう

 
日
 び

 Ｖ










入
 いり

 
江
 え

 
君
 きみ

 
人
 ひと










[image: ]





平成23
 年11
 月17
 日　発行





発行者　
 山下直久





発行所　
 株式会社
 富士見書房





〒102-8144　東京都千代田区富士見1-12-14





http://www.fujimishobo.co.jp/





(C)2011 Kimihito Irie, Shino/Fujimishobo





[image: ]


OEBPS/Image00027.jpg





OEBPS/Image00029.jpg





OEBPS/Image00026.gif
AT

BOOKYWALKER





OEBPS/Image00024.jpg





OEBPS/Image00025.jpg
g
8y
=
W
§4
EC)
o =
4
A
=0

N

4
N





OEBPS/Image00023.jpg





OEBPS/Image00021.jpg





OEBPS/Image00022.jpg
i
=4
iy
P
=
)
I
=
PO
<&
5@
kgl
i
J%\v





OEBPS/Image00019.jpg
& o=
‘ T R a=ay

=





OEBPS/Image00020.jpg





OEBPS/Image00017.jpg
w/
(/
)






OEBPS/Image00018.jpg





OEBPS/Image00015.jpg





OEBPS/Image00016.jpg





OEBPS/Image00014.jpg
=) %%@Qgﬁﬁ@eama?&ﬁ@%@y





OEBPS/Image00012.jpg
&
& Fax &= B &
4

=





OEBPS/Image00013.jpg





OEBPS/Image00010.gif





OEBPS/Image00011.jpg





OEBPS/Image00008.jpg
7
=)
2
e
& ™
=1
=1
(Y
4
jv





OEBPS/Image00009.gif





OEBPS/Image00006.gif





OEBPS/Image00007.gif





OEBPS/Image00004.jpg





OEBPS/Image00005.jpg





OEBPS/Image00001.jpg
=

— \‘\\K
lﬂ. ‘

- wMN..V. .
NN

& ==\

S5 | >

BT






OEBPS/Image00002.jpg





OEBPS/Image00000.jpg
¢
<

NIEA
OLDIEHVE

BEH—BT 7YY ITRE [
FOLEVHREHR] TFEa1—. T
Ea—BERY A Y THRATWDT
THe BREVTTA VOHHERT
BEE#E, INHSIFTNTEET
WTSEBVET, &, BLETH
CENMITIREV] EnBoTH
@RIFXUIED LW TLEE L), P
TULLE2EVTHR, (YIy & —
R

) R o d LB

ASAN Ry
AN=FTHA EES





OEBPS/Image00003.jpg





